
  

上記内容の改修工事一式

照明器具のLED化

工 事 価 格 金 円

消 費 税 及 び 地 方 消 費 税 の 相 当 額 金 円 (　工事価格 × 0.1 )

工 事 概 要 高圧受変電設備、自家発電設備

路 線 等 の 名 称

工 事 場 所 刈谷市小垣江町

設 計 金 額 金 円

工 事 名 衣浦東部広域連合事務所非常用発電機等改修工事（週休２日）
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者
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名　　　称 摘　　　要 数　量 単　位 単　価 金　　額 備　　　考

衣浦東部広域連合事務所非常用発電機等改修工事（週休２日） （種目別内訳書）

令和5年版公共建築工事積算
基準適用

1.　共通仮設費 別紙のとおり 1.0 式
週休2日単価採用
（月単位）

2.　直接工事費 別紙のとおり 1.0 式

3.　現場管理費 別紙のとおり 1.0 式

4.　一般管理費等 別紙のとおり 1.0 式

　合計

工事価格
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名　　　称 摘　　　要 数　量 単　位 単　価 金　　額 備　　　考

1.共通仮設費 （科目別内訳書）

 準備費

 仮設建物費

 工事施設費

 環境安全費                 T=13.1ヶ月 1.0 式

 動力用水光熱費                 総合発注

 屋外整理清掃費

 機械器具費

 その他

 燃料(軽油) 納品 搬入運搬費含む 5,390.0 Ｌ

計
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名　　　称 摘　　　要 数　量 単　位 単　価 金　　額 備　　　考

2.　直接工事費 （科目別内訳書）

　2-A.建築工事 別紙のとおり 1.0 式

　2-B.電気設備工事 別紙のとおり 1.0 式

　2-C.機械設備工事 別紙のとおり 1.0 式

計
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名　　　称 摘　　　要 数　量 単　位 単　価 金　　額 備　　　考

2-A.建築工事 （科目別内訳書）

　2-A-1．屋上鉄骨架台工事 別紙のとおり 1.0 式

　2-A-2. 外構改修工事 別紙のとおり 1.0 式

　2-A-3. 発生材処分費 別紙のとおり 1.0 式

計
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名　　　称 摘　　　要 数　量 単　位 単　価 金　　額 備　　　考

　2-A-1．屋上鉄骨架台工事

 H形鋼 SS400 H-150x75x5x7 0.1 ｔ

 H形鋼 SS400 H-200x100x5.5x8 1.4 ｔ

 H形鋼 SS400 H-244x175x7x11 1.0 ｔ

 H形鋼 SS400 H-250x250x9x14 4.2 ｔ

 角形鋼管 STKR400 □-50x30x2.3 0.1 ｔ

 平鋼 SS400 FB-9x50 0.2 ｔ

 鋼板 SS400 PL-6 0.1 ｔ

 鋼板 SS400 PL-9 0.3 ｔ

 鋼板 SS400 PL-12 0.2 ｔ

 鋼板 SS400 PL-22 0.2 ｔ

 溶融亜鉛ﾒｯｷ高力ﾎﾞﾙﾄ 搬入運搬費含む 100.0 本

 溶融亜鉛ﾒｯｷ高力ﾎﾞﾙﾄ F8T M16x45 25.0 本

 溶融亜鉛ﾒｯｷ高力ﾎﾞﾙﾄ F8T M16x50 4.0 本

 溶融亜鉛ﾒｯｷ高力ﾎﾞﾙﾄ F8T M20x60 33.0 本

 溶融亜鉛ﾒｯｷ高力ﾎﾞﾙﾄ F8T M20x75 133.0 本

 中ﾎﾞﾙﾄ 亜鉛ﾒｯｷ M10x50 NW 116.0 本

 鉄骨加工組立 7.8 ｔ
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名　　　称 摘　　　要 数　量 単　位 単　価 金　　額 備　　　考

 工場溶接費 208.0 ｍ

 鉄骨建て方 7.8 ｔ

 鉄骨運搬費 7.8 ｔ

 JIS形高力ﾎﾞﾙﾄ締付け 30本/ｔ程度 295.0 本

 溶融亜鉛ﾒｯｷ処理 7.8 ｔ

 有孔鋼板 H60･t1.6 101.0 ㎡

 敷き手間 101.0 ㎡

 ﾌﾞﾚｰｽ M16 L=2000 ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ･羽子板共 4.0 本

 ﾌﾞﾚｰｽ M16 L=2100 ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ･羽子板共 6.0 本

 ﾌﾞﾚｰｽ M16 L=3300 ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ･羽子板共 8.0 本

 ﾌﾞﾚｰｽ M16 L=3900 ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ･羽子板共 4.0 本

 ﾌﾞﾚｰｽ M16 L=5900 ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ･羽子板共 4.0 本

 あと施工ｱﾝｶｰ ｹﾐｶﾙｱﾝｶｰ M16 下向き 24.0 か所

 組立式昇降用架台 (片階段ｷｯﾄ) 3段ｽﾃｯﾌﾟ形　W=1,000ﾀｲﾌﾟ 1.0 組

計
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名　　　称 摘　　　要 数　量 単　位 単　価 金　　額 備　　　考

　2-A-2. 外構改修工事

（撤去）

 縁石撤去 150x200 11.7 ｍ

 境界ﾌﾞﾛｯｸ撤去 100x100 16.1 ｍ

 ﾌｪﾝｽ撤去
両開戸
L=10.5 H2000 基礎共

1.0 か所

 ﾌｪﾝｽ撤去 L=2.55 H2000 基礎共 1.0 か所

 樹木撤去
ﾂﾂｼﾞ
幹周100 樹高400程度

50.0 本

 樹木撤去
ﾂﾂｼﾞ
幹周100 樹高300程度

24.0 本

 樹木撤去
ﾚｯﾄﾞﾛﾋﾞﾝ
幹周200 樹高2000程度

23.0 本

 樹木撤去
ﾚｯﾄﾞﾛﾋﾞﾝ
幹周 樹高2000程度

8.0 本

 客土撤去 7.0 m3

 駐輪場撤去 W4700xD2050 基礎共 1.0 か所

 三槽式油分離槽撤去 W1600xH600 1.0 か所

 ﾀﾝｸ基礎撤去 2100x2500 1.0 か所

 発電機基礎撤去 2700x1400 1.0 か所

 車止めCB撤去 8.0 か所

 駐車場ﾗｲﾝ塗料除去 94.6 ｍ

 ﾎﾟｽﾄ仮撤去 1.0 か所
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名　　　称 摘　　　要 数　量 単　位 単　価 金　　額 備　　　考

（改修）

 根切り 36.4 ｍ3

 埋戻し 14.1 ｍ3

 土工機械運搬 1.0 式

 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装
透水性ｱｽﾌｧﾙﾄ t50
ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄPK-3　切込砕石C-40 t150

41.2 ㎡

 縁石 1.6 ｍ

 駐車場区画ﾗｲﾝ引き
W150 溶融式ﾍﾟｲﾝﾄ
JIS K5665 3種-1号(t1.5)

82.4 ｍ

 ﾌｪﾝｽ
片開戸
L=10.5 H2000 基礎共

1.0 か所

 ﾌｪﾝｽ L=2.55 H2000 基礎共 1.0 か所

 ｷｭ-ﾋﾞｸﾙ基礎 W4700xD300xH450x2 1.0 か所

 給油口ﾎﾞｯｸｽ基礎 W1500xD1000xH200 1.0 か所

 危険物標示版･
 消火器収納ﾎﾞｯｸｽ基礎

W2000xD500xH200 2.0 か所

 送油ﾎﾟﾝﾌﾟ基礎 W2100xD1200xH200 1.0 か所

 駐輪場 W6078xD2000xH2138 1.0 か所

 駐輪場基礎 1.0 か所

 防油堤 W4050xD4050xH700 1.0 か所

 油水分離槽 W2500xD700 1.0 か所

 ﾎﾟｽﾄ再設置 1.0 か所
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名　　　称 摘　　　要 数　量 単　位 単　価 金　　額 備　　　考

 車止めCB 2.0 か所

計
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名　　　称 摘　　　要 数　量 単　位 単　価 金　　額 備　　　考

　2-A-3. 発生材処分費

 発生材運搬費 積込共 1.0 式

 発生材処分費 残土処分含む 1.0 式

計
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名　　　称 摘　　　要 数　量 単　位 単　価 金　　額 備　　　考

2-B.電気設備工事 （科目別内訳書）

　2-B-1.電源設備工事 別紙のとおり 1.0 式

　2-B-2.幹線・動力設備工事 別紙のとおり 1.0 式

　2-B-3.照明器具更新工事 別紙のとおり 1.0 式

　2-B-4.仮設電源工事 別紙のとおり 1.0 式

計
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名　　　称 摘　　　要 数　量 単　位 単　価 金　　額 備　　　考

　2-B-1.電源設備工事

 受変電設備　(CB-2-2形) 高圧配電盤 1.0 面

高圧ｺﾝﾃﾞﾝｻ盤 1.0 面

低圧動力配電盤 1.0 面

低圧電灯配電盤 1.0 面

 変圧器　　高効率･油入自冷型 三相　300KVA 1.0 台

 変圧器　　高効率･油入自冷型  ｺｯﾄ変圧器　100KVA 1.0 台

 進相ｺﾝﾃﾞﾝｻ　　油入自冷型 50KVar 1.0 台

 直列ﾘｱｸﾄﾙ 　　油入自冷型 50KVar用　　L=6% 1.0 台

 非常用発電機　　長時間形 屋外低騒音形･72時間連続運転仕様 1.0 基

 給油口ﾎﾞｯｸｽ及び危険物表示版 消火器収納ﾎﾞｯｸｽ共 1.0 式

 搬入据付費 ﾀﾝｸ･ﾎﾟﾝﾌﾟ等を含む 1.0 式

 試運転調整費 耐圧試験含む 1.0 式

 既設受変電設備　撤去 機器処分費含む 1.0 式

 既設発電機　撤去 機器処分費・廃油処分費含む 1.0 式

計
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名　　　称 摘　　　要 数　量 単　位 単　価 金　　額 備　　　考

　2-B-2.幹線・動力設備工事

 (1)幹線･動力設備

 ねじ無し電線管　　隠ぺい E 25㎜ 4.0 ｍ

 厚鋼電線管　　　　露出配管 G 28㎜　　(塗装有) 36.0 ｍ

 波付硬質合成樹脂管 FEP  30　土中 67.0 ｍ

 波付硬質合成樹脂管 FEP  40　土中 10.0 ｍ

 波付硬質合成樹脂管 FEP 100　土中 27.0 ｍ

 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ U形溝 360A 47.0 ｍ

 同上　蓋 47.0 ｍ

 ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ　Z35形 400B 15.0 ｍ

 ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ　Z35形 400BS 5.0 ｍ

 ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ　SUS製 600B 10.0 ｍ

 600V耐燃性ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ絶縁電線
 管内

EM-IE  8㎜2 24.0 ｍ

 600V耐燃性ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ絶縁電線
 管内

EM-IE 14㎜2 39.0 ｍ

 600V耐燃性ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ絶縁電線
 管内

EM-IE 38㎜2 139.0 ｍ

 EM-CEｹｰﾌﾞﾙ　　 管内 EM-CE 5.5㎜2-2C 7.0 ｍ

 EM-CETｹｰﾌﾞﾙ　　管内 EM-CET 14㎜2 28.0 ｍ

 EM-CETｹｰﾌﾞﾙ　　管内 EM-CET 22㎜2 32.0 ｍ
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名　　　称 摘　　　要 数　量 単　位 単　価 金　　額 備　　　考

 EM-CETｹｰﾌﾞﾙ　　管内 EM-CET 38㎜2 38.0 ｍ

 EM-CETｹｰﾌﾞﾙ　　管内 EM-CET 60㎜2 15.0 ｍ

 EM-CETｹｰﾌﾞﾙ　　管内 EM-CET 100㎜2 61.0 ｍ

 EM-CETｹｰﾌﾞﾙ　　管内 EM-CET 150㎜2 32.0 ｍ

 EM-CEｹｰﾌﾞﾙ　　 ﾗｯｸ内 EM-CE 5.5㎜2-2C 21.0 ｍ

 EM-CEｹｰﾌﾞﾙ　　 ﾗｯｸ内 EM-CE 5.5㎜2-4C 21.0 ｍ

 EM-CETｹｰﾌﾞﾙ　　ﾗｯｸ内 EM-CET 14㎜2 47.0 ｍ

 EM-CETｹｰﾌﾞﾙ　　ﾗｯｸ内 EM-CET 22㎜2 16.0 ｍ

 EM-CETｹｰﾌﾞﾙ　　ﾗｯｸ内 EM-CET 38㎜2 16.0 ｍ

 EM-CETｹｰﾌﾞﾙ　　ﾗｯｸ内 EM-CET 60㎜2 16.0 ｍ

 EM-CETｹｰﾌﾞﾙ　　ﾗｯｸ内 EM-CET 100㎜2 31.0 ｍ

 EM-CETｹｰﾌﾞﾙ　　ﾗｯｸ内 EM-CET 150㎜2 16.0 ｍ

 EM-CETｹｰﾌﾞﾙ　　ﾗｯｸ内 EM-CET 250㎜2 41.0 ｍ

 EM-CEｹｰﾌﾞﾙ　　 FEP内 EM-CE 3.5㎜2-4C 23.0 ｍ

 EM-CEｹｰﾌﾞﾙ　　 FEP内 EM-CE 5.5㎜2-2C 10.0 ｍ

 EM-CEｹｰﾌﾞﾙ　　 FEP内 EM-CE 5.5㎜2-4C 10.0 ｍ

 EM-CETｹｰﾌﾞﾙ　　FEP内 EM-CET 250㎜2 12.0 ｍ

 6kvEM-CETｹｰﾌﾞﾙ　ｻﾄﾞﾙ止め 6KV EM-CET 38㎜2 5.0 ｍ
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名　　　称 摘　　　要 数　量 単　位 単　価 金　　額 備　　　考

 6kvEM-CETｹｰﾌﾞﾙ　FEP内 6KV EM-CET 38㎜2 15.0 ｍ

 EM-CEEｹｰﾌﾞﾙ　　管内 EM-CEE 2㎜2-2C 97.0 ｍ

 EM-CEEｹｰﾌﾞﾙ　　ﾗｯｸ内 EM-CEE 2㎜2-2C 47.0 ｍ

 EM-CEEｹｰﾌﾞﾙ　　天井内 EM-CEE 2㎜2-2C 12.0 ｍ

 EM-CEｹｰﾌﾞﾙ　　 U字溝内 EM-CE 5.5㎜2-2C 47.0 ｍ

 EM-CEｹｰﾌﾞﾙ　　 U字溝内 EM-CE 5.5㎜2-4C 47.0 ｍ

 EM-CETｹｰﾌﾞﾙ　　U字溝内 EM-CET 250㎜2 94.0 ｍ

 端末処理材 6kv EM-CET　屋内 6KV EM-CET 38㎜2 1.0 個

 端末処理材 6kv EM-CET　屋外 6KV EM-CET 38㎜2 1.0 ｍ

 ﾌﾞﾛｯｸﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ H2-9 1.0 個

 埋設標識ｼｰﾄ ２倍長 67.0 ｍ

 土工事 1.0 式

 既設警報場B　銘板変更等 1.0 式

 撤去工事費 積込・運搬・処分共 1.0 式

 (2)電灯設備

 ねじ無し電線管　　隠ぺい E 25㎜ 2.0 ｍ

 厚鋼電線管　　　　露出配管 G 22㎜　　(塗装有) 22.0 ｍ

 600Vﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ絶縁耐燃性ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰｽ
ｹｰﾌﾞﾙ平形EM-EEFｹｰﾌﾞﾙ　管内

EM-EEF 1.6-2C 14.0 ｍ
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名　　　称 摘　　　要 数　量 単　位 単　価 金　　額 備　　　考

 600Vﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ絶縁耐燃性ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰｽ
ｹｰﾌﾞﾙ平形EM-EEFｹｰﾌﾞﾙ　管内

EM-EEF 1.6-3C 22.0 ｍ

 600Vﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ絶縁耐燃性ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰｽ
ｹｰﾌﾞﾙ平形EM-EEFｹｰﾌﾞﾙ　管内

EM-EEF 2.0-3C 4.0 ｍ

 600Vﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ絶縁耐燃性ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰｽ
ｹｰﾌﾞﾙ平形EM-EEFｹｰﾌﾞﾙ　ﾗｯｸ内

EM-EEF 2.0-3C 5.0 ｍ

 600Vﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ絶縁耐燃性ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰｽ
ｹｰﾌﾞﾙ平形EM-EEFｹｰﾌﾞﾙ天井内

EM-EEF 1.6-2C 49.0 ｍ

 600Vﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ絶縁耐燃性ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰｽ
ｹｰﾌﾞﾙ平形EM-EEFｹｰﾌﾞﾙ天井内

EM-EEF 1.6-3C 74.0 ｍ

 600Vﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ絶縁耐燃性ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰｽ
ｹｰﾌﾞﾙ平形EM-EEFｹｰﾌﾞﾙ天井内

EM-EEF 2.0-3C 31.0 ｍ

 ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ　SS 150×150×100 1.0 個

 人感ｾﾝｻ　親器 8A 明るさｾﾝｻ機能 2.0 個

 人感ｾﾝｻ　親器 3A 明るさｾﾝｻ機能 5.0 個

 人感ｾﾝｻ　子器 換気扇連動 2.0 個

 人感ｾﾝｻ　子器 9.0 個

 人感ｾﾝｻ　換気扇連動 明るさｾﾝｻ機能 1.0 個

 人感ｾﾝｻ　軒下天井用 明るさｾﾝｻ機能 1.0 個

 人感ｾﾝｻ用操作ﾕﾆｯﾄ　１回路 9.0 個

 人感ｾﾝｻ用操作ﾕﾆｯﾄ　２回路 2.0 個

 はつり補修 外壁 孔開け　50φ相当(ﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞｶｯﾀｰ) 1.0 か所

 撤去工事費 積込・運搬・処分共 1.0 式

計

＜＜　衣 浦 東 部 広 域 連 合　＞＞



-17-

名　　　称 摘　　　要 数　量 単　位 単　価 金　　額 備　　　考

　2-B-3.照明器具更新工事

 LED照明器具 LRS3-4-65 25.0 個

 LED照明器具 LRS3SA20-4-66 16.0 個

 LED照明器具 LRS9-6-84 8.0 個

 LED照明器具 LRS15-3-41 16.0 個

 LED照明器具 LRS15-4-58 9.0 個

 LED照明器具 LRS15-6-58 4.0 個

 LED照明器具 LSS9-2-30 1.0 個

 LED照明器具 LSS1-2-15 1.0 個

 LED照明器具 LSS1-4-30 3.0 個

 LED照明器具 LSS1-4-65 2.0 個

 LED照明器具 LSS1-4-65 (線ぴ取付) 6.0 個

 LED照明器具 LSS9-4-30 1.0 個

 LED照明器具 LSS9-4-37 11.0 個

 LED照明器具 LSS9-4-48 8.0 個

 LED照明器具 LSS9MP/RP-4-30 1.0 個

 LED照明器具 LDS2-SK1-LBF11 1.0 個

 LED照明器具 LRS1RP-17 2.0 個

＜＜　衣 浦 東 部 広 域 連 合　＞＞
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名　　　称 摘　　　要 数　量 単　位 単　価 金　　額 備　　　考

 LED照明器具 LRS1-08 5.0 個

 LED照明器具 LRS1-17 1.0 個

 LED照明器具 LRS3-4-37 12.0 個

 LED照明器具 K1-LRS11-2 17.0 個

 LED照明器具 LBF3MP/RP2-06 1.0 個

 LED照明器具 LBF2RP-10 3.0 個

 LED照明器具 SP-01 2.0 個

 LED照明器具 SP-02 2.0 個

 LED照明器具 SP-03 3.0 個

 LED照明器具 SP-04 1.0 個

 LED照明器具 SP-05 1.0 個

 LED照明器具 SP-06 12.0 個

 LED照明器具 LST1-60 1.0 個

 LED照明器具　取付のみ 設備ﾌﾟﾚｰﾄ 1P 11.0 個

 LED照明器具　取付のみ 設備ﾌﾟﾚｰﾄ 2P 9.0 個

 撤去工事費 積込・運搬・処分共 1.0 式

計

＜＜　衣 浦 東 部 広 域 連 合　＞＞
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名　　　称 摘　　　要 数　量 単　位 単　価 金　　額 備　　　考

　2-B-4.仮設電源工事

 波付硬質合成樹脂管 FEP  80 24.0 ｍ

 600Vﾋﾞﾆﾙ絶縁電線　　管内 IV  8㎜2 15.0 ｍ

 600Vﾋﾞﾆﾙ絶縁電線　　管内 IV 14㎜2 15.0 ｍ

 600Vﾋﾞﾆﾙ絶縁電線　　管内 IV 38㎜2 15.0 ｍ

 CVｹｰﾌﾞﾙ　　　 　　　ｺﾛｶﾞｼ CVT 14㎜2 45.0 ｍ

 CVｹｰﾌﾞﾙ　　　 　　　ｺﾛｶﾞｼ CVT 22㎜2 15.0 ｍ

 CVｹｰﾌﾞﾙ　　　 　　　ｺﾛｶﾞｼ CVT 38㎜2 15.0 ｍ

 CVｹｰﾌﾞﾙ　　　 　　　ｺﾛｶﾞｼ CVT 60㎜2 15.0 ｍ

 CVｹｰﾌﾞﾙ　　　 　　　ｺﾛｶﾞｼ CVT 100㎜2 30.0 ｍ

 CVｹｰﾌﾞﾙ　　　 　　　ｺﾛｶﾞｼ CVT 150㎜2 15.0 ｍ

 6kvCVTｹｰﾌﾞﾙ　　　　ｺﾛｶﾞｼ 6KV CVT 38㎜2 5.0 ｍ

 6kvCVTｹｰﾌﾞﾙ　　　　FEP内 6KV CVT 38㎜2 24.0 ｍ

 ｹｰﾌﾞﾙ接続材　　ﾚｼﾞﾝ注入形 CVT 14㎜2 3.0 か所

 ｹｰﾌﾞﾙ接続材　　ﾚｼﾞﾝ注入形 CVT 22㎜2 1.0 か所

 ｹｰﾌﾞﾙ接続材　　ﾚｼﾞﾝ注入形 CVT 38㎜2 1.0 か所

 ｹｰﾌﾞﾙ接続材　　ﾚｼﾞﾝ注入形 CVT 60㎜2 1.0 か所

 ｹｰﾌﾞﾙ接続材　　ﾚｼﾞﾝ注入形 CVT 100㎜2 2.0 か所

＜＜　衣 浦 東 部 広 域 連 合　＞＞



-20-

名　　　称 摘　　　要 数　量 単　位 単　価 金　　額 備　　　考

 ｹｰﾌﾞﾙ接続材　　ﾚｼﾞﾝ注入形 CVT 150㎜2 1.0 か所

 仮設高圧受変電設備 1.0 式

 仮設発電装置 1.0 式

 電源切替盤 1.0 式

 機器基礎 1.0 式

 配線工事 受変電設備～発電機間 1.0 式

 接地工事 1.0 式

 試運転調整費 耐圧試験含む 1.0 式

 機器搬入搬出費 1.0 式

 機器楊重費 1.0 式

 撤去工事費 積込・運搬・処分共 1.0 式

計

＜＜　衣 浦 東 部 広 域 連 合　＞＞
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名　　　称 摘　　　要 数　量 単　位 単　価 金　　額 備　　　考

2-C.機械設備工事 （科目別内訳書）

　2-C-1.機械設備工事 別紙のとおり 1.0 式

　2-C-2.配管設備工事 別紙のとおり 1.0 式

　2-C-3.その他工事 別紙のとおり 1.0 式

計

＜＜　衣 浦 東 部 広 域 連 合　＞＞



-22-

名　　　称 摘　　　要 数　量 単　位 単　価 金　　額 備　　　考

　2-C-1.機械設備工事

 TO-1 　オイルタンク SS　地上置き縦型オイルタンク 1.0 基

容量：5，000L，内外梯子

他一式

 TOS-1 　オイルサービスタンク オイルサービスタンクユニット 1.0 基

SS400，容量950L，返油ポンプ

タンク架台．他一式

 PO-1 　オイルポンプ 送油ポンプ　3Φ-200V×0.75kw 1.0 式

災害対策用ポンプエアシェルター、災害対
策用ﾎﾟﾝﾌﾟｶﾊﾞｰ　他一式　共

 BO-1 　オイルポンプ制御盤 屋外自立型、ポンプ選択運転 1.0 台

 BO-2 　オイルポンプ制御盤 搬入運搬費含む 1.0 台

 燃料配管工事費 発電機～燃料小出槽間 1.0 式

計

＜＜　衣 浦 東 部 広 域 連 合　＞＞
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名　　　称 摘　　　要 数　量 単　位 単　価 金　　額 備　　　考

　2-C-2.配管設備工事

 配管用炭素鋼鋼管（黒）（油） ねじ　屋外架空・暗渠　　15A 13.0 ｍ

 配管用炭素鋼鋼管（黒）（油） ねじ　屋外架空・暗渠　　25A 97.0 ｍ

 配管用炭素鋼鋼管（黒）（油） ねじ　屋外架空・暗渠　　40A 91.0 ｍ

 配管用炭素鋼鋼管（黒）（油） ねじ　屋外架空・暗渠　　100A 1.0 ｍ

 配管用炭素鋼鋼管（黒）（油） ねじ　機械室　　15A 6.0 ｍ

 配管用炭素鋼鋼管（黒）（油） ねじ　機械室　　25A 6.0 ｍ

 配管用炭素鋼鋼管（黒）（油） ねじ　機械室　　40A 6.0 ｍ

 配管用炭素鋼鋼管（黒）（油） ねじ　機械室　　65A 11.0 ｍ

 配管用炭素鋼鋼管（白）（通気） ねじ　機械室　　32A 3.0 ｍ

 硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管（ＶＰ）
（排水）

地中配管　100A 27.0 ｍ

 仕切弁 マレブル鉄　10K　　15A 3.0 個

 仕切弁 マレブル鉄　10K　　25A 8.0 個

 仕切弁 マレブル鉄　10K　　40A 6.0 個

 仕切弁 マレブル鉄　10K　　100A 1.0 個

 逆止弁 マレブル鉄　10K　　25A 3.0 個

 逆止弁 マレブル鉄　10K　　40A 1.0 個

 複式ストレーナ 複式　　25A 2.0 個

＜＜　衣 浦 東 部 広 域 連 合　＞＞
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名　　　称 摘　　　要 数　量 単　位 単　価 金　　額 備　　　考

 フレキシブルジョイント 油用ベローズ　　15A 4.0 個

 フレキシブルジョイント 油用ベローズ　　25A 6.0 個

 フレキシブルジョイント 油用ベローズ　　40A 1.0 個

 小口径桝
200Φ　90L　～500　T-8（鋳鉄製蓋）蝶番
ロック

1.0 個

 小口径桝
200Φ　ST　～500　T-8（鋳鉄製蓋）蝶番
ロック

1.0 個

 小口径桝
200Φ　45L　501～800　T-8（鋳鉄製蓋）
蝶番ロック

1.0 個

 弁桝 VC-5 1.0 個

 油用通気金物 32A 1.0 個

 配管架台 1.0 式

 配管土工 1.0 式

 配管塗装 1.0 式

計

＜＜　衣 浦 東 部 広 域 連 合　＞＞
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名　　　称 摘　　　要 数　量 単　位 単　価 金　　額 備　　　考

　2-C-3.その他工事

 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ U形溝  360A 60.0 ｍ

 同上　蓋 60.0 ｍ

計

＜＜　衣 浦 東 部 広 域 連 合　＞＞
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名　　　称 摘　　　要 数　量 単　位 単　価 金　　額 備　　　考

3.　現場管理費 T=13.1ヶ月 1.0 式

総合発注

4.　一般管理費等 T=13.1ヶ月 1.0 式

総合発注

＜＜　衣 浦 東 部 広 域 連 合　＞＞



設計図書に記載した特記事項以外の仕様については、国土交通省大臣

官房官庁営繕部監修の建築（電気・機械設備共）工事標準仕様書・

建築（電気・機械設備共）改修工事標準仕様書に準拠するものとし、

本工事の設計図書に添付したものとして遵守しなければならない。

なお、本工事は、下記の対象工事である。

情報共有システム利用：受注者希望型

週休２日制工事：発注者指定型
　　　　　　　　　　（詳細については「刈谷市週休２日制工事実施要領（建築工事）」
　　　　　　　　　　　を参照すること）

仕様書の省略について



衣浦東部広域連合事務所非常用発電機等改修工事 (週休２日)

縮尺 図面番号図面番号 縮尺図　　面　　名　　称 図　　面　　名　　称

電気設備工事特記仕様書　６／６

電気設備工事特記仕様書　１／６

電気設備工事特記仕様書　２／６

電気設備工事特記仕様書　３／６

電気設備工事特記仕様書　４／６

電気設備工事特記仕様書　５／６

ＮＳ

ＮＳ

ＮＳ

ＮＳ

ＮＳ

ＮＳ

1/200

Ｅ０１

Ｅ０２

Ｅ０３

Ｅ０４

Ｅ０５

Ｅ０６

Ｅ０７

Ｅ０８

Ｅ０９

Ｅ１０

Ｅ１１

Ｅ１２

改修前　　電気設備　配置図・案内図

1/150

Ｅ１３

Ｅ１４

Ｅ１５

Ｅ１６

Ｅ１７

Ｅ１８

Ｅ１９

Ｅ２０

ＮＳ

1/ 40

ＮＳ

ＮＳ

幹線設備　系統図 ＮＳ

ＮＳ

ＮＳ

1/150

1/150

1/150

1/150

1/150改修後　　電気設備　２階平面図

改修後　　電気設備　配置図･１階平面図

Ｍ０１

Ｍ０２

Ｍ０３

Ｍ０４

ＮＳ

1/150

1/ 50･1/100

1/ 50

Ａ０１

Ａ０２

Ａ０３

Ａ０４

Ａ０５

Ａ０６

Ａ０７

改修前　　外構図

改修後　　外構図

改修前　　２階平面図･断面図

改修後　　２階平面図･断面図

改修前　　雑詳細図

改修後　　雑詳細図

点検用歩廊　構造図

1/150

1/150

1/100

1/100

1/ 50

1/ 50･1/ 10

1/ 30

<燃料配管工事>

<建築工事>

改修後　　受変電設備　単線結線図

改修後　　非常用発電装置　仕様書・外形図

改修後　　非常用発電装置　出力計算書

改修前　　受変電設備　単線結線図

改修前　　幹線設備(撤去)　１･２階平面図

改修前　　電灯設備(撤去)　１･２階平面図

改修前　　照明器具　形状図

改修後　　電灯設備　　　　１･２階平面図

改修前　　分電盤･動力盤･警報盤リスト

改修後　　燃料配管設備　機器表･系統図

改修後　　燃料配管設備　外構図

改修後　　燃料配管設備　１階平面図･平面詳細図

改修後　　燃料配管設備　２階平面図･平面詳細図

改修後　　幹線･ｺﾝｾﾝﾄ設備　１･２階平面図

Ａ０８

<その他>

工事工程表　(参考) ＮＳ

Ａ０９

1/150

1/150

仮設計画図 (1) 　(参考)

仮設計画図 (2) 　(参考)



章 章

1章 一般事項 １．「情報共有システム」とは、監督職員及び受注者の間の情報を電子的に交換・共有することにより業務効率化

1節 総　　則 　　を実現するシステムのことをいう。

 1.1.1 適　　用 １．この特記事項以外は下記に準拠する。但し、本工事に関係しない事項は適用しない。 【改修1.1.1】 ２．本工事における情報共有システムは、(公財)愛知県都市整備協会が運営する「あいち建設情報共有システム」

１）刈谷市契約規則 　　を利用すること。(http://www.aichi-toshi.or.jp/akjs-ps/index.html)

２）工事請負契約書 ３．情報共有システムは、監督職員と協議の上利用すること。

３）国土交通省大臣官房官庁営繕部監修 公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編） （令和7年版）  ４．成果品の提出について、CADデータは情報共有システムへ登録し、電子納品をする。また監督員の指示がある
４） 〃 公共建築設備工事標準図（電気設備工事編） （令和7年版） 　　場合は、その指示による。

５） 〃 公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編） （令和7年版）  *工事写真 * 工事写真の撮影時期、内容、枚数等は下記のとおりとする。

６） 〃 公共建築設備工事標準図（機械設備工事編） （令和7年版） 　 工事着手前及び工事中

７） 〃 公共建築工事標準仕様書（建築工事編） （令和7年版） 第 ①右図に示す黒板（白板）に所定事項を明記し、工事の進捗状況を撮影、記録すると共に、特に施工後隠ぺい又は
８） 〃 公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編） （令和7年版） 　埋設される部分は、被写体に幅広テープを添え撮影する。  工 事 名
９） 〃 公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編） （令和7年版） 　記載事項：件名（工事名）、名称（工種）、位置、工程、備考、撮影年月日   路 線 名
１０） 〃 公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編） （令和7年版） ②監督職員の指示により、適宜提出する。   工  種
１１） 〃 建築物解体工事共通仕様書 ※デジタルカメラの撮影素子の有効画素数は100万画素程度から300万画素程度を標準とする。

１２）関係法令及び諸工事基準 ※デジタル工事写真の小黒板情報電子化を行う場合は、工事契約後、監督職員の承諾を得た上で、「デジタル

第 １３）愛知県建築工事品質管理要領 １ 　工事写真の小黒板情報電子化について」（https://www.pref.aichi.jp/soshiki/kensetsu-kikaku/kenchiku-

２．特記事項の適用優先順位　１． ⦿ 　　２．※　　　　 　kijyun.htmlを参照）により行うことができる。

　　ただし 　⦿　と 　※　　 のある場合は共に適用する。 * 竣工写真 * 竣工時　　監督職員の指示によりカラー撮影

３．本工事に使用する資材等は、上記各標準仕様書及び本工事特記仕様書（指定資材を含む）によるものとする。 3節 工事現場管理  600程度
４．設計図書に関する疑義は原則として、入札執行前に質問書の提出によって確かめるものとする。  1.3.1 施工管理 * 主任技術者、監理技術者、特例監理技術者及び特例監理技術者の職務を補佐する者（以下、「監理技術者補佐」 【改修1.3.1】

５．本工事特記仕様書は公共建築工事標準仕様書(電気設備工事編)､公共建築改修工事標準仕様書(電気設備工 という。）の設置及びその他制度の運用については、「監理技術者制度運用マニュアル」（令和6年3月26日付け

１ 事編)に対応している。改修工事に関する項目は【　】として記載している。 編 国土建第175号国土交通省不動産・建設経済局建設業課長通知）によるものとする。

 1.1.2 用語の定義 * 公共建築工事標準仕様書１.１.２「書面」の用語の意義を次に読み替えるものとする。  1.3.2 電気保安技術者 * ※ 適用する　　　　　　・ 適用しない 【改修1.3.2】

「書面」とは、発行年月日が記載され、記名された文書をいう。なお、記名においては、氏名を併記せず、  1.3.3 施工条件 * 1） 施工日・施工時間　制限　　⦿ 有（施設管理者と協議）　　・ 無 【改修1.3.3】

氏又は名を記すだけでもよいものとする。 2）　施工に必要な実日数以外に見込んでいる事項

 1.1.3 官公署その他への * 工事の着手、施工、完成に当たり、関係官公署その他の関係組織への必要な届出手続等を遅滞なく行う。 【改修1.1.3】 　　準備期間　　　・ 30日　　・ （　　　　　）　　　休日（年末年始休暇及び夏期休暇）　　・ 9日　　・ （　　　　　）

届出手続等 　　その他の作業不能日　　・ （　　　　　：　　日）　　　　　※ 図示による

編  1.1.4 工事実績情報シス * 請負代金額が500万円以上の工事は、(一財)日本建設情報総合センター(JACIC)の工事実績情報サービス 【改修1.1.4】 3） 工事車両の駐車場所　　場所制限　　　※ 有　（駐車場所：　※ 敷地内　　・（　　　　　　））　 　・ 無　

テムへの登録 　(CORINS)に、工事実績情報の登録を、その内容について監督職員の確認を（JACICの様式「登録のための確認 4） 資機材置場所　　　置場制限　　※ 有 （置場所： ※ 敷地内　　　・（　　　　　　　））　 　・ 無

　のお願い」に従って）受けた上、行う。（受注時、変更時、竣工時）また、登録後にJACICが発行する「登録内容確 一 5） その他 　（　　　　　　）

　認書」を、監督職員へ提出する。 * 週休２日制工事 * 週休２日制工事対象工事 ⦿ 発注者指定 ・ 受注者希望 ・ その他　（　　　　）

 1.1.7 関連工事等の調整 詳細については「刈谷市週休２日制工事実施要領（建築工事）を参照すること

 1.3.9 発生材の処理等 * PCB含有物以外で引渡を要するもの　　（　　　　　　　　　　） 【改修1.9.1】

* 特別管理産業廃棄物の種類及び処理方法 ・（　　　　　　　　　）　　　・図示による
設備スリーブ箱入 ※ ※ ※ 水槽・その他マンホール ※ * 現場において再利用を図るもの （　　　　　　　　）
同上用構造体補強 ※ 厨房機器接続 ※ ※ 般 * 工事に伴い発生する指定副産物のうち、次のものは再資源化施設へ搬出する。
　〃　　　　防水処理 ※ 化粧棚及び鏡 ※ コンクリート塊　　　※ アスファルトコンクリート塊　　　※ 建設発生木材　　　・（　　　　　　　）
天井・壁埋込器具切込補強 ※ 天井下地共 実験台設備接続 * 引き渡しを要するものは、監督職員の指定する場所に整理し、発生物件調書を作成し、施設管理者へ引き渡す。

一 設備機器基礎・防水処理 ※ 防水処理又は配管 ワイランド用受台 ※ * 引き渡しを要しないものはすべて場外に搬出し、下記建設副産物の項及び関係法令等に従い適正に処理する。
設備機器用アンカーボルト ※ ※ ※ 機器類に伴うもの 防煙シャッター、同用煙感知器、 * 本工事で発生する産業廃棄物のうち愛知県内の最終処分場に搬入する産業廃棄物については、愛知県産業
(外部)空気取入･換気ガラリ ※ 防火戸自閉装置及び ※ 　　廃棄物税が課税されるので適正に取り扱うこと。
(内部)空気取入･換気ガラリ ※ 各間の配線 共 * PCBを使用している機器材料は、適切な容器に収めた上で引渡しを要する。撤去した機器のﾒｰｶｰ名・型番・製造
換気扇取付枠 ※ 同上盤までの電源送り ※ 　年月日を記載したリストを作成して発注者へ提出する。
建物内外配線配管ピット蓋 ※ 排煙口開放装置 * 次の物品はPCBの混入が疑われるため、専門の分析機関に依頼し、その有無を確認する。

般 建物内排水溝 ※ 排煙口手動開放装置 ※ 昭和47年以前の建築物：ポリサルファイド（チオコール）系コーキング
たて樋接続用横引管 ※ 消火栓組込発信器類及び取付 ※ 平成元年以前の製造機器：蛍光灯安定器、コンデンサ、リアクトル、コンデンサ用放電コイル、
発電機用 冷却用給水排水 ※ 減圧水槽以降 不燃性ｶﾞｽ消火設備への電源送り ※  変圧器（絶縁油中の濃度0.5mg/kg以下のものは対象外）

〃 燃料用油配管 ※ 燃料小出槽以降 同上制御盤及び制御配線 ※ 通 　上記以外においても、PCB混入の恐れがある場合は、監督職員と協議の上、確認すること。
〃 通気管 ※ 電動黒板・電動バリマスク ※ *石綿含有建材は、大気汚染防止法に基づき、適正に対応すること
〃 オイルタンク ※ への電源送り 【改修1.9.1】 *発生材の保管、集積場所が必要な場合 ・（　　　　　　　　　）　　　　・図示による

共 動力制御盤及び配線 ※ 受水槽・高架水槽基礎 ※ * 建設副産物 １．発生材については、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」、「資源の有効な利用の促進に関する法律」及び
自動制御盤及び配線 ※ 　〃　　・　　〃　　　架台 ※ 　　「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」（以下「建設リサイクル法」という。）その他関係法令の規定
自動制御盤への電源送り ※ 天井・壁改め口 ※ 　　を遵守し「愛知県建設副産物リサイクルガイドライン実施要綱」（以下「リサイクルガイドライン」という。）
ファンコイルへの電源送り ※ 床・改め口 ※ 事 　　に基づき、適正に処理する。 愛知県建設副産物

液面電極体リレー及び配線 ※ 汚水桝 ※ 汚水処理槽流入側 ２．事前に建設副産物情報交換システム（以下「COBRIS」と言う。）に登録及び必要事項を入力し、COBRISより ﾘｻｲｸﾙｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ実

床排水金物 ※ 槽入口汚水桝を除く 　　出力される、「リサイクルガイドライン」に定める計画書（①、②）を監督職員に提出する。 施要綱、同関係様

通 流し台排水金物 ※ 雑排水桝 ※ 　　① 再生資源利用計画書（実施書）（様式1） 式は次の愛知県

　　〃　　　設備接続 ※ 雨水桝 ※ 　　② 再生資源利用促進計画書（実施書）（様式2） 建設企画課HPから

 1.1.8 疑義に対する協議等 * 設計図書について監督職員と協議を行った結果、設計図書の訂正又は変更を行う場合の措置は、契約書の規定に 【改修1.1.8】 ３．工事完了時に「リサイクルガイドライン」に定める実施書（①、②）の内容をCOBRISに登録及び工事登録証明 入手することが

よるほか「工事設計変更事務取扱要領」（平成24年4月1日適用）に定めるところによる。 項 　　書を作成し、監督職員に提出する。 できます。

　（http://www.city.kariya.lg.jp/sangyo/nyusatsujoho/kyotsu/yoryoyoshiki.html） ４．建設リサイクル法第9条第1項の対象建設工事に該当する工事は、再資源化等が完了したとき、同法第18条第 https://www.pref.

 1.1.9 工事の一時中止 ※工事の一時中止の場合の措置は、以下に定めるところによる。 　　１項に基づく報告として、監督職員に「再資源化等報告書」を提出すること。 aichi.jp/soshiki

事 に係る事項 1）契約約款第19条の規定により工事の一時中止の通知を受けた場合は、「工事一時中止に伴う工事現場の ５．産業廃棄物管理表（以下「マニフェスト」という。）集計表を作成し、監督職員に提出する。マニフェスト集計表は /kensetsu-kikaku

   維持管理等に関する基本計画書」（以下「基本計画書」という。）を提出し、発注者の承諾を得るものとする。 　　任意様式とし、交付した全てのマニフェストについて、交付年月日、交付番号、車両ナンバー、廃棄物の内訳 /recycle-

   なお、基本計画書には、中止時点における工事の出来高、職員の体制、労働者数、搬入材料及び建設機械 　　(ｔ又はｍ3)、マニフェストの照合･確認日（電子マニフェストの場合は、引渡し年月日、マニフェスト番号（連絡番 guideline.html

   器具等の確認に関すること及び工事現場の維持・管理に関する基本的事項を明らかにする。 　　号）、車両ナンバー、廃棄物の内訳、運搬・処分・最終処分の終了日）が記載され、受注者の記名があるもの

2）工事を一時中止する場合は、工事の続行に備え、工事現場を保全すること。 　　とする。また、紙マニフェストの場合は伝票を整理して保管し、必要に応じて検査員等に提示する。 COBRIS

2節 工事関係図書 *撤去更新時の * 「フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関する法律」に基づいて行うこと。 https://www.

 1.2.1 実施工程表 * 概成工期  ・ 有（　　　年　　　月　　　日）　　　　　　※ 無 　　　ﾌﾛﾝ等の取扱 recycle.jacic.

 1.2.4 工事の記録等 １．本工事は電子納品の対象工事とすることができる。 【改修1.2.4】 * 分別収集 * 「リサイクルガイドライン」　別表３に従い、分別収集を行う。 or.jp

項 ２．対象となる成果品の作成については、「刈谷市電子納品運用ガイドライン(案)」及び「刈谷市デジタル写真管理情報基準（案）」 4節 機器及び材料

　　情報基準（案）」に基づくものとする。（http://www.city.kariya.lg.jp/sangyo/nyusatsujoho/kokyokoji/kensakankei/denshinohin/index.htmlを参照。）  1.4.1 環境への配慮 *「刈谷市グリーン購入基本方針」別表（１８） に掲げられた一般資材、建設機械等の選定に当たっては、事業ごとの
　　ただし、電子納品チェックリストについては、他の書類に同様の内容を記載した場合、省略できるものとする。 　特性、必要とされる強度や耐久性、機能の確保、コスト等に留意しつつ、品目ごとの判断の基準を満足するものを

３．成果品の提出部数については、電子媒体（ＣＤ－ＲまたはＤＶＤ－Ｒ）２部とする。 　使用するものとする。

４．受注者は、電子納品に必要なハード及びソフト環境の整備を行うものとする。また、検査時（中間検査、完了検  1.4.2 機材の品質等 １．使用する機器及び材料は、全て石綿を含まないものとする。

　　査）に写真情報等の閲覧機器を準備するものとする。 ２．本工事に使用する資材等は、品質が規格値を満足しかつ価格が適正である場合には、県内産の優先使用に努

５．仕様書に基づき監督職員に報告等を行う書面で電子データによるものについては、以下を基本とするが、監督 　 めるものとする。

　　員の指示がある場合はその指示による。 ３．本工事において使用する材料のホルムアルデヒド放散量等の適用に関する区分は、「F☆☆☆☆」、「接着剤

　　（１）電子媒体（ＣＤ－ＲまたはＤＶＤ－Ｒ）で完了検査時に１部提出する。 　　等不使用」、「ホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用」、「非ホルムアルデヒド系接着剤使用」、「非ホルム

　　（２）「あいち電子納品運用ガイドライン」に準拠することとし、格納フォルダは「愛知県建築局発注工事における 　　アルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用」又は「非ホルムアルデヒド系接着剤及び

　　　　　情報共有システム運用の手引き（案）」における表６を参考とする。 　　ホルムアルデヒドを放散しない材料使用」のいずれかとする。

６．その他、電子納品に関する詳細な取扱いについては、発注者、受注者協議の上、決定する。

* 情報共有システム * 情報共有システムの試行

・ 発注者指定方式　　本工事は、情報共有システムを利用し、工事施行にかかる手続き、文章の情報交換、

　 　　　　　　　　　　　　　電子納品等を電子ネットワーク上で行うこと。 名称

※ 受注者希望方式　　本工事は、受注者が希望する場合、監督員と協議のうえ、受注者の費用負担により、 衣浦東部広域連合非常用発電機等改修工事(週休２日)

　 　　　　　　　　　　　　　情報共有システムを利用し、工事施行にかかる手続き、文章の情報交換、電子納品

　 　　　　　　　　　　　　　等を電子ネットワーク上で行うことができる。 図面Ｎｏ. 縮尺 年・月

・ その他　（　　　　　　　） 電気設備　特記仕様書　１/６ E-01 NS R8.02
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章 章

* 再生資源の利用の * 使用する資材は、リサイクル資材の率先利用を図るため、「愛知県あいくる材率先利用方針」を遵守し、あいくる あいくる材認定資 　（公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律第15条）

指定 　材として認定されている資材の利用に努める。 材一覧、愛知県あ * 施工体系図 * 下請契約を締結する場合においては、下請金額に関わらず施工体系図を作成し、工事現場の工事関係者及び

1）愛知県あいくる材率先利用方針第3のAAｸﾞﾙｰﾌﾟ及びAｸﾞﾙｰﾌﾟの認定資材を優先的に使用する。 いくる材率先利用 　公衆が見やすい場所（仮囲いなど）に掲示する。

2）指定材一覧 方針、その他提出 * 各種調査への協力 * 本工事が、公共事業労務費調査、共通費実態調査等の対象工事になった場合は必要な協力をすること。
書類の様式等は次 * 工事コスト調査の * 本工事が低入札価格調査制度の調査対象工事となった場合は、工事完了時に愛知県が行う工事コスト調査に

・ 指定しない ・ の愛知県建設企画 　協力 　協力しなければならない。なお、コスト調査における作業内容等については別途、監督職員の指示によること。

・ 指定しない ・ 課HPから入手する 　また、本工事の一部を下請けする場合は、下請負者についても工事コスト調査等の協力を得ること。

　あいくる材の指定があるものについて、上記一覧以外のものを使用する場合は、監督職員の承諾を要する。 ことができます。 * 本工事における木材利用状況に関する調査に協力すること。

3）指定材以外の使用に努める品目は、次のとおりとする。 https://www.pref. * 騒音・振動対策 * ｢建設工事に伴う騒音振動対策技術指針（建設大臣官房技術審議官通達）」及び関連法規の規定を厳守し施工する。

　・ 再生加熱アスファルト混合物　　・ 再生路盤材　　・ ＰＣ製品　　・ 舗装用ブロック　　※（　　　　　　　）　 aichi.jp/site/ 　また、騒音規制法、振動規制法の規制の対象となる作業（特定建設作業）及び下記に指定した建設機械については、

* 再生資源の利用の * 工事完了時にあいくる材の使用実績をリサイクルガイドライン様式８「あいくる材使用状況報告書」及び様式9 aicle/ 　「低騒音型、低振動型建設機械の指定に関する規程」（建設大臣告示）により指定された建設機械を使用する。

報告 　「あいくる材使用実績集約表」を電子データで監督職員に提出する。 作業名： 建設機械名：

【改修1.4.3】　再使用機材 * 取外し後再使用する機材 ※ 図示による ・（　　　　　　　　） * 排出ガス対策型 * 排出ガス対策型建設機械の適用　 ※ 有り ・ なし

取外し後特別な清掃を行う機材及びその方法 ※ 図示による ・（　　　　　　　　） 第 　建設機械 （対象機種：バックホウ、車輪式トラクターショベル、ブルドーザー、発動発電機、空気圧縮機、油圧ユニット、

5節 施　　工  ローラー類、ホイルクレーン（いずれもディーゼルエンジン出力7.5～260KW））

第  1.5.3 施工の検査等 * 見本施工 ※ 行わない　　・ 行う（　　　　　　　　） 【改修1.6.4】 （対象規制値：排出ガス対策型建設機械指定要領（国土交通省総合政策局）の別表１（１次基準値））

 1.5.7 化学物質の濃度測定 * 化学物質の濃度 ・ 測定する ※ 測定しない 【改修1.6.8】 * 貨物自動車等の車種 * 工事場所が「自動車ＮＯｘ・ＰＭ法」の規制対象地域内においては、「貨物自動車等の車種規制非適合車の使用

* 測定時期　（　　　　　　　） １ 　規制非適合車の使用 　抑制等に関する要綱」（愛知県：https://www.pref.aichi.jp/soshiki/ondanka/0000034411.html）に基づき、

対象物質 ※ ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレン 　抑制等に関する要綱 　対象地域外からの流入車も含め、車種規制非適合車の使用抑制に努めるものとする。

・パラジクロロベンゼン     　・（　　　　　　　） * 特定特殊自動車の * 受注者は、軽油を燃料とする特定特殊自動車の使用にあたって、燃料を購入して使用するときは、当該特定特殊自

測定方法 ※ パッシブ型採取法 ・ 文部科学省「学校環境衛生の基準」による ・（　　　　　　　） 　燃料 　動車の製作等に関する事業者または団体が推奨する軽油（ガソリンスタンド等で販売されている軽油をいう）を選択

１ 測定する室/測定箇所数 ( 　　     /　　       )   (   　　    /    　　   )   (   　　    /    　　   ) 編 　しなければならない。また、監督職員から特定特殊自動車に使用した燃料の購入伝票を求められた場合、提示しな

6節 工事検査及び技術検査 　ければならない。

 1.6.2 技術検査 * 中間技術検査 ⦿ 行わない ・ 行う （実施回数：　　　　　　、実施時期： 　　　　　　　　　　） 【改修1.10.2】 　なお、軽油を燃料とする特定特殊自動車の使用にあたっては、下請負者等に関係法令等を遵守させるものとする。

7節 完成図等 * 薬液注入工法 * 薬液注入工法により地盤の改良を行う場合は、「薬液注入工法による建設工事の施工に関する暫定指針」（建設

 1.7.1 完成時の提出図書 * 工事完了前に次の図書を作成し監督職員に提出する。 【改修1.11.1】 　省事務次官通達）による。

１） 完成原図(施工図を除く)　 １部　（1.7.2により作成する場合のみ） 【改修1.11.3】 * 石綿含有仕上塗材の * 既存の壁等に対して作業（仕上塗材の除去・補修、コア抜きやアンカーボルト打設作業など仕上塗材の破断を伴う

編 ２） 完成図（施工図を除く）及び契約図のＡ3版２つ折り製本(合本作成)　３部 一 除去・補修、 　全ての作業）をする場合は、既存壁等の石綿含有仕上塗材使用の有無を確認し、石綿が含有されている場合は、除

３） 契約図の２つ折製本 １部 ４） 完成図（施工図を除く）の２つ折り製本　 ２部 既存壁等への作業 　去工法、作業方法等について関係法令所管部局及び監督職員と協議の上、適切な石綿飛散防止措置を講じること。

５） 施工図の２つ折り製本 １部 ６） 保全に関する資料 １部 ７） その他必要書類 １部 * 建設業退職金共済 * 本工事に関わる自社及び下請負会社の中にこの制度を使用する者がある場合は、同制度に加入し、掛金収納

８） 契約図、完成図（施工図除く）のPDFﾌｧｲﾙ（公共建築課PDFﾌｧｲﾙ作成ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝによる）   CD-RまたはDVD-R　2部 　制度 　書を提出しなければならない。制度を使用しない又は証紙を購入しない場合は、理由書等を提出する。

1.7.2 完成図 * 完成図の種類及び記載内容 ※ 表1.7.1による（改修は表1.11.1） ・（　　　　　　　） 【改修1.11.2】 工事完成後、速やかに掛金充当実績総括表を作成し、検査員に掲示しなければならない。

* 原図の作成　　　　 ・ 作成する　　　　　　・ 作成しない 般 * 契約後ＶＥ * 本工事は、提案を受け付ける契約方式（契約後VE）の対象外工事とする。

* 原図作成方法 ※CAD作成し紙出力 サイズ ※ 設計原図と同じ ・（　　　　　　　） 　　　（ ※ 対象工事（契約金額が250万円未満の場合を除く。）　　　・ 対象外工事 ）とする。

原図用紙の種類 ※PPC用ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙｻﾝﾄﾞ和紙 同等品 ・ ﾄﾚｰｼﾝｸﾞﾍﾟｰﾊﾟｰ * 契約後VEを行う場合には、「愛知県建設局契約後ＶＥ実施要領」の規定により行うものとする。

提出部数 ※ 原図：1部、複写図：2部　　　・（　　　　　　　）   「愛知県建設局契約後ＶＥ実施要領」は、建設企画課HP（下記URL参照）に掲載している。

一 ＣＡＤデータ　 ※ 提出する（ ※ 刈谷市電子納品運用ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝに基づく　　※ 監督職員との協議による） ・ 提出しない  https://www.pref.aichi.jp/soshiki/kensetsu-kikaku/keiyakugove.html

CAD図面の作成にあたっては国土交通省「建築CAD図面作成要領（案）」に基づいて作成する。 共 * ＶＥ提案の範囲

* 複写図作成方法　　・ 1.7.1完成時の提出図書2）に代える　　　・ （　　　　　　　　　） ※ 請負者がＶＥ提案を行う範囲は、設計図書に定められている内容に関する変更により請負代金額の低減を伴うもの

【改修】7節　養　　生 とする。［工事全体をＶＥ提案の対象とする場合］

【1.7.1】 養生範囲 * 養生範囲 ※ 図示による ・ （　　　　　　　　） ・1.7.1による箇所 ・ 請負者がＶＥ提案を行う範囲は、設計図書に定められている内容のうち、工事材料及び施工方法等に関する変更に

【1.7.2】 養生方法及び清掃 * 養生方法 ※ﾋﾞﾆﾙｼｰﾄ､合板等により適切に行う ・図示による ・（　　　　　　　） より請負代金額の低減を伴うものとし、原則として工事目的物の変更を伴わないものとする。［工事目的物をＶＥ

般 * 既存設備等の養生方法 ※ﾋﾞﾆﾙｼｰﾄ､合板等により適切に行う ・図示による ・（　　　　　　　） 通 提案の対象としない場合］

* 固定された備品､机、ﾛｯｶｰ等の移動 ・図示による ・移動しない ・（　　　　　　　） ・（　　　　　　　　　　）［その他ＶＥ提案を求める範囲によって適宜記載する］

* 機材搬入及び撤去機材搬出通路の養生 ※ﾋﾞﾆﾙｼｰﾄ､合板等による ・図示による ・（　　　　　　　） * ＶＥ提案の実施にあたり、関係機関協議等第三者との調整等を要する提案については、あらかじめ、請負者が主体と

【改修】8節　撤　　去 なり当該第三者との事前調整等を行い、実施の見込みがある提案であること。

【1.8.1】 一般事項 * 撤去前に内容物の回収を要する機器、配管等の処置 ※ 図示による ・（　　　　　　　） 2章 共通工事

【1.8.2】 撤去作業の安全対策 * 石綿の撤去 ※ 図示による ・（　　　　　　　） 1節 仮設工事 * 足場を設ける場合は、「「手すり先行工法に関するガイドライン」について」（令和5年12月26日厚生労働省労働基

共 【1.8.6】 撤去後の補修及び復旧 * 機器等撤去跡の補修等 ※ 図示による ・（　　　　　　　） 事  2.1.1 一般事項 準局長　基発1226第2号）に規定する「手すり先行工法等に関するガイドライン」により、「働きやすい安心感の

* 撤去後の開口部[床､壁､天井等]の補修方法、仕上げの仕様 【改修2.2.2】　足場その他 ある足場に関する基準」に適合する手すり、中さん及び幅木の機能を有する足場とし、足場の組立て、解体又は

※ 図示による ⦿ 監督職員と協議 ・（　　　　　　　） 変更の作業は、「手すり先行工法による足場の組立て等の作業に関する基準」の２の（１）手すり据置方式又は２の（２）

その他 手すり先行専用足場方式により行う。

* 仮　　設 * 仮設の方法は施設及び監督職員と協議する。 * 屋根面からの墜落事故防止対策として、必要に応じて、JIS A8971（屋根工事用足場及び施工方法）に基づき、建

* 光熱水費 * 建物引き渡しまでの電気、水道、ガス等の料金（基本料金、電気主任技術者委託料を含む）は、協議の上、各工 項 方作業台、渡り廊下、墜落防護さく等の足場及び装備機材を設置する。

通 事受注者が負担する。 * 内部足場 ・ 表2.2.1 A種からD種のいずれか ・ 単管足場 ・ 枠組足場またはくさび緊結式足場 ・（　　　　　）

* 現場代理人等 * 現場代理人においては、受注者との直接的な雇用関係、主任技術者（監理技術者）、専門技術者においては、 * 外部足場 ・ 別契約の関係受注者の設置する足場 ・ 枠組足場またはくさび緊結式足場

受注者との直接的かつ恒常的な雇用関係があること。 ・ 単管本足場 ・ 仮設ｺﾞﾝﾄﾞﾗ ・ 移動式足場 ・ 高所作業車 ・（　　　　　　　）

* 刈谷市工事請負契約条項第11条に規定する現場代理人、主任技術者（監理技術者）の通知は、所定の様式（現場代理人等 設置するシート等 ・ 防護シート（JISA8952） ・ 防護ネット(JISA8960) ・ 防音シート ・（　　　　　　　）

通知書）により、監督員を通じて発注者に提出しなければならない。また建設業法に基づく監理技術者補佐、 * 高さが５ｍ以上の箇所での作業を行う場合、労働安全衛生規則の各規定により使用する要求性能墜落制止用器具は

専門技術者を定めたときも同様とする。 フルハーネス型とし、「墜落制止用器具の規格」（平成３１年１月２５日厚生労働省告示第１１号）によるものとする。

事 * 受注者は、主任技術者について建設業法施行令第27条第2項の規定に基づき他の工事と兼務させる場合や * 監督職員事務所 * ・ 設ける（ 　㎡程度） ・ 既存建物内の一部 ※ 設けない ・構外に設置 【改修 2.2.7】

監理技術者について同施行令第28条及び第29条の規定に基づき監理技術者補佐を専任で配置することに 監督職員の指示を受け、必要に応じて次の備品を置く。

より他の工事と兼務させる場合にあっては、所定の様式により兼務届を作成の上、新たに契約した工事につ * 監督職員事務所 * 標準備品 机、いす、書棚、行事予定表、ゴム長靴、雨合羽、保護帽、懐中電灯、寒暖計、墜落制止用器具、衣類ロッカー、

いては工事請負契約締結後５日以内に、現に施工中の工事については原則兼務期間の始期より前に、監督 の備品 受注者加入の電話子機、冷暖房機器、消火器、湯沸器、掃除具 1,200以上

職員を通じて発注者に提出すること。 * 選択備品 ・ パソコン ・ プリンター ・ ＦＡＸ ・ 複写機

* 監理技術者の兼任要件等については、「建設業第26条第3項ただし書の規定の適用を受ける監理技術者の * 受注者事務所、 * 受注者事務所（設ける場合） ※ 構内（従業員宿舎除く） ・ 構外

項 配置要件について」のとおりとする。 材料置場その他 材料置場 ※ 構内 ・ 構外 工事名 ○○センター改修(電気)工事 1
,0

0
0
以

上

（https://www.pref.aichi.jp/soshiki/kensetsu-kikaku/haichigijyutsusyanosennin.htmlを参照） 仮設物の設置場所 その他仮設物 ※ 構内（従業員宿舎除く） ・ 構外

* 火災保険等加入 * 電気工事の保険の種類は、火災保険又は組み立て保険とする。（建築工事事務の手引 参考2「愛知県建築工事 * 建設工事名称板及び * 建設工事名称板 ・ 設ける ※ 設けない ・ 他工事と共同設置 工　　期 ○○年○○月○○日まで

方法等 に係る火災保険等の加入方法」による）期間は、工事資材の現場搬入の日から工事目的物の引渡しの日までと 建設現場標識の設置 * 建設現場標識 ※ 設ける（他工事と共同設置を可とする） ・ 設けない 発 注 者 刈谷市企画財政部施設保全課

する。（特に定めのない限り、契約上の工事完成期日経過後１４日間とする。）保険金受取人（被保険者）は、 【改修2.2.3】　仮設間仕切り * 仮設間仕切り種別 ・ Ａ種 ・ Ｂ種 ※ Ｃ種 【改修 表2.2.3】 工事監理者 ○○建築設計事務所

受注者とする。 A種､B種の塗装仕上げ ・ 有 ※ 無 工事施工者 ○○電気設備株式会社

* 法定外の労災保険 * 本工事において、受注者は法定外の労災保険に付さなければならない。 * 仮設扉 設置箇所 ※ 図示による ・（　　　　　　　） 建 設 現 場 標 識 （例）

* 事故報告 * 工事施工中に事故が発生した場合には、直ちに監督職員に通報するとともに、事故発生報告書を監督職員に速 種別 ※合板張り木製扉程度 ・（　　　　　　　）

　やかに提出すること。 【改修2.2.4】　工事用電力等 * 既存設備の使用 ・可能 ・不可（発電機等を使用） ・（　　　　　　　）

* 工事中の安全管理 * 南海トラフ沿いの大規模な地震発生の可能性が平常時と比べて相対的に高まった旨の「南海トラフ地震臨時情報」 2節 土工事

が発表された場合、受注者は、継続的に地震関連情報の収集に努め、工事中の建築物及び仮設物等に対し、  2.2.1 一般事項 * 埋戻し土及び盛土 ※ 根切り土の中の良質土 ・（　　　　　　　） ・ 図示による 【改修 2.3.1】

必要な安全対策措置が実施されているかの確認、及び作業員や必要に応じ第三者に対する安全の再確認を行う * 建設発生土の処理 * 処分にあたっては「リサイクルガイドライン」に基づき、適正に処理する。 * 建設発生土の有無 ・有 ・無

など、有事に際しての備えを行うこと。 * 建設発生土の処理 ・ 構外搬出（関係法令に従い適切に処理） 　（搬出先名称（所在地）：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　））

* 工事の下請負 * 受注者は、下請負に付する場合には、次の各号に掲げる要件をすべて満たさなければならない。 　（片道運搬距離(km）：　　　　　　　　　　）（片道運搬時間(時間)：　　　　　　　　　　）

１）受注者が、工事の施工につき総合的に企画、指導及び調整するものであること。 　（搬出先条件（土質試験、その他建設発生土の発生抑制や適正処分に必要な情報）

２）下請負者は、当該下請負工事の施工能力を有すること。 ・ 場内敷き均し

３）下請負者は、建設業法に基づく営業停止の期間中でないこと。 建設発生土を構外へ搬出する場合は、搬出先等の承諾を得たうえで、搬出先及び処分状況(高さ、勾配等)

４）下請負者が刈谷市の競争入札参加資格者である場合には、刈谷市入札参加資格停止要領に基づく がわかる写真並びに運搬を証明する書類等を監督職員に提出する。

　　指名停止期間中でないこと。 名称

５）下請負者は、「刈谷市が行う調達契約からの暴力団排除に関する事務取扱要領」に掲げる排除措置の措置 衣浦東部広域連合非常用発電機等改修工事(週休２日)

　　要件に該当しない者であること。

* 施工体制 * 施工体制については「施工体制の適正化に向けての現場点検の手引き（案）」によること。 図面Ｎｏ. 縮尺 年・月

* 施工体制台帳 * 建設業法第24条の８第１項の規定により作成した施工体制台帳（同項の規定により記載すべきものとされた事 電気設備　特記仕様書　２/６ E-02 NS R8.02

　項に変更が生じたことに伴い新たに作成されたものを含む。）の写しを監督職員に提出すること。
No.2a No.2b

施　工　場　所 品　　　　目 規　　　　格 再生原料等の指定

衣 浦 東 部 広 域 連 合

2024年10月1日改定

項　　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 備　　考 項　　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 備　　考



章 章

4節 ｺﾝｸﾘｰﾄ工事 制御回路の確認 ・照明器具 ・ｽｲｯﾁ ・ｺﾝｾﾝﾄ

 2.4.1 一般事項 * ｺﾝｸﾘｰﾄ 設計基準強度　 ⦿18N/mm2 ・（　　　　　　　） ・ 図示による 【改修 2.5.1】 * 照明改修を行う場合の対象室の改修前後の照度､回路電流値の測定箇所、回数　　※図示による　　・（　　　　　）

7節 塗装工事  2.1.1 電線の接続 * 屋外の高圧架橋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ絶縁ｹｰﾌﾞﾙ相互の接続又は端末処理を行う場合の被覆の伸縮対策 【改修2.1.2】

 2.7.1 一般事項 * 金属管の塗装箇所：屋内見えがかり部分（機械室、EPS等は除く）の屋内露出配管及び屋外露出配管は 【改修 2.8.1】 ・図示による ・行う　　　　　・行わない

原則として塗装する。  2.1.13 耐震施工 * 機器の水平震度及び鉛直震度 ・図示による ・（　　　　　　　　） 【改修2.1.14】

* 色合等  ･（　　　　　）　 ⦿ 図示による * 横引き管等 耐震安全性の分類[表2.1.2] ・一般の施設 ※ 特定の施設

* 塗料の種別、塗り回数 ※ 表2.7.1による（改修は表2.8.1）　 ･（　　　　　）　 ・ 図示による * 垂直配管等 耐震安全性の分類[表2.1.3] ・一般の施設 ※ 特定の施設

9節 スリーブ工事 第 * 建物のｴｷｽﾊﾟﾝｼﾞｮｲﾝﾄ部の配線 ⦿標準図第2編の措置を行う ・（　　　　　　　　）　　　・ 図示による

 2.9.1 一般事項 * スリーブの材料及び仕様 ・図示による ※ 表2.9.1[改修は表2.10.1]による ・（　　　　　　　） 【改修2.10.1】 ２

10節 インサート 編 【2.1.15】　配管・配線等の改修 * 配線引抜き後の空配管 ⦿ 導入線を入れる

 2.10.1 一般事項 * インサートの許容引抜荷重 ※ 表2.10.1による ・（　　　　　　　）　　 ・ 図示による 9節 バスダクト配線

【改修2.12.1】　一般事項 * インサート及びアンカーの許容引抜荷重 ※ 表2.12.1による ・（　　　　　　　）　　 ・ 図示による  2.9.2 バスダクトの敷設 * 直線部の距離が長い箇所のｴｷｽﾊﾟﾝｼｮﾝﾊﾞｽﾀﾞｸﾄの設置 ・設ける　　　・設けない　　　・ 図示による 【改修2.10.2】

第 【改修2.12.3】　あと施工ｱﾝｶｰ * 穿孔 埋め込み配管等の探査の範囲及び方法 （　　　　　　　　） ・図示による 電 【2.11.4】　ケーブル配線 * 屋外のEMｰ高圧架橋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｹｰﾌﾞﾙ相互の接続又は端末処理を行う場合の被覆の伸縮対策 ・（　　　　　　　）

* 性能確認試験 ・ 行う ・ 行わない 力 13節 接地

* 施工後確認試験 ・ 行う ・ 行わない 設  2.13.9 接地線 * C種接地工事又はD種接地工事の接地線の太さ［配線用遮断器等の定格電流が100A以下の場合］ 【改修2.14.9】

【改修】11節　はつり工事 備 ・8mm2以上 ・（　　　　　　）　　　・ 図示による

１ 【2.11.2】 非破壊検査 * 放射線透過検査 ⦿ 行う ・ 行わない 工  2.13.12 その他 * 大地抵抗率測定用補助接地極の埋設　　　　　　・行う　　　　　・行わない　　　　・図示による

【2.11.3】 穴開け及び補修 * 貫通場所及び口径 （　　　　　　　　） ⦿図示による 事 15節 動力設備

【2.11.4】 溝はつり及び補修 * はつり深さ （　　　　　　　　） ・図示による  2.15.1 配線 * 支持架台の設置 ・設ける　　　・設けない　　　・ 図示による 【改修2.16.1】

【2.11.5】 開口部補修等 * 補修が必要な箇所 ※図示による 防水箇所の貫通処理方法 （　　　　　　　　）　　・ 図示による 17節 雷保護設備

編 * 意匠を考慮する場合の仕上げ方法 ※図示による  2.17.3 引下げ導線 * 溶接による接続 ・行う　　　　・行わない　　　・ 図示による 【改修2.18.3】

【改修】13節　基礎工事  2.17.4 接地極 * 大地抵抗率測定用補助接地極の埋設　　　　　　・行う　　　　　・行わない　　　　・図示による

【2.13.1】 一般事項 * 機器用基礎 ⦿ 新設 ・ 既設再使用 ・ 図示による

* 基礎の補修 （　　　　　　　　） ・図示による 18節 施工の立会い及び試験

* 既設基礎の解体 周辺機器等の養生（　　　　　　　　） 防水層等の補修（　　　　　　　）　 ・ 図示による  2.18.2 施工の試験 * 接地抵抗測定（構造体接地極、環状接地極、網状接地極、基礎接地極の場合） 【改修2.19.2】

既設基礎撤去後の補修及び床面仕上げ （　　　　　　　　）　　　⦿ 図示による 測定時期　（　　　　　　　） 回数　（　　　　　） ・図示による

【改修】14節　仮設備工事 * 一般照明の照度測定 ※ 行う ・ 行わない ・図示による

【2.14.1】 一般事項 * 仮設備を要する期間 （ 60日間 ） * 総合動作試験【改修工事の場合】 ⦿ 行う ・ 行わない

【2.14.3】 仮電源等 * 受変電設備又は発電装置を電源として仮設備する場合 ・（　　　　　　　） ⦿図示による

材　　料 * 電線、ケーブル 特記なき電線、ケーブルは原則として環境対策品とすること。 1章 機　　材 * 機材 ※ ６ｋV端末処理材はプレハブとする。 ・ （　　　　　　　　　）

* 配線器具 配線器具に使用するプレート類は原則として金属製とする。ただし､防水型等の場合はこの限りでない。 1節 ｷｭｰﾋﾞｸﾙ式配電盤

施　　工 * 照明器具取付方法 蛍光灯照明器具ＦＬ40Ｗ１灯相当（同等重量器具を含む）以上は躯体にインサートを  1.1.3 キャビネット * キャビネット（屋内） ※ 鋼板製 ・ ステンレス製 ・図示による

使用の上、堅固に取り付ける。 * キャビネット（屋外） ※ 鋼板製 ・ ステンレス製 ・図示による

* 予備配管 分電盤から立上り予備配管として、予備の配線用遮断器4個以下の場合は(22)相当を１本、  1.1.5 盤内器具類 * 積算計器 計量法による検定付 ・ 適用する ※ 適用しない

第 5個以上の場合(22)相当を2本以上、二重天井内まで立ち上げる。  1.1.6 高圧機器 * 交流遮断器の操作方式 ※図示による ・ 手動ばね操作方式 ・ 電気操作方式

* 位置ボックス 1．照明器具で送り配線となるもの及び配線が末端となるものは、位置ボックスを省略してもよい。 * 高圧進相コンデンサの絶縁方式 ※図示による ・ 油入 ・ 乾式

2．簡易間仕切に設ける配線器具の位置ボックスは省略してもよい。なお配線器具はそれぞれに * 直列リアクトル 絶縁方式 ※図示による ・ 油入 ・ モールド

 適合した形式のものとする。 最大許容電流が高調波条件により許容する値を超える場合 ・ （　　　　　　　　　） ・図示による

3．原則として、外壁部分への取付は避ける。 第 * 電圧負荷開閉器の操作方式 ・ 電動式

２ * 中継ボックス  配管の１区間が30mを超える場合には途中にプルボックス又はジョイントボックスを設ける。 引込柱 ※図示による ・ 避雷器内蔵 ・ 避雷器非内蔵

* 地中管路  埋設標は地中管路の曲折箇所、道路横断箇所及び直線部分に設ける。直線部分の場合は ３ 2節 高圧スイッチギヤ

 30mごとに設ける。ただし、30mに満たないときは、その間に１個とする。  1.2.1 一般事項 * 高圧スイッチギヤ ・ JIS　C　62271-200 ・ JEM　1425 ・ 図示による

* 埋設標識シート  高圧配線、低圧幹線、通信用幹線の地中配管に標識シートを設ける。 編  1.2.2 構造一般 * 運転連続性喪失区分及び仕切板等級 ・ LSC1 ・ LSC1-PI ・ LSC2B-PI ・ 図示による

編 * スイッチギヤの形 ・ CX形 ・ CW形 ・ PW形 ・ 図示による

1章 機　　材  1.2.4 導電部 * JIS C 62271-200による高圧スイッチギアの導電部 定格電流（　　　　　　　　） ・ 図示による

4節 照明器具 定格短時間耐電流（　　　　　　　　） ・ 図示による

 1.4.2 構造一般 * 照明用ポール 配線用遮断機（引外し装置なし） ・ 設置する ・ 設置しない ・図示による * JEM 1425による高圧スイッチギアの導電部 定格電流（　　　　　　　　） ・ 図示による

カットアウトスイッチ（素通しヒューズ） ・ 設置する ・ 設置しない ・図示による 定格短時間耐電流（　　　　　　　　） ・ 図示による

 1.4.4 光　源 * 光源色 ※相関色温度　4,600～5，500k（昼白色） ・（　　　　　　　　　） ・図示による 受 3節 22/33ｋV特別高圧ｽｲｯﾁｷﾞﾔ

* LED照明器具の平均演色評価数（Ra） ※ベースライト形器具は80以上、ダウンライト形及び高天井形器具は70以上  1.3.1 一般事項 * 22/33ｋV特別高圧ｽｲｯﾁｷﾞﾔ ・ JIS　C　62271-200 ・ JEM　1425 ・ 図示による

・（　　　　　　　　　） ・図示による 変 * 運転連続性喪失区分及び仕切板等級 ・ LSC1 ・ LSC1-PI ・ LSC1-PM ・ LSC2B-PI ・ LSC2B-PM ・図示による

6節 照明制御装置  1.3.2 構造一般 * スイッチギヤの形 ・ CX形 ・ CW形 ・ PW形 ・ MW形 ・ 図示による

電  1.6.3 統合照明制御 電  1.3.4 導電部 * JIS C 62271-200による22/23kV特別高圧スイッチギアの導電部 定格電流（　　　　　　　　） ・ 図示による

 1.6.3.1 共通事項 * 機器構成　　　　　※図示による　　　　　・（　　　　　　　） 定格短時間耐電流（　　　　　　　　） ・ 図示による

 1.6.3.2 照明監視制御装置 * 表1.6.1において基本機能に追加するもの 【表1.6.1】 設 * JEM 1425による22/23kV特別高圧スイッチギアの導電部 定格電流（　　　　　　　　） ・ 図示による

・図示による ・照明器具個別通信制御 ・調色制御 ・連動制御 定格短時間耐電流（　　　　　　　　） ・ 図示による

力 ・強制制御 ・管理機能 備 5節 低圧スイッチギヤ

 1.6.3.4 監視操作装置 * 外部出力端子の種別 ・（　　　　　　　） ・ 図示による  1.5.2 構造一般 * スイッチギヤの形 ・ CX形 ・ CS形 ・ CW形 ・ FW形 ・図示による

 1.6.3.7 照明制御器 * 人の通り抜けと滞在を識別した照明器具の光出力又は点滅の制御　　　　・図示による　　　・（　　　　　） 工  1.5.4 導電部 * 定格電流（　　　　　　　　）　　・ 図示による 定格短時間耐電流（　　　　　　　　）　　・ 図示による

7節 分電盤

 1.7.3 キャビネット * 材質 ※ 図示による ・ 鋼板 ・ ステンレス鋼板 事 8節 絶縁監視装置

設  1.7.6 器具類 * 積算計器 計量法による検定付 ・ 適用する ※ 適用しない  1.8.3 キャビネット * キャビネット ※ 鋼板製 ・ ステンレス鋼板製 ・図示による

* 低圧用SPD 低圧用SPDクラスⅡの性能 ※ 表1.7.12による ・（　　　　　　　）　　・ 図示による  1.8.5 性　　能 * 低圧回路の監視性能 絶縁の経時変化の表示 ・ 行う ・ 行わない ・図示による

低圧用SPDクラスⅠの性能 ・（　　　　　　　）　　・ 図示による

* 電力計測装置 計測回路数 （　　　　　　　　）　　　・ 図示による 9節 機材の試験

備 集中監視部 信号回線数、信号種別 ・図示による　　・（　　　　　　　）  1.9.1 試　　験 * キュービクル式配電盤、高圧及び特別高圧スイッチギヤ等の温度上昇性能試験 ・ 行う ⦿ 行わない

外部出力端子種別 （　　　　　　） 2章 　施　工

変成器 定格電流 ・（　　　　　　　）　　　・ 図示による 1節 据付け

表示器 ・ 設ける ・ 設けない ・図示による  2.1.1 キュービクル式 * 水平震度及び鉛直震度 ・ （　　　　　　　　　） ・図示による 【改修2.2.1】

工 9節 ＯＡ盤 配電盤等の据付け

 1.9.3 キャビネット * 端子盤部の通気口 ・ 設置する（仕様　　　　　　　） ・ 設置しない ・図示による  2.1.2 特別高圧スイッチギヤ * 水平震度及び鉛直震度 ・ （　　　　　　　　　） ・図示による 【改修2.2.2】

* 端子盤部の冷却用ファン ・ 設置する（仕様　　　　　　　） ・ 設置しない ・図示による の据付け

12節 制御盤

事  1.12.3 キャビネット * 材質 ※ 図示による ・ 鋼板 ・ ステンレス鋼板 2章 機　　材

 1.12.6 器具類 * 低圧用SPD 低圧用SPDクラスⅡの性能 ※ 表1.12.19による ・（　　　　　　　）　　・ 図示による 第 2節 交流無停電電源装置(UPS)

低圧用SPDクラスⅠの性能 ・（　　　　　　　）　　・ 図示による  2.2.1 一般事項 * UPS ・ 常時ｲﾝﾊﾞｰﾀ給電方式 ・ ﾗｲﾝｲﾝﾀﾗｸﾃｨﾌﾞ方式 ・ 常時商用給電方式

14節 電気自動車用充電装置 ４  2.2.7 性　　能 * 停電補償時間（　　　　　　　　）　　・ 図示による 温度条件 ※ 25℃ ・（　　　　　　　）

 1.14.1 一般事項 * 装置種別 ・ 電気自動車用急速充電装置 ・ 電気自動車用普通充電装置（定格電圧：　　　　　　）

 1.14.3 キャビネット * 材質 ※ 図示による ・ 鋼板 ・ ステンレス鋼板 編 【改修】2節　据付け等

 1.14.4 電力変換装置 * 定格直流電圧 ・（　　　　　　　　）　　　・ 図示による 【2.2.4】 機器の取外し、再利用 * 蓄電池の電解液の処理 （　　　　　　　　）

 1.14.8 状態警報表示項目 * 移報用の遠方監視用接点 ・ 設ける ・ 設けない ・図示による

15節 電熱装置

 1.15.2 制御盤 * 過昇温防止装置 ・ 設ける ・ 設けない ・図示による

 1.15.3 発熱線等 * 発熱線 ・ 第2種発熱線 ・ 第4種発熱線 ・図示による

2章 施　　工 名称

1節 共通事項 衣浦東部広域連合非常用発電機等改修工事(週休２日)

【改修】 1節　共通事項 * 事前確認[表2.1.1において基本機能に追加するもの]

【2.1.1】　事前確認 配線の確認 ⦿照明器具 ⦿ｽｲｯﾁ ⦿ｺﾝｾﾝﾄ 図面Ｎｏ. 縮尺 年・月

機器と開閉器等の対照 ⦿ｽｲｯﾁ 電気設備　特記仕様書　３/６ E-03 NS R8.02

照明点滅回路の確認 ⦿ｺﾝｾﾝﾄ ・制御盤
No.3a No.3b

衣 浦 東 部 広 域 連 合

2024年10月1日改定

項　　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 備　　考 項　　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 備　　考
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3節 電力平準化用蓄電装置 * 設置条件（温度） ※ 1.5.1(6)(ｱ)、(ｲ)による　　・（　　　　　　　）　　　・ 図示による

電  2.3.1 一般事項 * 電力平準機能 ・ ﾋﾟｰｸｼﾌﾄ機能（・(2)(ｱ)(a)①　 ・(2)(ｱ)(a)② ） ・ ﾋﾟｰｸｶｯﾄ機能（・(2)(ｱ)(b)①　 ・(b)② ）  1.5.3 燃料電池装置 * 燃料電池装置の出力電気方式 ・ 三相3線式 ・ 単相3線式 ・図示による

 2.3.5 電力平準化用蓄電池 * 電力水準化用蓄電池 ※ リチウム二次電池 ・ 鉛蓄電池 ・ ニッケル水素蓄電池 * 制御装置 遠方監視用端子 ・ 設ける ・ 設けない ・図示による

力 * 電力水準化用蓄電池の蓄電池容量、期待寿命、充放電回数、放電時間 ・図示による　　・（　　　　　　　　） 表1.5.3の*１印のうち、適用するもの ･（　　　　　　　）　　・図示による

* 補機類 ･（　　　　　　　）　　　　・図示による * 燃料ガス ・ 天然ガス系都市ガス「13A」 ・ 天然ガス系都市ガス「12A」

貯  2.3.7 交直変換装置及び * 交流出力電圧 ※ 図示による ・ （　　　　　　　） * 表1.1.9以外の燃料、冷却水、排気、始動用空気、換気ﾀﾞｸﾄ等の主要配管材料 ・（　　　　　　）　 ・図示による

系統連系保護装置 * 出力電気方式 ※ 図示による ・三相3線式　　　　・単相3線式　　　　・単相2線式

蔵  2.3.8 計測、状態及び * 遠方監視用接点 ・ 設けない ・ 設ける ・図示による 7節 太陽光発電装置

警報表示項目  1.7.1 一般事項 * 太陽光発電装置 ※ 系統連系形 ・（　　　　　　　） ・図示による

設 * 自立運転 ・ 行う ・ 行わない ・図示による

4節 分散電源ｴﾈﾙｷﾞｰﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ  1.7.2 太陽電池アレイ * 公称出力 ※ 図示による ・（　　　　　　　）

備  2.4.2 機　　能 * 表2.4.1において基本機能に追加するもの ・ バックアップ機能 ・ 系統安定制御機能 ・ 逆潮流機能  1.7.3 接続箱 * PV直流用SPD ・ 設ける ・　設けない ・図示による

* 適用する見える化機能 ・図示による ・ 商用受電電力表示 ・ 負荷電力表示 第 PV直流用SPDクラスⅡの性能 ※ 表1.7.2による ・（　　　　　　　） ・図示による

工 ・ 需要予測表示 ・ 蓄電池運転計画表示 ・ 蓄電池充放電指令 PV直流用SPDクラスⅠの性能 ・（　　　　　　　） ・図示による

・ 蓄電池残量表示 ・ 発電電力表示 ・ 運転計画/実績ｸﾞﾗﾌ表示  1.7.4 ﾊﾟﾜｰｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅ及び * 交流出力電圧 ・ 100V ・ 200V ・図示による

事 ・ 需要予測/実績ｸﾞﾗﾌ表示 ・ 再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ発電予測/実績ｸﾞﾗﾌ表示 ・ ﾄﾞﾚﾝﾄﾞｸﾞﾗﾌ表示 ５ 系統連系保護装置 * 出力電気方式 ・ 三相3線式 ・ 単相3線式 ・ 単相2線式 ・図示による

3章 施　　工 * PV直流用SPD ・ 設ける ・　設けない ・図示による

1節 据付け PV直流用SPDクラスⅡの性能 ※ 表1.7.2による ・（　　　　　　　） ・図示による

 3.1.1 架台、盤類の据付け * 簡易形、ラインインタラクティブ方式及び常時商用給電方式のUPSである場合の据付け方法 ・図示による 編 PV直流用SPDクラスⅠの性能 ・（　　　　　　　） ・図示による

【改修】2節　据付け等 * 水平震度及び鉛直震度 ・ （　　　　　　　　　） ・図示による * 計測表示項目の遠方監視用端子 ・ 設ける ・設けない ・図示による

【2.2.1】 架台、盤類の据付け

8節 風力発電装置

1章 機　　材  1.8.1 一般事項 * 定格出力20kw以上の風力発電装置 ※図示による

1節 ディーゼル発電装置 * 系統連系 ・ 有 ・ 無

 1.1.1 一般事項 * 発電装置の運転時間 ※ 図示による ・ （　　　　　　　　） 発  1.8.2 風車発電装置 * 風車のスケール、材質、形状等　　　　・図示による　　　　　･（　　　　　　　）

 1.1.4 原動機 * 性能 排気ガスの排出規制値 （　　　　　　　　） 　 * 機側1mにおける運転音 ※ 80dB（A）以下 ・（　　　　　　　）

* 共通台板 水平震度 （　　　　　　　　）  1.8.3 制御盤 * 移報用の遠方監視用接点 ・ 設ける ・ 設けない ・図示による

 1.1.5 配電盤 * 保安装置 外部用端子 ・ 設ける ・ 設けない ⦿図示による 電

表1.1.7の*印のうち、適用するもの ・（　　　　　　　　）　　　⦿ 図示による 9節 小出力発電装置

 1.1.6 補機附属装置等 * 適用機器等 ・（　　　　　　　　）　　　⦿ 図示による  1.9.4 小形燃料電池 * 発電ユニット 出力電圧 ・ 100V ・ 200V ・図示による

* 主燃料槽等 磁わい式液面検出装置　　　　　　・使用する　　　・使用しない　　　⦿ 図示による 設 発電装置 出力電気方式 ・ 単相2線式 ・ 単相3線式 ・ 三相3線式

燃料小出槽 ※ 鋼板製 ・ ステンレス鋼板製 ・図示による * 燃料ガス ・ 天然ガス系都市ガス「13A」 ・ 天然ガス系都市ガス「12A」

給油ﾎﾞｯｸｽ等 キャビネット ※ ｽﾃﾝﾚｽ鋼板製 ・鋼板製 ・図示による * 表1.1.9以外の燃料、冷却水、排気、始動用空気、換気ﾀﾞｸﾄ等の主要配管材料 ・（　　　　　　）　 ・図示による

第 磁わい式液面計　　　　　・設ける　　　・設けない　　　⦿ 図示による 備

漏油検知装置　　　　　　　　　　　　･　設ける　　　　⦿　設けない　　　・　図示による 10節 機材の試験

* 排気ｶﾞｽ処理装置等 原動機の排気ｶﾞｽの窒素酸化物の規制値 ・（　　　　　）以下　　　・ 図示による  1.10.1 発電装置の試験 * 原動機の試験　　ｶﾞｽﾀｰﾋﾞﾝ、ﾏｲｸﾛｶﾞｽﾀｰﾋﾞﾝ以外で1.10.1.1(g)②の過負荷試験を除く原動機 （　　　　　　　　）

工 * 配電盤の試験　　ｷｭｰﾋﾞｸﾙ式配電盤､高圧及び特別高圧ｽｲｯﾁｷﾞﾔ等の温度上昇性能試験　　　・行う　　・行わない

 1.1.7 燃料等 * 燃料油 軽油 ・ 1号 ・ 2号 ・ 3号 ・ 特3号 ⦿図示による （JIS K 2204） * 冷却水ポンプ及び冷却塔の試験 試験を指定された機材 （　　　　　　　　）

重油 ・ 1種（A種）1号 ・ 1種（A種）2号 ・図示による （JIS K 2205）

 1.1.8 配管材料等 * 表1.1.9以外の燃料、冷却水、排気、始動用空気、換気ﾀﾞｸﾄ等の主要配管材料 ・（　　　　　　）　 ・図示による 事 2章 施　　工

５ 【改修】　1節　共通事項

2節 ガスエンジン発電装置 【2.1.1】　事前確認 * ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ､ｶﾞｽｴﾝｼﾞﾝ､ｶﾞｽﾀｰﾋﾞﾝ､ﾏｲｸﾛｶﾞｽﾀｰﾋﾞﾝ発電設備の表2.1.1以外の事前確認項目の適用

 1.2.4 原動機 * 性能 排気ガスの排出規制値 （　　　　　　　　） 発電機の取付け取外し工事 ・動作の確認

* 共通台板 水平震度 （　　　　　　　　） 原動機の取付け取外し工事 ・動作の確認　

 1.2.5 配電盤 * 保安装置 外部用端子 ・ 設ける ・ 設けない ・図示による 配電盤の取付け取外し工事 ・細部の確認

表1.2.3の*印のうち、適用するもの （　　　　　　　　） 補機附属装置の取付け取外し工事 ・動作の確認

編  1.2.6 補機附属装置等 * 適用機器等 ・（　　　　　　　　）　　　・ 図示による 配線の改修及び更新工事 ・機能の確認 ・動作の確認

* 原動機の排気ｶﾞｽの窒素酸化物の規制値 ・（　　　　　）以下　　　・ 図示による * 負荷運転状態における細部の確認を行うもの

・ 始動用蓄電池 ・ 始動用空気圧縮機 ・ 始動補助装置 ・ 保安装置 ・ 調速機 ・（　　　　　　　）

 1.2.7 燃料等 * 燃料ガス ・ 天然ガス系都市ガス「13A」 ・ 天然ガス系都市ガス「12A」

* 表1.1.9以外の燃料、冷却水、排気、始動用空気、換気ﾀﾞｸﾄ等の主要配管材料 ・（　　　　　　）　 ・図示による 1節 ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電設備、ｶﾞｽｴﾝｼﾞﾝ発電設備、ｶﾞｽﾀｰﾋﾞﾝ発電設備及びﾏｲｸﾛｶﾞｽﾀｰﾋﾞﾝ発電設備の据付け

 2.1.1 耐震処置 * 水平震度及び鉛直震度 ・ （　　　　　　　　　） ・図示による 【改修2.2.1】

3節 ガスタービン発電装置  2.1.4 配電盤、制御装置 * 水平震度及び鉛直震度 ・ （　　　　　　　　　） ・図示による

 1.3.4 原動機 * 一般事項 原動機のエンクロージャ周囲1mにおける運転音 ※ 90dB（A）以下 ・（　　　　　　　） 等の据付け

* 性能 排気ガスの排出規制値 （　　　　　　　　）  2.1.7 配管等 * 配管一般 横引き配管 表2.1.2における耐震安全性の分類 ※一般の施設 ⦿特定の施設 【改修2.2.7】

* 部品等 潤滑油系統の配管に設ける冷却器 ※ 空冷式 ・ 水冷式 ・図示による 【改修表2.2.1】

発 * 共通台板 水平震度 （　　　　　　　　） * 排気系統配管 排気管の断熱材（屋内） ※ ﾛｯｸｳｰﾙ等厚さ75㎜以上　　・（　　　　　　　）　　・ 図示による 【改修表2.2.2】

 1.3.5 配電盤 * 保安装置 外部用端子 ・ 設ける ・ 設けない

表1.3.2の*印のうち、適用するもの （　　　　　　　　） 7節 施工の立会及び試験

 1.3.6 補機附属装置等 * 主燃料槽等 磁わい式液面検出装置　　　　　　・使用する　　　・使用しない　　　・ 図示による  2.7.6 風力発電設備の試験 * 表2.7.5「施工の試験」の*印のうち、適用するもの （　　　　　　　　）

燃料小出槽 ※ 鋼板製 ・ ステンレス鋼板製 ・図示による

給油ﾎﾞｯｸｽ等 キャビネット ※ ステンレス鋼板製 ・鋼板製 ・図示による 1章 機　　材

電 磁わい式液面計　　　　　・設ける　　　・設けない　　　・ 図示による 3節 配線器具

* 原動機の排気ｶﾞｽの窒素酸化物の規制値 ・（　　　　　）以下　　　・ 図示による 第  1.3.2 光コネクタ * 光ファイバ接続コネクタ　　　・（　　　　　　　　）　　　・図示による

 1.3.7 燃料等 * 燃料油 灯油 ・ 1号 ・ 2号 ・図示による （JIS K 2203）  1.3.3 BNCコネクタ * 同軸ｹｰﾌﾞﾙ接続ｺﾈｸﾀでJIS C 5412の仕様によらないもの（ﾃﾚﾋﾞ共同受信設備、ﾃﾚﾋﾞ電波障害防除設備以外）

軽油 ・ 1号 ・ 2号 ・ 3号 ・ 特3号 ・図示による （JIS K 2204） ６ ・（　　　　　　　）　　　・図示による

重油 ・ 1種（A種）1号 ・ 1種（A種）2号 ・図示による （JIS K 2205）

* 燃料ガス ・ 天然ガス系都市ガス「13A」 ・ 天然ガス系都市ガス「12A」 編 4節 端子盤・機器収納ラック等

設 * 表1.1.9以外の燃料、冷却水、排気、始動用空気、換気ﾀﾞｸﾄ等の主要配管材料 ・（　　　　　　）　 ・図示による  1.4.2 端子盤等 * 屋内用キャビネット ※ 鋼板製 ・ ステンレス鋼板製 ・図示による

 1.4.4 端子類 * UTPパッチパネルのモジュラ形の横一連のポート数 ※ 24ポート ・（　　　　　　　）

4節 マイクロガスタービン発電装置 * 光ファイバパッチパネルの光コネクタの横一連のポート数 ※ 12ポート ・（　　　　　　　）

 1.4.1 一般事項 * 発電出力200kw超のﾏｲｸﾛｶﾞｽﾀｰﾋﾞﾝ発電装置の仕様等 ※ 図示による 通  1.4.5 通信用SPD * 通信用SPDの性能 ・カテゴリC2　　　　・カテゴリD1　　　･（　　　　　　　）　　　・ 図示による [表1.4.4]

* 運転方式 系統連系しないもの ･（　　　　　　　）　　　　・図示による 信

* 防音パッケージ周囲1mにおける運転音 ※ 70dB（A）以下 ・（　　　　　　　） ・

備  1.4.3 発電機 * 逆変換装置の出力電気方式 ・ 三相3線式 ・ 三相4線式 ・ 単相3線式 ・ 単相2線式 ・図示による 情 5節 構内情報通信網装置

 1.4.4 原動機 * ﾏｲｸﾛｶﾞｽﾀｰﾋﾞﾝの排熱と蒸気又は排ｶﾞｽ吸収式を組み合わせる場合 ・（　　　　　　）　 ・図示による 報  1.5.1 一般事項 * ﾊﾟｹｯﾄ転送能力、ﾌｨﾙﾀﾘﾝｸﾞ能力等の性能、ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ種別及びﾎﾟｰﾄ数　　　　･（　　　　　　　）　　※図示による

* 排気ガスの排出規制値 （　　　　　　　　） 設 * 音声、映像、監視データ等伝送用通信プロトコル ・（　　　　　　　）　　　・ 図示による

 1.4.5 制御装置 * 保安装置 外部用端子 ・ 設ける ・ 設けない 備 * PoE PoE方式による電力供給機器 ・（　　　　　　　）　　　・ 図示による

* 原動機の排気ｶﾞｽの窒素酸化物の規制値 （　　　　　）以下 工 １ポート当たりの電力供給機能 ・ 15.4W ・ 30.0W ・図示による

* 共通台板 水平震度 （　　　　　　　　） 事 電力供給方式 ・ エンドスパン方式 ・ ミッドスパン方式 ・図示による

工 * 主燃料槽等 磁わい式液面検出装置　　　　　　・使用する　　　・使用しない　　　・ 図示による * 無線LAN 通信方式(1：N（ｲﾝﾌﾗｽﾄﾗｸﾁｬﾓｰﾄﾞ）以外の場合) ・ 1：1（対向通信ﾓｰﾄﾞ） ・ N：N（ｱﾄﾞﾎｯｸﾓｰﾄﾞ）

燃料小出槽 ※ 鋼板製 ・ ステンレス鋼板製 ・図示による

給油ﾎﾞｯｸｽ等 キャビネット ※ ステンレス鋼板製 ・鋼板製 ・図示による

磁わい式液面計　　　　　・設ける　　　・設けない　　　・ 図示による

* 燃料ガス ・ 天然ガス系都市ガス「13A」 ・ 天然ガス系都市ガス「12A」 名称

* 表1.1.9以外の燃料、冷却水、排気、始動用空気、換気ﾀﾞｸﾄ等の主要配管材料 ・（　　　　　　）　 ・図示による 衣浦東部広域連合非常用発電機等改修工事(週休２日)

事

5節 燃料電池発電装置 図面Ｎｏ. 縮尺 年・月

 1.5.1 一般事項 * 燃料電池発電装置の仕様等（りん酸形燃料電池以外で出力10Kw以上のもの） ※図示による 電気設備　特記仕様書　４/６ E-04 NS R8.02

* 運転方式 系統連系しないもの （　　　　　　　　）
No.4a No.4b

衣 浦 東 部 広 域 連 合

備　　考

2024年10月1日改定

項　　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 備　　考 項　　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項



章 章

認証サーバの設置 ・ 設置する ・ 設置しない ・図示による 13節 監視カメラ装置

その他の認証、暗号化方式 ･（　　　　　　　　　　）　　　　・図示による  1.13.1 一般事項 * 伝送方式 ・ﾈｯﾄﾜｰｸ伝送方式　　・同軸伝送方式　　・併用方式（　　　　　　）

周波数帯域、最大伝送速度、変調方式等 ･（　　　　　　　　　　）　　　　・図示による 通信ﾌﾟﾛﾄｺﾙ（ﾈｯﾄﾜｰｸ伝送方式の場合） ※ TCP/IP ・ （　　　　　　）　　　・ 図示による

* 収納架内部に収納するUPS 電圧 ･（　　　　　　　　　　）　　　　・図示による * 通信用SPDを設置する場合　　　　・ｶﾃｺﾞﾘC2 　・ｶﾃｺﾞﾘD1　 ・（　　　　　）　 ･図示による

停電補償時間 ･（　　　　　　　　　　）　　　　・図示による * ﾌｧｲﾔｳｫｰﾙを設ける場合

* 通信用SPDを設置する場合のSPD性能　　　　　・ｶﾃｺﾞﾘC2　　　 　・ｶﾃｺﾞﾘD1　　　　　 ・（　　　　　）　　　　 ･図示による ｲﾝﾀﾌｪｰｽの種類､数量､対応可能な同時ｾｯｼｮﾝ数､処理能力､暗号化機能等　　 ・（　　　　　　　）　　※図示による

* 時刻同期装置 ・ 設けない ・ 設ける（時刻補正の方式　　　　　　　　　　）　　　　　　・図示による * UTMを設ける場合 各種機能 ・（　　　　　　　　）　　　　・図示による

 1.5.2 スイッチ * 基本機能 ｸﾞﾙｰﾌﾟ化　 ｸﾞﾙｰﾌﾟ間の通信方式　（　　　　　　　） ・図示による  1.13.2 カメラ * レンズ交換形 レンズの区分、機能等 （　　　　　　　　）　　　　・図示による

ｽｲｯﾁﾝｸﾞ　 ﾊﾟｹｯﾄの遅延時間　（　　　　　　　） ・図示による * レンズ一体形 レンズの区分、機能等 （　　　　　　　　）　　　　・図示による

V-LAN　 装置全体で構成可能なｸﾞﾙｰﾌﾟ数（　　　　　　　） ・図示による * カメラへの電源供給方式 （　　　　　　　　）　　　　・図示による

第 ﾘﾝｸｱｸﾞﾘｹﾞｰｼｮﾝ機能　 束ねる物理的ﾘﾝｸ数 （　　　　　　　） ・図示による  1.13.3 モニタ装置 * カラーモニタの解像度 （　　　　　　　　）　　　　・図示による

ﾏﾙﾁｷｬｽﾄ機能　 対応ﾌﾟﾛﾄｺﾙ （　　　　　　　） ・図示による  1.13.4 録画装置 * ﾃﾞｼﾞﾀﾙ記憶媒体の容量 （　　　　　　　　）　　　　・図示による

* 優先制御機能（QoS） ･（　　　　　　　　　　）　　　・図示による 第 * 時刻補正の方式 （　　　　　　　　）　　　　・図示による

* PoE機能 PoE方式による電力供給機器 （　　　　　　　　） * ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾚｺｰﾀﾞの録画条件 （　　　　　　　　）　　　　・図示による

１ポート当たりの電力供給 ・ 15.4W ・ 30.0W ・図示による NTSC方式の映像信号の取込 （　　　　　　　　）　　　　・図示による

６ 電力供給方式 ・ エンドスパン方式 ・ ミッドスパン方式 ・図示による ６ * 録画サーバーの録画条件 （　　　　　　　　）　　　　・図示による

その他の機能 （　　　　　　　　　　　） 通信ﾌﾟﾛﾄｺﾙ（ﾈｯﾄﾜｰｸ伝送方式の場合） ※ TCP/IP ・ （　　　　　　）　　　・ 図示による

 1.5.3 ルーター * マルチキャスト機能 ･（　　　　　　　　　　）　　　・図示による NTSC方式の映像信号の取込 （　　　　　　　　）　　　　・図示による

暗号化機能 ･（　　　　　　　　　　）　　　・図示による 編 * 構内情報通信網装置を介して外部から録画装置に接続し、制御、閲覧等を行う機能 ・ （　　　　　　　　）　　・図示による

* PoE機能 PoE方式による電力供給機器 （　　　　　　　　）  1.13.5 その他の機器 * 耐候形ハウジングに取り付けられるようにするもの ・ ﾜｲﾊﾟ ・ ﾃﾞﾌﾛｽﾀ ・ ﾋｰﾀ ・ ﾌｧﾝ

編 １ポート当たりの電力供給 ・ 15.4W ・ 30.0W * 旋回装置付ｶﾒﾗ レンズの区分、機能等 （　　　　　　　　）　　　　・図示による

電力供給方式 ・ エンドスパン方式 ・ ミッドスパン方式 通 カメラへの電源供給方式 （　　　　　　　　）　　　　・図示による

その他の機能 （　　　　　　　　　　　） * ﾈｯﾄﾜｰｸ伝送方式における機器の監視操作部 画面分割数 （　　　　　　　　）　　　　・図示による

* WAN接続時プロトコル ･（　　　　　　　　　　）　　　・図示による * 時刻同期装置 ※ 設けない ・ 設ける（時刻補正の方式　　　　　　　　　　）　　　・図示による

 1.5.5 ファイヤウォール * ｲﾝﾀﾌｪｰｽの種類､数量､対応可能な同時ｾｯｼｮﾝ数､処理能力､暗号化機能等　　　･（　　　　　　　）　　※図示による 信 14節 駐車場管制装置

 1.5.6 UTM（統合脅威管理） * 各種機能 ･（　　　　　　　）　　　・図示による  1.14.2 管制盤 * 屋内用キャビネット ※ 鋼板製 ・ ステンレス鋼板製 ・図示による

 1.5.7 ﾈｯﾄﾜｰｸ管理装置 * ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝｼｽﾃﾑの仕様（ﾈｯﾄﾜｰｸ管理ｿﾌﾄｳｪｱ運用装置用） ･（　　　　　　　）　　　※図示による ・ * カウンタ制御の機能の有無 ・あり ・なし ・図示による

通 ﾈｯﾄﾜｰｸ管理ｿﾌﾄｳｪｱ運用装置の仕様 ･（　　　　　　　）　　　※図示による  1.14.5 発券機 * 屋内用キャビネット ※ 鋼板製 ・ ステンレス鋼板製 ・図示による

* 基本機能以外のﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ管理機能、RMON機能及びｵｰﾄﾃﾞｨｽｶﾊﾞﾘ機能　　　･（　　　　　　　）　　　※図示による 情 * 発行券 ・ 磁気式 ・ ICカード式 ・（　　　　　　　） ・図示による

 1.5.8 機器収納ﾗｯｸ * ラック内の配線用遮断器 ※ 設けない ・ 設ける ・図示による * 発券方式 （　　　　　　　　）　　　・図示による

報  1.14.7 カードリーダ * 屋内用キャビネット ※ 鋼板製 ・ ステンレス鋼板製 ・図示による

6節 構内交換装置 15節 防犯・入退室管理装置

信  1.6.1 一般事項 * 局線 回線種別、使用回線数 ※ 図示による ・ （　　　　　　　　）  1.15.1 一般事項 * 機器の時刻補正の方式 ・（　　　　　　　） ・図示による

内線 回線種別、使用回線数 ※ 図示による ・ （　　　　　　　　） 設  1.15.2 制御装置 * 表1.15.1において基本機能に追加するもの

* 通信用SPDを設置する場合のSPD性能　　　　　・ｶﾃｺﾞﾘC2　　　 　・ｶﾃｺﾞﾘD1　　　　　 ・（　　　　　）　　　　 ･図示による ・遠隔施解錠制御 ・スケジュール設定、制御 ・記録機能 ・照明、空調制御

* 時刻同期装置 ※ 設けない ・ 設ける（時刻補正の方式　　　　　　　　　　）　　　・図示による 備 ・防災、防犯等ｲﾝﾃｸﾞﾚｰｼｮﾝ機能 ・停電時ｼｽﾃﾑﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ機能 ・図示による

 1.6.2 交換装置 * 局線応答方式 ・図示による ・ 局線中継台方式 ・ 分散中継台方式 ・ ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ方式  1.15.3 認識部 * 認識方法 （　　　　　　　　）　　　・図示による

・ ・ ﾀﾞｲﾚｸﾄｲﾝﾀﾞｲﾔﾙ方式 ・ ﾀﾞｲﾚｸﾄｲﾝﾗｲﾝ方式 ・ 併用（　　　　　　　　　） 工 * ﾊﾞｲｵﾒﾄﾘｯｸｽ照合装置のﾊﾞｲｵﾒﾄﾘｯｸｽ情報の区別、機能等 ・図示による ・（　　　　　　　）

* IP-PBX 呼制御プロトコル ･（　　　　　　　　）　 ・図示による  1.15.4 その他の機器 * ｾｷｭﾘﾃｨｹﾞｰﾄ 通過処理能力 ･（　　　　　　　）　　　・ 図示による

* VoIPサーバ 呼の処理能力 ･（　　　　　　　　）　 ・図示による　　　　呼制御プロトコル（　　　　　　　） 事 通路幅の構造、材質等 ・図示による ・（　　　　　　　）

機器収納ﾗｯｸに収納する場合、ﾗｯｸ内の配線用遮断器 ※設けない ・ 設ける ・図示による 車椅子の通行可能機能 ・ 有 ・ 無

情  1.6.3 電源装置 * 停電補償時間 （　　　　　　　　） 16節 自動火災報知装置

 1.6.4 局線中継台 * 数量 ※ 図示による ・ （　　　　　　　　　　　　　　　）  1.16.1 一般事項 * 通信用SPDを設置する場合　　・ｶﾃｺﾞﾘC2 　・ｶﾃｺﾞﾘD1　 ・（　　　　　）　 ・図示による

 1.6.5 電話機等 * IP電話機 PC接続ｲﾝﾀﾌｪｰｽ ・ 設ける ・ 設けない ACアダプタの数 （　　　　　　　　）  1.16.3 副受信機・表示装置 * 液晶ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ 画面ｻｲｽﾞ、表示色数、形式等 ※ 図示による ・ （　　　　　　　）

PoE機能 1ﾎﾟｰﾄ当たりの電力供給 ・ 15.4W ・ 30.0W 18節 非常警報装置

電力供給方式 ・ｴﾝﾄﾞｽﾊﾟﾝ方式 ・ﾐｯﾄﾞｽﾊﾟﾝ方式 その他の機能 （　　　　　　　　　）  1.18.1 一般事項 * 緊急地震放送　　　　　・行う　　　　　・行わない　　　　　　・図示による

報 * IPｺｰﾄﾞﾚｽ電話機の基地局及び携帯電話機 19節 ｶﾞｽ漏れ火災警報装置

通信方式(1：N（ｲﾝﾌﾗｽﾄﾗｸﾁｬﾓｰﾄﾞ）以外の場合) ・ 1：1（対向通信ﾓｰﾄﾞ） ・ N：N（ｱﾄﾞﾎｯｸﾓｰﾄﾞ）  1.19.3 副受信機 * 液晶ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ 画面ｻｲｽﾞ、表示色数、形式等 ※ 図示による ・ （　　　　　　　）

認証サーバの設置 ・ 設置する ・ 設置しない 2章 施　　工

その他の認証、暗号化方式 ･（　　　　　　　　　　）　　　　・図示による 【改修】1節　共通事項

周波数帯域、最大伝送速度、変調方式等 ･（　　　　　　　　　　）　　　・図示による 【2.1.1】 事前確認 * 端末機器等の取付け取外し工事の事前確認の適用 ・配線の確認 ・端末機器等と主装置等の対照

設  1.6.7 ﾎﾞﾀﾝ電話装置 * 局線応答方式 ・ 分散中継台方式 ・ ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ方式 ・ ﾀﾞｲﾚｸﾄｲﾝﾀﾞｲﾔﾙ方式 【2.1.15】 主装置等の更新 * 主装置等に接続されている電線収容物、ｹｰﾌﾞﾙ保護物が撤去に支障がある場合の取扱い ※図示による

・ ﾀﾞｲﾚｸﾄｲﾝﾗｲﾝ方式 ・ 併用（　　　　　　　　　）　　　・図示による 【2.1.17】 自動火災報知設備 * R型受信機の設定　　　　　※図示による　　　　・（　　　　　　　）

* IP電話を接続できるﾎﾞﾀﾝ電話装置 IP-PBXの呼制御プロトコル （　　　　　　　　） 等の改修

7節 情報表示装置 13節 構内情報通信網設備

 1.7.2 マルチサイン装置 * 操作制御部 スキャナ ・ 設ける ・ 設けない ・図示による  2.13.2 機器の取付け * 複数の室内又は屋外に無線LANを構築する場合の電波干渉調査 ・ 行う　　　　　　・ 行わない　　　　　・ 図示による 【改修2.14.2】

備 19節 テレビ共同受信設備

 2.19.3 受信調査 * 受信調査を行うチャンネル （　　　　　　　　　　）　　　　・図示による 【改修2.20.3】

 1.7.3 出退表示装置 * 制御装置、中継増幅器の外箱 ・埋込みとしない ・埋込みとする ・図示による 20節 ﾃﾚﾋﾞ電波障害防除設備

* 出退表示盤がLED式の場合の外箱 ※ 鋼板製 ・ 合成樹脂製 ・図示による  2.20.2 事前調査 * 事前調査を行う箇所数 （　　　　　　　　） 調査を行うチャンネル （　　　　　　　　）

 1.7.4 時刻表示装置 * 時刻補正の方式 （　　　　　　　　　　） ・図示による 22節 駐車場管制設備

工  2.22.2 機器の取付け * 光線式検知器 2組の投受光器の間隔、取付け高さ ・（　　　　　　　　　　）　　　　・図示による 【改修2.22.2】

* 太陽電池式ﾎﾟｰﾙ形屋外時計 内照式時計の点灯時間（　　　　　） 点灯保証日数[不日照時]（　　　　）日 * 超音波ｾﾝｻ式検知器 2個以上設置する場合の設置間隔 ・（　　　　　　　　　　）　　　　・図示による

電波による時刻補正の方式（　　　　　　　　　　）　　　・ 図示による 28節 施工の立会い及び試験

8節 映像・音響装置  2.28.2 施工の試験 * 映像･音響設備に行う試験

 1.8.3 スピーカ * 集合形ｽﾋﾟｰｶ 各スピーカの性能、キャビネットの材質形状等　　　・（　　　　　　　）　　※図示による ・ ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ試験 ・ 残響時間試験 ・ 伝送周波数特性試験 ・ 音圧分布試験

事

 1.8.6 その他の機器 * ﾜｲﾔﾚｽﾏｲｸ ・ 電波式（・ｱﾅﾛｸﾞ方式　　・ﾃﾞｼﾞﾀﾙ方式） ・ 赤外線式 ・図示による 1章 機　　材

* ｵｰﾃﾞｨｵﾚｺｰﾀﾞ 記憶容量 ※ 8時間以上録音 ・（　　　　　　　）　　・ 図示による 1節 共通事項

* Blu-ray/DVDﾌﾟﾚｰﾔ・ﾚｺｰﾀﾞ 記憶容量 ※ 8時間以上録画 ・（　　　　　　　）　　・ 図示による  1.1.1 一般事項 * 中央監視制御装置の信号入出力条件（標準図第6編「中央監視制御設備工事」以外）（　　　　　　　　）

9節 拡声装置 第 2節 警報盤

 1.9.1 一般事項 * 通信用SPDを設置する場合のSPD性能　　　　　・ｶﾃｺﾞﾘC2　　　 　・ｶﾃｺﾞﾘD1　　　　　 ・（　　　　　）　　　　 ･図示による  1.2.1 一般事項 * 信号の伝送方式 ･（　　　　　　　）　　　・図示による

 1.9.4 その他の機器 * アナウンスレコーダにプログラムタイマを附属（外部接続）する場合 3節 簡易形監視制御装置

外部時刻同期装置 ※ 設けない ・ 設ける（時刻補正の方式　　　　　　　　　　）　　・ 図示による ７  1.3.1 一般事項 * 簡易形監視制御装置の機能[表1.3.1において基本機能に追加するもの] ･（　　　　　　　）　　・図示による

* FM用アンテナの材質（　　　　　　　　） ・図示による * 通信用SPDを設置する場合のSPD性能　　　　　・ｶﾃｺﾞﾘC2　　　 　・ｶﾃｺﾞﾘD1　　　　　 ・（　　　　　）　　　　 ･図示による

10節 誘導支援装置  1.3.2 監視操作装置 * 機器構成 ･（　　　　　　　）　　　・図示による

 1.10.2 音声誘導装置 * 検出部 検出方式 （　　　　　　　　）　　　・図示による 編  1.3.4 記録装置 * 帳票用印字装置の印字方式 ・ｲﾝｸｼﾞｪｯﾄ式　　・写真式（・ﾚｰｻﾞｰ式　　・LED式）　　･（　　　　　　）

 1.10.4 ﾃﾚﾋﾞｲﾝﾀｰﾎﾝ * 撮像範囲を調整する機能（親機） ・ 設ける ・ 設けない ・図示による 4節 監視制御装置

撮像範囲を調整する機能（子機） ・ 設ける ・ 設けない ・図示による  1.4.1 一般事項 * 監視制御装置機能[表1.3.1において基本機能に追加するもの] ･（　　　　　　　）　　・図示による

 1.10.5 外部受付用ｲﾝﾀｰﾎﾝ * 撮像範囲を調整する機能（親機） ・ 設ける ・ 設けない ・図示による * 通信用SPDを設置する場合のSPD性能　　　　　・ｶﾃｺﾞﾘC2　　　 　・ｶﾃｺﾞﾘD1　　　　　 ・（　　　　　）　　　　 ･図示による

 1.10.6 ﾄｲﾚ等呼出装置 * 通話機能　　　　　　・設ける　　　・設けない　　　・ 図示による  1.4.2 監視操作装置 * 監視操作装置の機器構成 ･（　　　　　　　）　　　　・図示による

* ブザー付呼出表示灯　　　　　　・設ける　　　・設けない　　　・ 図示による

11節 ﾃﾚﾋﾞ共同受信装置

 1.11.1 一般事項 * 通信用SPDを設置する場合のSPD性能　　・ｶﾃｺﾞﾘC2 　・ｶﾃｺﾞﾘD1　 ・（　　　　　）　 ･図示による

 1.11.3 ｱﾝﾃﾅ及びｱﾝﾃﾅﾏｽﾄ * UHFアンテナ ※ 全帯域用　　　・（　　　　　　　） 名称

 1.11.4 機器収容箱 * 屋内用キャビネット ※ 鋼板製 ・ ステンレス鋼板製 ・図示による 衣浦東部広域連合非常用発電機等改修工事(週休２日)

12節 ﾃﾚﾋﾞ電波障害防除装置

 1.12.3 ﾍｯﾄﾞｴﾝﾄﾞ、機器収容 * 機器収容箱（屋内） ※ 鋼板 ・ ステンレス鋼板 ・図示による 図面Ｎｏ. 縮尺 年・月

箱等 * 機器収容箱（屋外） ・合成樹脂製　　・アルミダイキャスト製　　・鋳鉄製　　・鋼板製　　・図示による 電気設備　特記仕様書　５/６ E-05 NS R8.02

 1.12.4 アンテナマスト * UHFアンテナ ※ 全帯域用　　　・（　　　　　　　）
No.5a No.5b

衣 浦 東 部 広 域 連 合

項　　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 備　　考 項　　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 備　　考

2024年10月1日改定



章 章

* キャビネットに組込む場合のキャビネットの外観、構造等 ※ 図示による ・ （　　　　　　　　） * 別表２　建築物に係る新築工事等（新築・増築・修繕・模様替）

第 * プログラムタイマ機能の精度 ※ 月差60秒以下 ・（　　　　　　　）

７  1.4.4 記録装置 * 帳票用印字装置の印字方式 ・ｲﾝｸｼﾞｪｯﾄ式　　・写真式（・ﾚｰｻﾞｰ式　　・LED式）　　･（　　　　　　）  ・ 造成等 ・ 手作業 ・ 手作業と機械作業の併用

編 2章 施　　工  ・ 基礎、基礎ぐい ・ 手作業 ※ 手作業と機械作業の併用

2節 配　　線  ・ 上部構造部分、外装 ・ 手作業 ※ 手作業と機械作業の併用

 2.2.1 配　　線 * 最大使用電圧が60Vを超える回路に用いる場合  ・ 屋根 ※ 手作業 ・ 手作業と機械作業の併用

中 屋外の高圧架橋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ絶縁ｹｰﾌﾞﾙの接続又は端末処理を行う場合の被覆の伸縮対策 ・（　　　　　　　）  ・ 建築設備、内装等 ※ 手作業 ・ 手作業と機械作業の併用

央 機器の水平震度及び鉛直震度 ・図示による ・（　　　　　　　　）  ・ その他（　　　　　） ・ 手作業 ・ 手作業と機械作業の併用

監 横引き管等 耐震安全性の分類[表2.1.2] ※ 一般の施設 ・ 特定の施設 * 別表３　建築物以外のものに係る解体工事又は新築工事等（外構・工作物等）

視

制 垂直配管等 耐震安全性の分類[表2.1.3] ・一般の施設 ※ 特定の施設 そ  ・ 仮設 ※ 手作業 ・ 手作業と機械作業の併用

御 建物のｴｷｽﾊﾟﾝｼﾞｮｲﾝﾄ部の配線 ・標準図第2編の措置を行う ・（　　　　　　　　）　　　　・ 図示による  ・ 土工 ※ 手作業 ・ 手作業と機械作業の併用

設 直線部の距離が長い箇所のｴｷｽﾊﾟﾝｼｮﾝﾊﾞｽﾀﾞｸﾄの設置 ・設ける　　　・設けない　　　・ 図示による  ・ 基礎 ・ 手作業 ※ 手作業と機械作業の併用

備 C種接地工事又はD種接地工事の接地線の太さ［配線用遮断器等の定格電流が100V以下の場合］  ・ 本体工事 ※ 手作業 ・ 手作業と機械作業の併用

工 ・表2.15.2による ・8㎜以上 ・（　　　　　　）　　　・ 図示による  ・ 本体付属品 ※ 手作業 ・ 手作業と機械作業の併用

事 大地抵抗率測定用補助接地極の埋設　　　　　　・行う　　　　　・行わない　　　　・図示による  ・ その他（照明器具　　　　　） ※ 手作業 ・ 手作業と機械作業の併用

の * 別表４　再資源化等をする施設の名称及び所在地

2章 非接地電源用分電盤等  ・ ｺﾝｸﾘｰﾄ

1節 機　　材  ・ 鉄及びｺﾝｸﾘｰﾄから成る建設資材

第  2.1.2 非接地電源用分電盤 * ｷｬﾋﾞﾈｯﾄの材質 ※ 鋼板 ・ ステンレス鋼板 ・ 図示による  ・ ｱｽﾌｧﾙﾄ・ｺﾝｸﾘｰﾄ

８ * 電流監視装置 分岐回路に流れる電流の監視 ・ 行う ・ 行わない ・ 図示による  ・ 木材

編 3章 ナースコール設備 他

1節 機　　材

医  3.1.2 基本形ﾅｰｽｺｰﾙ装置 * 水気のある場所に設置する呼出押しﾎﾞﾀﾝの性能 ・ 防滴性能 ・ 防湿性能 ・ 図示による

療  3.1.3 携帯形ﾅｰｽｺｰﾙ装置 * 構内PHS方式 （　　　　　　　　） ・ 図示による * 電線管 波付硬質合成樹脂管（FEP）及びポリエチレン被覆鋼管は、JIS規格適合品を使用すること。

関 * 小型携帯用主装置 （　　　　　　　　） ・ 図示による 分　　　類 指　　定　　資　　材 適  　用  　範  　囲 品　　　質　　　性　　　能　　　基　　　準

係  3.1.4 情報表示形ﾅｰｽｺｰﾙ * 情報表示形親機の形式 ・ 卓上形 ・ 壁掛形 ・ 自立形 ・ 図示による 照明類 LED照明器具（一般屋内用に限る。） 評価名簿登載品（★１）

設 装置 * 水気のある場所に設置する呼出押しﾎﾞﾀﾝの性能 ・ 防滴性能 ・ 防湿性能 ・ 図示による LED照明器具（屋外用） ★１のＬＥＤ照明器具(一般屋内用に限る。)の評価名簿登載品メーカーの製品

備  3.1.5 病床ユニット * 病床ﾕﾆｯﾄの仕上げ材質 ※ 金属製 ・ 樹脂製 ・ 図示による 照明制御装置 評価名簿登載品

工 4章 施工の試験 可変速運転用ｲﾝﾊﾞｰﾀ装置 評価名簿登載品

事  3.4.1 施工の試験 * ナースコール装置等のオプション等の試験 （　　　　　　　　　　　） 非常用照明器具 (一財)日本建築センターの防災性能評定マークが貼付されたもの　または、

* 携帯型ナースコール装置のオプション等の試験　 （　　　　　　　　　　　） (一社)日本照明工業会のJIL適合マークが貼付されたもの

誘導灯 (社)日本電気協会（誘導灯審査委員会）の認定証票が貼付されたもの

東洋ゴム化工品㈱及び 　受注者は、東洋ゴム化工品(株)、ニッタ化工品(株)で製造された製品や材料（以下、ゴム製品等とする。）を用いる場合には、 電線類 耐火・耐熱電線 社団法人電線総合技術センター（ＪＥＣＴＥＣ）の認定を受けたもの

ニッタ加工品㈱で製造され 同社が製造するゴム製品等に対して請負者が指定した第三者（東洋ゴム化工品(株)、ニッタ化工品(株)と資本面・人事面で 盤類 分電盤（実験盤を含む） 評価名簿登載品

た製品・材料を用いる場合  関係がない者）によって作成された品質を証明する書類を提出し、監督職員の確認を得るものとする。 制御盤 評価名簿登載品

　なお必要な品質証明書は、以下の試験及び検査において、製品に応じて必要な規格について取得するものとする。 消防防災用制御盤 (一財)日本消防設備安全センターの認定証票が貼付されたもの

試験名 計測項目 キュービクル式配電盤 評価名簿登載品

通常状態での試験（常態試験） 硬さ、比重、引張強度、伸び 高圧スイッチギヤ（CW形） 評価名簿登載品

熱老化試験 熱老化前後での変化率（硬さ、比重、 高圧スイッチギヤ（PW形） 評価名簿登載品

引張強度、伸び） 高圧機器 高圧交流遮断器 評価名簿登載品（★２）

圧縮永久ひずみ試験 圧縮による残留歪み 高圧進相コンデンサ 評価名簿登載品

製品検査 外観、寸法、性能 高圧限流ヒューズ 評価名簿登載品

　ただし、第三者による品質証明書類を提出し監督職員の確認を得た場合であっても、後に製品不良等が判明した場合に 高圧負荷開閉器 評価名簿登載品

受注者の契約不適合責任が免責されるものではない。 高圧変圧器（特定機器） 評価名簿登載品

高圧避雷器 評価名簿登載品

○本設計図、共通仕様書及 * 局部震度法による建築設備機器（水槽類を除く）の設計用標準水平震度（ＫＳ） 本表は建築物の構造体が鉄 電磁開閉器類 電磁開閉器、接触器 ★２の遮断器類の評価名簿登載メーカーの製品

　び標準図に記載されたも 耐震安全性の分類 筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造、鉄骨造のもの 絶縁監視装置 高圧回路の絶縁監視装置 評価名簿登載品

　のの他は営繕工事におけ 設　置　場　所 ※　特定の施設 ・　一般の施設 に適用する。 　　 低圧回路の絶縁監視装置 評価名簿登載品

　る耐震性強化指針 重要機器 一般機器 重要機器 一般機器 上層階は、2～6階建の場合 蓄電池 ベント形据置鉛蓄電池 評価名簿登載品

　による。 上層階、屋上及び塔屋 2.0 (2.0) 1.5 (2.0) 1.5 (2.0) 1.0 (1.5) は最上階、7～9階建の場合 制御弁式据置鉛蓄電池 評価名簿登載品

中間階 1.5 (1.5) 1.0 (1.5) 1.0 (1.5) 0.6 (1.0) は上層2階、10～12階建の 据置ﾆｯｹﾙ･ｶﾄﾞﾐｳﾑｱﾙｶﾘ蓄電池 評価名簿登載品

そ １階及び地下階 1.0 (1.0) 0.6 (1.0) 0.6 (1.0) 0.4 (0.6) 場合は上層3階、13階建以 ｼｰﾙ形ﾆｯｹﾙ･ｶﾄﾞﾐｳﾑｱﾙｶﾘ蓄電池 評価名簿登載品

（注）（　　）内の数値は防振支持の機器の場合に適用する。 上の場合は上層4階。 直流電源装置 消防設備用 蓄電池設備認定委員会の認定証票が貼付されたもの

* 局部震度法による水槽類の設計用標準水平震度（ＫＳ） 中間階は、地下階、１階を除 交流無停電電源装置 簡易型を除く 評価名簿登載品

耐震安全性の分類 く各階で上層階に該当しない 自家発電装置 (一社)日本内燃力発電設備協会の認定証票が貼付されたもの

設　置　場　所 ※　特定の施設 ・　一般の施設 もの。（平屋建は１階と屋上で 太陽光発電装置 ﾊﾟﾜｰｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅ及び系統連系保護装置 評価名簿登載品

の 重要機器 一般機器 重要機器 一般機器 構成され中間階はなし） 通信設備 構内交換装置 交換機、主装置、電話機 (一財)電気通信端末機器審査協会の認定表示があるもの

上層階、屋上及び塔屋 2.0 1.5 1.5 1.0 設置場所の区分は機器を支 監視カメラ装置 評価名簿登載品

中間階 1.5 1.0 1.0 0.6 持している床部分にしたがっ 自動火災報知装置 感知器、発信器、中継器、受信機 日本消防検定協会の検定合格証票が貼付されたもの

１階及び地下階 1.5 1.0 1.0 0.6 て適用する。 自動閉鎖装置 連動制御盤、自動閉鎖装置 (一社)日本火災報知機工業会、（一社）日本シャッター・ドア協会及び日本防排煙

他 *　重要機器 水槽類にはｵｲﾙﾀﾝｸ等を含む。 工業会の自主評定マークが貼付されたもの

受変電設備機器、自家発電設備機器、 危険物関係機器、 　火気使用機器、（除、ガス瞬間湯沸器等） 非常警報装置 ベル、表示灯、起動装置 日本消防検定協会の検定合格証票が貼付されたもの

直流電源機器、通信機器、電話交換機器、 危険物用防災機器 　第１種圧力容器、高圧ガス機器、油槽類 非常放送 消防設備用 日本消防検定協会の認定合格証票が貼付されたもの

給水装置、排水装置、重要な空調 避難用機器、 　１０５ｋＷ以上の冷凍機、冷却塔、貯湯槽 ガス漏れ警報装置 受信機、中継器 日本消防検定協会又は高圧ｶﾞｽ保安協会の検定合格証票が貼付されたもの

熱源機器、中央監視制御機器 防災機器 　大型水槽類、特殊ガス容器等 検知器 (一財)日本ガス機器検査協会の認証を受けたもの

* 上記の他、上記を機能させるために必要な補器類、施設特性により重要とされるもの及び特に指定するもの。（　　　　　　　　）  または高圧ガス保安協会の検定合格証票が貼付されたもの

中央監視制御装置 評価名簿登載品

○特定建設資材の再資源化等 サージ保護デバイス 低圧用SPD 評価名簿登載品

　建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律{(平成12年法律第104号)以下｢建設リサイクル法｣という。｝に基づき、特定建設資材の分別解体等及び再資源化 注）本工事に使用する資材・機材は、上表によるほか、令和4年版国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の各標準仕様書、工事特記仕様書、

等の実施について適正な措置を講ずることとする。 　　図面で指定された品質、性能を有するもの及び以下のものとする。

　なお、本工事における特定建設資材の分別解体等・再資源化等については、別表1又は2、及び3の積算条件を設定しているが、工事請負契約書の「解体工事に 1） (一社)公共建築協会の「建築材料・設備器材等品質性能評価事業」により評価を受けた建築材料・設備機材等（「評価名簿登載品」という）。

要する費用」等に定める事項は契約締結時に発注者と受注者の間で確認されたものであるため、発注者が積算上条件明示した別表の事項と別の方法であった ただし、評価書の「納入地区及びアフターサービス地区」に当該工事場所が含まれる場合に限る。

場合でも変更の対象としない。ただし、現場条件の変更等、受注者の責によるものではない事項については、この限りでない。また、受注者は、特定建設資材の 2） (一財)ベターリビングが認定した優良住宅部品（ＢＬ部品）。ただし、現場においてＢＬマーク表示が確認できるものに限る。

分別解体等･再資源化等が完了したときは、建設リサイクル法第18条第１項に基づく報告として、監督職員に「再資源化等報告書」を提出すること。 3） その他、各標準仕様書の仕様規定及び試験方法に適合することが証明書等で確認でき、監督職員の承諾を得られたもの。

｢再資源化等報告書｣は、建設企画課のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞhttps://www.pref.aichi.jp/soshiki/kensetsu-kikaku/kenchiku-kijyun.html[建築工事事務の手引･関連様式]から入手 （定期的なメンテナンスが必要になる機材については、メンテナンス（アフターサービス）の体制についても監督職員に承諾が得られること。）

可能。(注)別表4については積算上の条件明示であり、処理施設を指定するものではない。なお受注者の提示する施設と異なる場合においても、設計変更の対象とし

ない。 　なお「評価名簿登載品」は、(一社)公共建築協会の「建築材料・設備器材等品質性能評価事業」の評価書の写しを提出することにより、

その評価を受けたこと及びメンテナンスの体制があることについて証明することができる。

* 別表１　建築物に係る解体工事

 ・ 建築設備、内装材等 ※ 手作業 ・ 手作業と機械作業の併用

 ・ 屋根ふき材 ※ 手作業 ・ 手作業と機械作業の併用

 ・ 外装材、上部構造部材 ・ 手作業 ※ 手作業と機械作業の併用 名称

 ・ 基礎、基礎ぐい ・ 手作業 ※ 手作業と機械作業の併用 衣浦東部広域連合非常用発電機等改修工事(週休２日)
 ・ その他（　　　　　） ・ 手作業 ・ 手作業と機械作業の併用

図面Ｎｏ. 縮尺 年・月

電気設備　特記仕様書　６/６ E-06 NS R8.02

No.6a No.6b

衣 浦 東 部 広 域 連 合

・ 有　　・ 無

・ 有　　・ 無

・ 有　　・ 無

・ 有　　・ 無

・ 有　　・ 無

備　　考

工
程
毎
の
作
業
内
容
及

び
解
体
方
法

工　　　程 作業内容 分別・解体等の方法

・ 有　　・ 無

・ 有　　・ 無

・ 有　　・ 無

・ 有　　・ 無

・ 有　　・ 無

2024年10月1日改定

項　　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項

・ 有　　・ 無

廃棄物の種類 施設の名称 所　     在　     地

電  気  設  備  工  事  指  定  資  材

工
程
毎
の
作
業
内

容
及
び
解
体
方
法

工　　　　程 作業内容 分別・解体等の方法

・ 有　　・ 無

工
程
毎
の
作
業
内
容

及
び
解
体
方
法

工　　　　程 作業内容 分別・解体等の方法

・ 有　　・ 無

・ 有　　・ 無

・ 有　　・ 無

・ 有　　・ 無

・ 有　　・ 無

備　　考 項　　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項
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１
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３１

ＰＧ ＰＧ
２

ＬＧ ＬＧ

ＣＲ＝Ｗ６００ＳＵＳ蓋付（セパレータ付）
コンクリート架台取付

Ｋ
３

Ｓ－７Ｃ－ＦＢ（ＦＥＰ３０）ＣＡＴＶ

　　　（ＦＥＰ６５）×４ 電話 他

引込柱

３Φ３Ｗ６６００Ｖ
１００ﾟ（ＦＥＰ３０）１００ﾟ（ＦＥＰ３０）５．５ﾟ（ＦＥＰ３０）５．５ﾟ（ＦＥＰ３０） １４ﾟ（ＦＥＰ３０）

３．５ﾟ

ＥＤ×２

５．５ﾟ×２

（ＴＥＬ・ＣＡＴＶ）

Ｅｔ

１．３ＫＷ
浄化槽制御盤

通信鉄塔

1

公道

発電機

６００Ｌ燃料タンク

６ＫＶ
Ｈ Ｌ

４

ＣＶ３．５ﾟ－３Ｃ（ＦＥＰ３０）外灯

屋外キュービクル

４
Ｐ Ｋ

３

注）１）記入なき既設配管配線は下記とする
３．５ﾟ

ＣＶ３．５ﾟ－２Ｃ（ＦＥＰ３０）

    ２）   既設ハンドホール

６００×６００×９００ 中耐蓋６００φ

３）撤去機器及び配線は下記とする

撤去機器を示す

配線のみ撤去を示す

配管配線撤去を示す

公道

CR切断

配電盤２次側より外し新設配電盤２次側へ接続とする

接地線及び配管は接地端子より外し新設接地端子へ接続とする

E 07

Ｌ－１

工事場所

　案内図 刈谷市小垣江町西高根204-1

※機器基礎・樹木伐採及びﾌｪﾝｽ撤去は別図参照とする。

注意事項

1. 本設計図書は本工事の概要を示すもので、工事着手前に現場を十分に調査し遺漏なく施工を行うこと。

   認められる事項については、監督職員と協議すること。

3. 施工に先立ち施工計画書を提出し、監督職員の承諾を得るものとする。

   また、疑義のある場合は事前に監督職員と打合せを行い、その指示に従うものとする。

2. 本設計図書に示す改修範囲において特記なき事項について、技術上･外観および本工事完成に必要と

4. 工事の施工にあたっては、施設管理者及び監督職員と協議し、施設の運営または行事に支障なきよう

5. 本工事は施設内での作業であることから、図面記載事項を遵守することは勿論、

   災害・公害防止に留意し、資材の運搬等に関わる車輛の運行等については特段の注意をはらうこと。

   また、工事用資材の集積は指定された場所に集約し、安全を確保すること。

6. 官公庁への届出は、本工事にて行うものとする。

   適切な処理を行うこと。

7. 工事で発生した廃棄物は、建設リサイクル法・廃棄物の処理及び清掃に関する法律を遵守し

8. 執務室等通常業務に支障がある部屋については基本的に土日工事とし、事前に施設管理者と十分に

   協議し施工とする。

　 衣 浦 東 部 広 域 連 合

屋外灯

×１ H21S2

改修前　　電気設備　配置図･案内図

10

20

25 35

38

Ｈ２１Ｓ２ Ｔ
２０２

ＥＤ

12

ＥＤ
２０１

Ｔ

刈谷消防 南分署

　衣浦東部広域連合事務所非常用発電機等改修工事 (週休２日)

(LED更新済み)

   工程及び作業方法に配慮し、仮設計画図で定めた工程により停電の影響を最小限とすること。
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外構平面図 　改修後　 　 　1：150

6800

消防通信施設

掲示板

縮尺図面No図 面 名

工 事 名

A3:A2×70.7%

備
 
 
 
考 1/150

1,
60
0

保有空地ﾗｲﾝ(3.0m)
自転車置場

既設浄化槽 身障者駐車場

送油ﾎﾟﾝﾌﾟ制御盤

既設浄化槽制御盤

以降 平面図参照

CR
 W

=6
00

-W
P(

SU
S製

)

既
設

CR

PG
100

P K
4 3

(FEP 40),(FEP 30) 既設ｹｰﾌﾞﾙ入線

既設管路(FEP)を接続

P

ﾌｪﾝｽ
105

以降 ２階平面図参照
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(FEP100)×2,(FEP 30)×3

P
106105

L

　 衣 浦 東 部 広 域 連 合

④ ③ ② ①

系統図参照
601 103
Ｈ Ｌ

H2-9(R2K-60)

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄＵ形 360A

既設 構内柱

改修後　　電気設備　配置図・１階平面図

燃料槽 H=2,700 (5,000L 軽油)

　衣浦東部広域連合事務所非常用発電機等改修工事 (週休２日)

返油管･送油管収納 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄＵ形 360A

年・月

R8.02
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２階平面図　　　1/150

 断　面　図 　　1/150

書庫
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事務室

消防長室

 応接室
　 兼

縮尺図面No図 面 名

工 事 名

A3:A2×70.7%

備
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1/150

給油管･返油管 CR (Z35-400B)

PG
100 105 101

L K

CR (Z35-400BS)

E 09改修後　　発電機設備　２階平面図

　衣浦東部広域連合事務所非常用発電機改修工事 (週休２日)

註記) 1.記載の手すりから機器までの距離は、機器外面～手すり間の有効寸法を示す。

点検歩廊用手すり(中さん付) H=850以上(歩行面より)

2,
80

0

排気
排風

給気

防油堤 2,
60

0

85
0

3,
00

0

点検歩廊：有孔鋼板(H60・1.6t)敷き 点検歩廊用手すり(中さん付) H=850(歩行面より)

1,700

1,
44

0
2,

50
0

油庫

3,000

600

1,
28

0

1,000

昇降用架台(３段ｽﾃｯﾌﾟ)

非常用発電機

5,235260

3,290

3,000

4,205

3,
00

0
1,

20
6

3,0001,000

消火器収容ﾎﾞｯｸｽ
(ABC 10型 ２本)

4,
29

4

照明ﾎﾟｰﾙ取付用架台

　 衣 浦 東 部 広 域 連 合

危険物表示版

年・月
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縮尺図面No 年・月図 面 名

工 事 名

A3:A2×70.7%
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広角　指針付

広角

広角

広角

油入自冷式

油入自冷式

高圧気中負荷開閉器

避雷器

計器用変成器

計器用変圧器

計器用変流器

電圧切替器

電流切替器

過電流継電器

高圧負荷開閉器

高圧真空遮断器

変圧器

断路器

電力量計

電力計

周波数計

電圧計

試験端子

地絡方向継電器

直列リアクトル

進相コンデンサ

低圧漏電継電器
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 CTT・PTT

　　２　配線用遮断器は変圧器容量に応じた遮断容量を有すること

警報盤に一括故障表示註記）１

ＭＣＣＢＭＣＤＴ 双投形電磁接触器
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E 10改修後　　受変電設備　単線結線図
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　 衣 浦 東 部 広 域 連 合　衣浦東部広域連合事務所非常用発電機等改修工事 (週休２日)



縮尺図面No 年・月図 面 名

工 事 名

A3:A2×70.7%

備
 
 
 
考 1/40

センサーが検知した場合

緊　急　停　止

始動失敗

緊急停止押釦を押した時

動　作　状　態 警　　　報 エンジン停止

油　圧　低　下

水 温 上 昇

過　　電　　流

項　　　　目

始　動　渋　滞

過　　回　　転

遠方出力

燃料油最低油量
燃料小出槽より信号が

発信された場合 故障

一括漏　　　　　油

※充電器故障：充電電圧低下時、再投入(3回)後、復帰できない場合（CMUによる検知）

燃料小出槽油面低下

燃料小出槽油面上昇

主燃料槽油面低下

燃料小出槽より信号が

発信された場合

燃料小出槽より信号が

発信された場合

主燃料槽より信号が発信

された場合

充電器が故障した場合充 電 器 故 障(※)

遮断器ﾄﾘｯﾌﾟ

49±20kPa以下

105±2℃以上

115

115±５％　以上

0

-5 %　　以上

　保護・警報

周　　波　　数

容　　　　　量

電　　　　　圧

相　　　　　数

力　　　　　率

形　　　　　式

耐 熱 ク ラ ス

極　　　　　数

回　転　速　度

名　　　　　称

冷　却　方　式

始　動　方　式

使　用　燃　料

燃 料 タ ン ク 

燃 料 消 費 量

蓄　　電　　池

充　電　方　式

用　　　　　途

規　　　　　格

設　置　場　所

据　付　条　件

発

電

機

エ

ン

ジ

ン

６０Ｈｚ

３００ｋＶＡ

２２０Ｖ

３相３線式

０．８（遅れ）

開放保護，自己冷却，自励式，三相交流発電機，ブラシレス形

１８０（Ｈ）

４Ｐ

１８００ｍｉｎ

ラジエータ冷却式

セルモータ始動式

ＳＡ６Ｄ１２５

軽油

（別置式）

６８．０Ｌ／ｈ

１２Ｖ－１００Ａｈ（数量：２個）ＵＰ３００－１２Ｒ形

自動充電方式

非常用予備電源（消防認定品）

ＪＩＳ，ＪＥＣ，ＪＥＭ，電気設備技術基準，消防法

屋外定置式

仕　　　　　　様　　　　　　書　　諸　　　元

機　　　　　種 長時間形（ＰＸ－３３０ＫＳＲ（Ｂ））・７２時間連続運転仕様　　

形　　　　　式 水冷４サイクル，頭上弁式，直接噴射式

定　格　出　力 ２８４ｋＷ／１８００ｍｉｎ

メ　ー　カ　ー コマツ

－１

－１

周囲温度 ： ―５～４０℃　　 周囲湿度 ：８５％以下　　 標高 ： １５０ｍ以下

運　転　方　式

始　動　時　間

発

計器類発電機側

計器類

騒　　音　　値

シーケンス制御による全自動運転方式

盤面スイッチによる手動運転方式併用，定期保守運転付

停電より負荷投入まで４０秒以内

閉鎖形（搭載）

自動始動装置，保護装置，励磁装置，主回路開閉器，計測装置，自動充電器

機側１ｍ周囲４点平均において約８５ｄＢ（Ａスケール）

側

電 盤機 構 成

形盤機電 式発

エンジン

交流電流計，交流電圧計，直流電圧計

質　　　　　量 静荷重：約４５００ｋｇ，運転時総荷重：約５１２０ｋｇ

そ　　の　　他 キュービクル～溶融亜鉛メッキ鋼板使用，ベース～溶融亜鉛メッキ処理

潤滑油温度計，潤滑油圧力計，冷却水温度計

燃 料 小 出 槽 ９５０Ｌ，鋼板製，屋外油庫式，燃料返油ポンプ（安全増防爆構造）付

器

機

属

付
主　燃  料  槽

屋外自立型，ＳＵＳ製

（レベルメータ，燃料給油ポンプ，燃料移送ポンプ，ローリーアース付）

給油口ﾕﾆｯﾄﾎﾞｯｸｽ

吸気

排気

自動シャッター 排風ダクト 消音器カバー 吸気ダクト

排風

(M20アンカーボルト)

8-φ28穴燃料送油口15A

JIS10kフランジ

燃料返油口15A

JIS10kフランジ

IN

OUT

燃料

搬送用吊金具

4-φ40穴

鍵付防水ハンドル

A-316-2

監視窓

キュ－ビクル板厚：全て2.3mm

材質：溶融亜鉛メッキ鋼板

排気出口管

200A

（30％）UT,VT,WT
擬似負荷接続端子

-160Hz 1800min

3C3W 220V

300kVA

V

V

0～50V

～

AVR

J,K

0～300V

制御回路

充電器
PB,NB

DC24V

バッテリー

400VA

R1,T1

P2,P3,P4

F

F

F

-

30AF/15AT

MCCB2

30AF/15AT

MCCB3

A

CT

51G

1000/5A

0～1000A

～

100kA

1000AF/1000AT
MCCB1

30AF/15AT

MCCB4

商用電源より

三相負荷へ

U1,V1,W1

R,T

ＡＣ３C２２０Ｖ

ＡＣ－ＧＣ３C２２０Ｖ

直流電圧計
-
Ｖ サ―マルリレ―５１Ｇ

停電検出器２７

～
A 交流電流計

ＡＶＲ

MCCB4

MCCB2

MCCB3

充電器出力用遮断器

充電器入力用遮断器

常時予熱用遮断器

MCCB1 主回路用遮断器

記号 名     称

Ｆ

ＥＸＧ

ＡＣＧ ヒュ―ズ

自動電圧調整器

励磁用発電機

三相交流発電機

名     称記号名     称記号

～
Ｖ ＣＴ 計器用変流器交流電圧計

 S:1/40

 S: N S

　発電装置　外形図 (参考)

原動機 自動始動発電機盤 電源切替盤 (受変電設備に含む)

発電機

2
8
0
0

2
3
0
0

5495

955

45

3290

295 900 900 900 295

945 260

1110

1190

1206

Ｒ
87
0

Ｒ
870

Ｒ870
Ｒ870

5495

1
20
6

５０００Ｌ，鋼板製，屋外タンク(円柱型)

1.5kＷ

冷却水ヒーター

エンジン

電装品回路

ACG

PMG

EXG

27

E 11改修後　　非常用発電装置　仕様書・外形図

　 衣 浦 東 部 広 域 連 合　衣浦東部広域連合事務所非常用発電機等改修工事 (週休２日)

R8.02

　単線結線図（参考） S: N S　機器仕様・警報リスト（参考）



縮尺図面No 年・月図 面 名

工 事 名

A3:A2×70.7%

備
 
 
 
考 ＮＳ

特性等

(1)

(2)

対象負荷機器

様式　 　のとおり

発電機   　特性

xd'g

=

△E

=

KG3

=

KG4

=

ηg =

(3) 原動機   　特性

ａ

=ε

=γ

=

(4) 負荷機器

**D =

**d =

自家発電設備

(1)

(2)

種　　類

形式番号

(3) 発電機出力

定格出力

定格電圧

定格力率

極　　　数

定格周波数

定格回転速度

(4) 原動機出力

原動機の種別

定格出力

定格回転速度使用燃料

(5) 整合比

0.150

1.000

1.000

屋外用キュービクル式長時間形

PX-330KSR(B)

220

0.800

4

60

ディーゼル機関(長時間形)

-2

kVA

V

極

Hz

min

kW

min

{           PS}

-1

-1

様式-2   　　<最大最終>

自家発電設備出力計算シート（負荷表）

番

号 負荷機器名称

消

防

設

備

記

号

台

数

算  出

換算

入出力

kW

kVA

mi(kW)

出力

始制

動御

方方

式式

グ

ル

プ

単相負荷(kW)

R-S S-T T-R

分負荷

相当
M2の

<A>

M3の

<B>

M'2の

<C>

M'3の

<D>

負荷出力合計値 K =

<A>:=ks/Z'm×mi

<A>の値

が最大と

なる

mi=M2=

出力

Mp(kW)

<B>の値

が最大と

なる

mi=M3=

選定 選定 選定 選定

<C>の値

が最大と

なる

mi=M'2=

<D>の値

が最大と

なる

mi=M'3=

選

定

最大値 : A=

次の値 : B=

最小値 : C=

<C>:={ks/Z'm×cosθs-(ε-ａ)×d/ηb}×mi<B>:={ks/Z'm-d/(ηb×cosθb)}×mi <D>:=(ks/Z'm×cosθs-d/ηb)×mi

（ただしエレベーター負荷のときは、各式にUv/nを掛けた値とする。）

需

要

率

di

様式-3   　　<最大最終>

自家発電設備出力計算シート（発電機）

RG1

RG2

RG3

RG4

RG

発電機計算出力 G' 発電機定格出力 G(kVA) (kVA)

備　考：GはG'の値の95％以上の値とする。

RG1

RG2

RG3

RG4

RG

エレベーター

1

ηL
= ×

1
=

1
× × ×

1
=

△P + - 2 × =

u =
(

=
( - )

=

Sf 1 +
K

△P
+ ( )

22

= )  × ( 1 - 3 ×+ (1 +
2

+ 3 ×
2

)   =

( )

=
△E

( 1 - △E )
× xd'g × 

ks

Z'm
×

K

M2

( 1 -
= × ×

)
× =

fv1
=

KG3
× {

d

(ηb
× ( 1 -

K

M3
) + × }

× {=
( )

× ( 1 - ) + × }
×

=

1
=

K
×

1

KG4
× (H

2

ηi×cosθi

Ai
)

2

× (×
2

)  + (

※ Σ (

2

R6i

ηi
} + {

2

}
2

- ) × ( 1 - 3 × + 3 ×
2

)=

RG< > =

=

RG1,RG2,RG3,RG4のうち最大値

G' = RG × K = ×  = G =

0.800

無 0

0.927

0.150
47.49

1 1

300.03

K

△P

Z'm

ks

K

M3

1.000

D × Sf ×

= A + B - 2C =

= × ( 1 - 3u + 3u )

A - C )

Σ -
Ci

ηi×cosθi
× ( 1 - 3u + 3u )

2

× cosθb)

- RAF +( ×Σ

× hki

× cosθi
× hph

2)

H = hb ×

+
Bi

ηi×cosθi
Σ

=

Σ ( )
R3i × hki

ηi × cosθi
{ )

定常負荷出力係数

許容電圧降下出力係数

短時間過電流耐力出力係数

許容逆相電流出力係数

様式-4　　   <最大最終>

自家発電設備出力計算シート（原動機、整合）

RE1

RE2

RE3

RE

備　考：EはE'又はE*の値以上の値とする。

原動機計算

出力　　E'

整　合

原動機定格

出力　　E

RE1

RE2

RE3

RE

E = (kW)

自家発電設備の出力

1

ηg
= )

ηL

1
) )

1
×

1
)

=
1

ε
×

fv2

ηg'
× ε -

d

ηb
×

Z'm

ks
× cosθs

K

M'2
}

=
1

× -× )

=

=
γ

1
×

ηg'

fv3
×

ηb

d
×

Z'm

ks
× ×cosθs })

K

M'3

= × × × × }) ×

=

= > = RE1,RE2,RE3のうち最大値

E' = RE × K = ×  = (kW)

MR' = × =
G

E' ηg × =
×

MR' = E* =

MR  =

G  = (kVA) 力率 =
E = (kW)

1

1

0.800

260.90

0.800 ディーゼル機関(長時間形)

K

M'3

( × D × ( = ( × ( =

{ ( a ) × ( ×

{ ( ×

{ ( 1 - +

{ ( 1 - +

RE<

× cosθg

(PS)

(kW)

1 -
M'2

K
) +

( 1 - )×

+ × × }

定常負荷出力係数

許容回転速度変動出力係数

許容最大出力係数

軽油

1

32.00 0.00

様式-1   　　<最大最終>

1.000

単

1.500

1.500

0.250

0.250

0.250

0.250

0.920

0.920

0.920

0.800

0.800
0.800

1.100

1.100

0.200

0.200

300.0

300.0

300.0

300.0

1,800

1,800

284.0

284.0

284.0

386.2

386.2

1.088

1.088

100.00

1.60 1.60

1.60

100.00

100.00

33.33 0.00

33.33

0.00

0.00 0.00

33.33

33.33

33.33

33.33

33.33 33.33

33.33

0.863

1.449

1.449

1.000

0.140

0.140

1.000

1.000

1.000

1.000

1.000

0.363
0.363

0.863

0.863

0.863

0.831

0.863

0.499

0.499

1.449 1.449

1.449

1.260
1.260

0.874

0.874

1.000

1.000
0.700

1.000

1.225

1.225

1.236

1.236

1.260 1.260

1.260 260.90

260.90
1.000

1.000

207.10 207.10

207.10

207.10

207.10

207.10

207.10

207.10

1.000

1.000

1.000

1.000 1.000

1.000 1.000

1.000

1.000

1.000

1.000

33.33 33.33

1.60 100.00 1.60

100.00

207.10

1.60

207.10

**：1.000未満の場合は，消防設備用出力算定には使用できません。

P-1  1 40.90VFO 0.00 0.00 0.00 8.92 4.640.0040.90-

自　家　発　電　設　備　出　力　計　算　書

23003-4

40.90

2 単 P-1  1 20.00VFO 0.00 0.00 0.00 4.37 2.020.0020.00-20.00

3 単 直流電源装置  1 8.60RF3 0.00 0.00 0.00 4.79 0.828.60-

4 単 CVCF  1 40.00CV3 0.00 0.00 0.00 10.75-36.00

5 単 CVCF  1 40.00ACF 0.00 0.00 0.00 -

6 単 浄化槽  1MLO 0.00 0.00 0.00 9.43 6.89 6.1511.43L -

7 単 スコットトランス  1 100.00P1 100.00-100.00

1.60 1.60

0.00

8.60

33.33 33.33 33.33

12.65

-13.79

-27.89

-6.09

-20.3727.78-26.84

40.0036.00

1.96

-5.21

1.60

100.00

0.250

△P

cosθg 0.863

207.10

207.10207.10

1
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改修後　　非常用発電装置　出力計算書
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縮尺図面No図 面 名

工 事 名

A3:A2×70.7%

備
 
 
 
考 ＮＳ

既設ｷｭｰﾋﾞｸﾙ 姿図　(参考)

変電設備

１ ５４２ ３

８００ ８００ １０００ ８００

２
３
７

０

４２００

８００

1
3
0
0

ＦＪ

ＦＪ

発電機

5
5
0

1
1
0
0

5
5
0

600 600 600

2
5
0
0

6
0
0

2100 1500 2700

1600

６００Ｌ燃料タンク

燃料モドリ管１５Ａ　ＳＧＰ

燃料入口管１５Ａ　ＳＧＰ
Ｕ－２４０　Ｕ字溝

三槽式油分離槽

既設発電機周り概要図　(参考)

※函体及び機器は全て撤去･処分とする(基礎は残置)。

既設受変電設備　単線結線図

Ｉ ＞

＞Ｉ

Ｖ

Ｖ

Ｗｈ

＞Ｉ

Ｖ

Ｆ

Ａ

＞Ｉ Ｉ ＞

３Φ　３Ｗ　６６００Ｖ　６０ＨＺ

ＳＯＧ　
７．２ＫＶ
２００Ａ
ＬＡ付

ＥＡ

ＴＣ

ＶＣＴ

ＤＧＲ

ＡＣ　１００Ｖ

ＣＨ

６ＫＶ
Ｈ

３Ｐ　ＤＳ　７．２ＫＶ　４００Ａ

ＰＦ Ｆ ＰＴＴ

ＰＴ×２

ＴＣ

ＣＴＴＣＴ×２

ＯＣＲ×２

ＶＳ

ＡＳ

ＴＲ１Φ３Ｗ

７．２ＫＶ　１００ＫＶＡ

ＬＢＳ　２Ｐ

６６００／

ＰＦ　４０ＫＡ　

２１０－１０５Ｖ

１００ＫＶＡ

△

ＬＧＲ

ＣＴ×２

ＡＳ

ＶＳＦ

ＬＧＲ

ＴＲ３Φ３Ｗ

６６００／２１０Ｖ△

１５０ＫＶＡ

ＬＢＳ　３Ｐ

ＰＦ　４０ＫＡ　

７．２ＫＶ　２００ＫＶＡ

ＡＳ

ＶＳＦ

ＣＴ×２

（
Ｋ

Ｖ
Ａ

）

（
Ｋ

Ｖ
Ａ
）

ＦＶＳ

ＡＳ

ＣＴ×２

Ｆ ＶＳ

ＣＴ×２

ＡＳ

ＬＧＲＬＧＲ

△

ＴＲ３Φ３Ｗスコット

６６００／２１０－１０５Ｖ×２

ＭＣＢ　３Ｐ

２０ＫＶＡ

１００／１００Ａ

△

ＥＦ

Ｒ４１

ＡＶＲ

Ｄ４１Ｒ

９０Ｒ

４１Ｉ
ＤＣ電源

Ｆ／Ｖ（　　　リミッタ付）
１２／１４Ｌ

Ｖ

Ｕ

ＧＳＧＳ

Ｌ

Ｌ

Ｍ
ＰＧ

符
号

名
　
　
　
　
称

容
　

　
量

幹
線

サ
イ
ズ

Ｐ
Ａ
Ｔ

Ａ
Ｆ

Ｍ
Ｃ
Ｃ
Ｂ

１Ｐ
Ｇ

Ｐ
Ｇ ２Ｌ Ｌ１ ２ １Ｌ
Ｇ

Ｌ
Ｇ ２ ３Ｌ
Ｇ

Ｐ
Ｇ ３４Ｌ

ＫＷ ＣＯＳφＩ＞

ＶＣＢ
７．２ＫＶ
６００Ａ
１２．５ＫＡ

ＥＡ

６ＫＶ　ＣＶＴ３８°　

１

４

低圧動力盤低圧電灯盤　

高圧受電盤

２７

非　常　用　発　電　機

３Φ　３Ｗ　６０ＨＺ　２２０Ｖ　　１３０ＫＶＡ以上

ＥｔＥｔＥＤＥＢＥＡ

ＥＴ

接地端子盤

ＤＡ ＤＡ

ＳＲ６％

ＬＢＳ　３Ｐ

７．２ＫＶ　１００Ａ

ＰＦ　４０ＫＡ　　　

ＳＣ３Φ　　５０ＫＶａｒ

△

△

３

ＤＡ

Ｖ

ＤＡ

Ｖ

２

コンデンサー盤

（
Ｋ
Ｖ
Ａ
）

充電器

ヒ
｜
タ
｜

ＥＦ
Ｖ

ＭＣＣＢ

ＡＣＴ
５１Ｇ

８４

Ｈｚ

ＭＣ－ＤＴ４００Ａ

５

６

ヨ
ビ

ヨ
ビ

３
２
０
０

２
２
５

３
１
０
０

１
０
０

２
０
０

２
２
５

３
ヨ
ビ

Ｌ
－
１

４
４

Ｃ
Ｖ
Ｔ
１
５
０
°

３
２
２
５

２
２
５

Ｃ
Ｖ
Ｔ

１
０
０
°

３
２
２
５

２
０
０

Ｌ
－
２

２
３

２
Ｓ
Ｏ
Ｇ

Ｃ
Ｖ
５
．
５
°

　
５
０

　
２
０

２
　
５
０

　
２
０

盤
内

７４ＫＶＡ

発
電
機
盤

３
４
０
０

４
０
０

２
０

６
８
．
６
Ｋ
Ｖ
Ａ

（
Ｋ

Ｗ
）

Ｐ １ Ｐ ４

ヨ
ビ

ヨ
ビ

３ ３

２
２
５

２
０
０

２
２
５

２
０
０

３
Ｐ
－
１

４
２

Ｃ
Ｖ
Ｔ
１

０
０
°

２
２
５

２
２
５

浄
化
槽

Ｃ
Ｖ
８
°

３
　
５
０

  
３
０

６３．３ＫＷ＋６８．６ＫＶＡ

Ｃ
Ｖ
Ｃ
Ｆ

２
２
５

４
０

Ｃ
Ｖ
Ｔ
６
０
°

３
１
２
５

直
流

電
源

装
置

（
４

８
Ｖ

）
３

８
．
６

Ｃ
Ｖ
Ｔ
１

４
°

  
５
０

  
４
０

Ｐ
－
１

３
２
０
Ｋ
Ｗ

Ｃ
Ｖ

Ｔ
３
８
°

２
２
５

１
２
５

２０ＫＷ＋４８．６ＫＶＡ

Ｌ
－
１

３
　
９

Ｃ
Ｖ
Ｔ
２
２
°

１
０
０

１
０
０

３
  
５
０

  
５
０

３
Ｌ
－
２

　
４

Ｃ
Ｖ

Ｔ
１
４
°

　
５
０

　
５
０

直
流電

源
装置

（１
３

．８
Ｖ

）
Ｃ

Ｖ
Ｔ
１
４
°

３
  

７
．

０
２

  
５
０

  
４
０

９ＫＶＡ １１．０２ＫＶＡ

５

発電機盤

ヨ
ビ

  
１
．
３

Ｌ ６５Ｌ
発
電
機

引
込
柱
防

犯
灯

発
電
機

Ｃ
Ｖ
５
．

５
°

Ｃ
Ｖ
５
．
５
°

Ｃ
Ｖ
３

．
５
°

　
２
０

　
５
０

２

　
２
０

　
５
０

２

　
２
０

　
５
０

２

50A50A 50A

32
A

※機器･配管･防油堤･基礎及び分離槽は全て撤去･処分とする。
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既設受変電設備　単線結線図

　衣浦東部広域連合事務所非常用発電機等改修工事 (週休２日)
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101 102 103

縮尺図面No 年・月図 面 名

工 事 名

A3:A2×70.7%

備
 
 
 
考 ＮＳ

１Ｆ

２Ｆ

屋外キュービクル

ＯＡ

ＯＡ

Ｌ－１

Ｋ－１

１
Ｌ ＬＧ

１ ２
ＫＫ

１

ＣＶＣＦ

２
ＰＧ

ＳＯＧ

ＶＣＴ

６ＫＶ
Ｈ

４
Ｌ

ＤＧＲ

（４８Ｖ）

（ＷＤ ８００×２００×３２００）

ＰＧ
Ｍ ５

Ｌ
６
Ｌ

２
Ｋ

直流電源装置直流電源装置
（１３．８Ｖ）

ＬＧ
３１

ＰＧ
Ｋ
４

５
Ｋ Ｋ

６
浄化槽制御盤

Ｋ
３４

Ｐ

Ｋ
３

１
ＰＧ ＰＧ

２
ＰＧ
３ １

ＬＧ
２

ＬＧ
３

ＬＧ

Ｌ
１

Ｌ
２

Ｋ
３

Ｐ
１ １

Ｋ Ｋ
２

ＣＲ＝Ｗ６００ＳＵＳ蓋付
コンクリート架台取付

耐火処理
ウェザーカバー（ＳＵＳ）

ＶＣＴ

ＳＯＧ

ＤＧＲ
浄化槽制御盤

（ＷＤ ８００×２００×３２００）

ＣＶＣＦ

Ｌ－１

１Ｆ

２Ｆ

ＯＡ
ＰＧＬＧＰＧ

ＬＬＧ

ＰＧ ＰＧ ＰＧ

Ｌ Ｌ Ｐ Ｋ Ｋ

新設キュービクル

ウェザーカバー（ＳＵＳ）

耐火処理

101 102 101 101

101 102 103

Ｈ

Ｌ

601
101 101

101 103 102

直流電源装置直流電源装置
（13.8V） （48V）

送油ﾎﾟﾝﾌﾟ制御盤

Ｐ

Ｐ Ｋ
４ ３

非常用発電機

CR W=600-WP(SUS製)増設 架台共

改修前　幹線系統図

改修後　幹線系統図

105 103

H2-9(R2K-60)

ＰＧ
100

ＰＧ
100

E 14

Ｌ－２

２
ＬＧＬ

２

Ｐ－１

３
ＰＧＰ

１

Ｌ－２

ＬＧＬ
102 102

Ｐ－１

ＰＧＰ
101 103

Ｋ－１

ＫＫ
101

Ｋ

Ｐ－１

ＳＯＧ

Ｌ－２

Ｌ－１

発電機

発電機

１
Ｌ

２
Ｌ

４
Ｌ

１
Ｐ

５
Ｌ

６
Ｌ

Ｍ
ＰＧ

ＰＧ
１

ＰＧ
２

ＰＧ
３

ＬＧ
１

Ｐ－１

Ｌ－１

ＣＶＣＦ

Ｌ－２２
ＬＧ

３
ＬＧ

Ｋ－１１
Ｋ

キュービクル

自家用発電機
Ｋ
２ Ｋ－１

Ｐ
４

Ｋ－１４
Ｋ

ＣＶＣＦ

浄化槽
Ｋ
３

ピット

ピット
Ｋ
５ Ｋ－１

ピット
Ｋ
６ Ｋ－１

引込柱

ＮＯ 自 至 幹線サイズ 地中配管ラック
改修前　幹線ケーブル リスト

キュービクル電灯盤

キュービクル電灯盤

キュービクル電灯盤

キュービクル電灯盤

キュービクル電灯盤

キュービクル動力盤

キュービクル動力盤

キュービクル発電機盤

キュービクル発電機盤

キュービクル発電機盤

キュービクル発電機盤

キュービクル発電機盤

キュービクル発電機盤

直流電源装置（48V）

直流電源装置（13.8V）

直流電源装置（13.8V）

 Ｋ－１ (ｹｰﾌﾞﾙ取外し)

 直流電源装置（48V）

 浄化槽 (ｹｰﾌﾞﾙ取外し)

 キュービクル発電機盤

 キュービクル受電盤 ６ＫＶ　ＣＶＴ３８ﾟ

ＣＶＴ１５０ﾟ

ＣＶＴ１００ﾟ

Ｅ３８ﾟ

Ｅ３８ﾟ

ＣＶ５．５ﾟ　－２Ｃ

ＣＶ５．５ﾟ　－２Ｃ

ＣＶ５．５ﾟ　－２Ｃ

ＣＶＴ１００ﾟ Ｅ３８ﾟ

Ｅ５．５ﾟ

ＣＶＴ２５０ﾟ Ｅ３８ﾟ

Ｅ１４ﾟＣＶＴ　６０ﾟ

ＣＶＴ  １４ﾟ

ＣＶＴ  ３８ﾟ

ＣＶＴ  ２２ﾟ

ＣＶＴ  １４ﾟ

ＣＶＴ　１４ﾟ Ｅ８ﾟ

ＣＶＶ　２ﾟ－２Ｃ

ＣＶＶ　２ﾟ－２Ｃ

ＣＶＶ　２ﾟ－２Ｃ

ＣＶＶ　２ﾟ－２Ｃ

ＣＶＶ　２ﾟ－２Ｃ

ＣＶＶ　２ﾟ－２Ｃ

ＣＶ８ﾟ－３Ｃ

Ｇ９２

Ｇ８２

Ｇ８２

Ｇ５４

Ｅ３９

Ｅ３９

Ｅ１９

Ｅ１９

Ｈ
６ＫＶ

非常用発電機

Ｅ１９

配線または配管配線撤去を示す配線のみ撤去を示す 配管配線撤去を示す

配 管

引込柱

ＮＯ 自 至 ラック 地中配管
改修後　幹線ケーブル リスト

Ｈ
601  キュービクル受電盤

ＳＯＧ

Ｌ－２

Ｌ－１

発電機

 キュービクル電灯盤

 キュービクル電灯盤

 キュービクル電灯盤

 キュービクル電灯盤
Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

ＰＧ
 キュービクル発電機盤

Ｐ－１

ＣＶＣＦ

 直流電源装置（48V）

 キュービクル発電機盤

 キュービクル発電機盤

 キュービクル発電機盤

ＰＧ

ＰＧ

ＰＧ

Ｌ－１

Ｌ－２

 直流電源装置（13.8V）

 キュービクル発電機盤

 キュービクル発電機盤

 キュービクル発電機盤
ＬＧ

ＬＧ

ＬＧ

Ｐ
 キュービクル動力盤 Ｐ－１

 キュービクル動力盤  浄化槽 (ｹｰﾌﾞﾙ再接続)４
Ｐ

101

102

100

105

101

102

103

101

101

102

103

 非常用発電機

幹線サイズ

 既設流用

 既設流用

 既設流用

 既設流用

 既設流用

 既設流用

 既設流用

Ｐ
 キュービクル動力盤  送油ﾎﾟﾝﾌﾟ制御盤  FEP 30

 既設流用

 6KV EM-CET 38°

 EM-CE   5.5°-2C

 EM-CET 100° E38°

 EM-CET 150° E38°

 EM-CET 250°×2

 EM-CE   5.5°-2C

 EM-CET  22°

 EM-CET  14°

 EM-CET  14° E 8°

 EM-CET 100° E38°

 EM-CET  60° E14°

 EM-CET  14°

 EM-CET  38°

105

103

Ｋ－１

Ｋ－１ 自家用発電機

 キュービクル

Ｋ

Ｋ

Ｋ
101

102

 既設流用 EM-CEE   2° -2C

 EM-CEE   2° -2C

Ｋ
 浄化槽

111  燃料小出槽  Ｋ－１  EM-CEE   2° -2C

 既設流用

 天井内

 キュービクル動力盤  EM-CE   5.5°-4C
Ｐ
106  返油ﾎﾟﾝﾌﾟ制御盤

 EM-CE   3.5°-4C

配 管

  Ｇ２８

Ｌ
105 106

Ｌ
105106

100 105
ＰＧ Ｌ

新設非常用発電機

送油ﾎﾟﾝﾌﾟ制御盤CR (Z35-400B)

106
Ｐ

Ｐ Ｐ

103

103  Ｋ－１  EM-CEE   2° -2C

111
Ｋ

102

106
Ｐ

CR (Z35-400BS)

Ｋ
102

TOS
1

Ｋ

Ｋ
111

102

103

ＬＧＰＧ ＰＧ

Ｌ Ｌ Ｐ Ｋ
101 102 101 101

102 ＯＡ103
ＬＧ
101 102

Ｋ
103

ＰＧＰ
101 103

ＦＥＰ１２０

ＦＥＰ８０

ＦＥＰ３０

ＦＥＰ３０

ＦＥＰ３０

ＦＥＰ８０

ＦＥＰ４０

ＦＥＰ４０

ＦＥＰ６５

ＦＥＰ３０

ＦＥＰ３０

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ Ｕ形 360A

　 衣 浦 東 部 広 域 連 合

 天井内

  G 22

  G 22

　幹線設備　系統図

　衣浦東部広域連合事務所非常用発電機等改修工事 (週休２日)

 FEP100

Ｕ形 360A
 FEP100

Ｕ形 360A
 FEP 30

 FEP 30

 FEP 30
Ｕ形 360A

R8.02



縮尺図面No 年・月図 面 名

工 事 名

A3:A2×70.7%

備
 
 
 
考 1/150

：既設配線のみ撤去を示す。

註記　1) 既設幹線ｹｰﾌﾞﾙの撤去は下記による。

 　　　　既設電線管及びﾎﾞｯｸｽ類は既設流用とする。

 　　　　既設電灯分電盤･動力制御盤･警報盤及び端子盤は既設流用とする。

E 15改修前　　幹線設備(撤去)　１･２階平面図

　 衣 浦 東 部 広 域 連 合　衣浦東部広域連合事務所非常用発電機等改修工事 (週休２日)

直流電源装置
（４８Ｖ）

交換機

直流電源装置
（１３．８Ｖ）

ＷＤ８００×２００×３２００
耐火処理

接地端子箱

５．５ﾟ

ＥＡ
５．５ﾟ

ＥＡ
５．５ﾟ

ＥＤ
５．５ﾟ

５．５ﾟ
ＥＤ

総合盤

ウェザーカバー

Ｋ－１

Ｌ－１

Ｐ－１

１
Ｐ ＰＧ

３

Ｙ１

Ｙ２

Ｙ３

１
０
０
０
０

５
８
０
０

１
５
８
０
０

５８００

Ｘ６ Ｘ７Ｘ５

５８００

２階平面図

１階平面図

ＰＧ
１

３
ＰＧＰ

１

鉄骨引出金物

屋上平面図

ＣＶＣＦ

以降 配置図参照

5800 5800

X6 X7 X8

58005800

2 X3 4X X5

5800

1X X

40600

5800 5800

事務室

書庫

兼

湯沸

5800 5800

X6 X7 X8

58005800

2 X3 4X X5

5800

1X X

40600

5800 5800

PS

浴室

冷

仮眠室

男子更衣室

更衣室

女子

仮眠室

脱衣

会議室

女子
便所

玄関ホール

指揮車車庫

EPS

便所
男子

多目的便所

3Y

2Y

1Y

1
0
0
0
0

5
8
0
0

1
5
8
0
0

Ｌ－２

２
ＬＧＬ

２

Ｌ
２

ＬＧ
２

３
ＬＧ

６
Ｋ

４
Ｋ

ＰＧ
２

Ｋ
５

Ｋ
２１

Ｋ Ｋ
３

１
Ｌ ＬＧ

１

１
Ｐ ＰＧ

３

２
Ｌ ＬＧ

２

Ｐ
１

ＰＧ
３

機械室

サーバー
指令室通信事務室食堂

消防長室

 応接室

R8.02



Ｙ１

Ｙ２

Ｙ３

１
０
０
０
０

５
８
０
０

１
５
８
０
０

５８００

Ｘ６ Ｘ７Ｘ５

５８００

２階平面図

１階平面図

屋上平面図

5800 5800

X6 X7 X8

58005800

2 X3 4X X5

5800

1X X

40600

5800 5800

書庫

5800 5800

X6 X7 X8

58005800

2 X3 4X X5

5800

1X X

40600

5800 5800

3Y

2Y

1Y

1
0
0
0
0

5
8
0
0

1
5
8
0
0

PS

浴室

冷

脱衣

仮眠室
便所
女子 男子

便所

多目的
便所

玄関ホール

会議室

更衣室
女子

男子更衣室

仮眠室

食堂 通信事務室

消防長室

 応接室
兼

事務室

機械室

サーバー
指令室

湯沸

縮尺図面No図 面 名

工 事 名

A3:A2×70.7%

備
 
 
 
考 1/150

E 16

　 衣 浦 東 部 広 域 連 合　衣浦東部広域連合事務所非常用発電機等改修工事 (週休２日)

L LG
101 1 01

P P G
1 01 1 03

PG
1 01

LG
103

P G
10 2

6
K

K
5

P PG
1 01 1 03P P G

1 01 10 3

（４８Ｖ）
直流電源装置

（１３．８Ｖ）
直流電源装置

ＣＶＣＦ

ＷＤ８００×２００×３２００(既設流用)

ウェザーカバー(既設流用)
耐火処理

以降 配置図参照

TOS
 1

孔開け補修

K
1 01

K

総合盤

Ｌ－１

Ｐ－１

K

K
11 1

(床上 露出配管)

K
1 11

(床上 露出配管)

K
102

非常用発電機

K
11 1

K
10 2

K
1 111 02

1 03

(天井内配線)

P
10 1

PG
10 3

L G
10 2

L
10 2

102
L G

10 2
L

L
102 10 2

LG

Ｌ－２

J

J

J

Ｋ－１

711

710

既設 314 既設 312

2E

2E

2E

 　　　　既設電線管及びﾎﾞｯｸｽ類は既設流用とする。

註記　1) 幹線及び警報用ｹｰﾌﾞﾙの配線区分は下記による。

 　　　　屋内の新設配線(電線･ｹｰﾌﾞﾙ)は特記なき限り既設電線管に収容とする。

 　　　　電灯分電盤･動力制御盤及び端子盤は既設流用とする。

：既設配線　再使用を示す。

 　　　　既設警報盤改修内容は、警報盤リスト参照とする。

 　　　　　　　　　EM-EEF 2.0-3C　天井内

 　　　　　　　　　EM-EEF 2.0-3C　OAﾌﾛｱｰ内

 　　　　　　　　　既設配線を示す

 　　　　　　　　　新設の壁内立下げ配線は、PF管にて保護とする

J

2E

 　　　　　　　　　OAﾌﾛｱｰ用ｼﾞｮｲﾝﾄﾎﾞｯｸｽ(3心2分岐)　OAﾀｯﾌﾟ(2E×2･附属ｹｰﾌﾞﾙ3m)共

2E 　　　　　　　　　ｲﾝﾅｰｺﾝｾﾝﾄ(送り端子付) 2P15A･E×2(抜け止め)

 　　　　　　　　　既設ｺﾝｾﾝﾄ 撤去後、ﾌﾞﾗﾝｸﾌﾟﾚｰﾄ取付箇所を示す

 　　　　　　　　　壁付ｺﾝｾﾝﾄ　2P15A･E×2

 　　 2) 新設及び増設ｺﾝｾﾝﾄ用電源配線ｻｲｽﾞ等は下記による。

 　　　　　　　　　新設 床ｺﾝｾﾝﾄ及びｲﾝﾅｰｺﾝｾﾝﾄの設置位置は、施設管理者と要協議とする

改修後　　幹線･ｺﾝｾﾝﾄ設備　１･２階平面図

J

J

J

J J

705 706

J

J

J

J

J

J

J

J

707324

4
K

年・月

R8.02



１階平面図

２階平面図

縮尺図面No 年・月図 面 名

工 事 名

A3:A2×70.7%

備
 
 
 
考

Ｌ－１

３１Ｖｗ ×１

浴室・脱衣

×２２１Ｂｗ

１８Ｂｗ ×１

３１Ｖ

×２１８ｄｆ

３１Ｔ ×２

女子便所

×１３１Ｖ

男子便所 身障者用便所

×１２４ＤＬ４

×２

玄関ホール

×９３１Ｖ ×４

×２

×１

×１

１８ｄｆ

３１Ｖ ２４ＤＡ４

２４ＤＬ４３１Ｔ ×１２１ＢＭ

廊 下

×１０２４ＤＬ４

×１

便所

×１
１１Ｔ

１８ｄｆ

×１

２７ｄｆ

３１ＢＡ２ＳＦ

２４ＤＬ４ ×３

×１

所長室兼応接室

×４２４ＤＡ４

×１３１Ｖ

×１２１ＢＣ

事務室

３２Ｄ

３２Ｄ

通信事務室食堂

×１

×２

４１Ｂ

２４ＤＡ４

ＹＳｂ

２１ＢＣ

サーバー機械室

×８３２Ｖ×１６

指令室

２Ｐ ×９

１Ｐ ×８

×１

×２

（スピーカ用）

（感知器用）

ＹＳｂ

３２ＤＺＬ

1/150

１８Ｂｗ 　×１

外壁面

２７ｄｆｗ

庇

×２

４１ｗ ×１

E 17改修前　　電灯設備(撤去)　１･２階平面図

　 衣 浦 東 部 広 域 連 合

註記　1) 既設照明器具は全て撤去とする。

　　　2) 既設照明器具の支持金物及び位置ﾎﾞｯｸｽは再使用とする。

　　　3) 既設照明器具撤去の際に生じた天井･壁面の補修は本工事にて行う。

３２ＤＳｂ ×１

×７

5800 5800

X6 X7 X8

58005800

2 X3 4X X5

5800

1X X

40600

5800 5800

3Y

2Y

1Y

1
0
0
0
0

5
8
0
0

1
5
8
0
0

5800 5800

X6 X7 X8

58005800

2 X3 4X X5

5800

1X X

40600

5800 5800

3Y

2Y

1Y

1
0
0
0
0

5
8
0
0

1
5
8
0
0

　衣浦東部広域連合事務所非常用発電機等改修工事 (週休２日)

３２Ｄ

仮眠室×１２

×１２

×１２

×１２

PS

浴室

冷

事務室

書庫

兼

湯沸

仮眠室

更衣室

女子

仮眠室

脱衣

会議室

女子
便所

玄関ホール

機械室

サーバー
指令室通信事務室食堂

男子更衣室 会議室

　×１

女子更衣室

１１Ｖ

出入口

１８Ｂｗ 　×１

２４ＤＡ４　×１

×７

Ｌ－２

Ｓ

Ｓ

Ｓ

SL

指揮車車庫

指揮車車庫

３２Ｔ

Ｌ－１

EPS

３２Ｔ(線ぴ)

　×１

　×１投光器

FBF7RP-161

便所
男子

多目的便所

3

3

3

3

　　　4) 図示の点滅器は撤去または更新とする。

×１ＹＳｂ

×１７

書庫・階段

×４

男子更衣室

消防長室

 応接室

　×２

　×６

１Ｐ

１Ｐ

R8.02

　　　   但し　　　　にて示す設備ﾌﾟﾚｰﾄは、取外し･清掃･再取付とする。



縮尺図面No 年・月図 面 名

工 事 名

A3:A2×70.7%

備
 
 
 
考 ＮＳ

31BA2

ガラスパネル

鋼鈑

ＦＲＳ１５－３２２－ＰＨＨ

ＦＨＦ－３２Ｗ×２32D

アルミダイキャスト
本体

鋼板 

本体指定色

壁面　棚下兼用取付型

市販品ニヨル

、

DA:アクリル DL:ルーバー

アルミ銀色鏡面仕上

アクリル又はル－バ－

照　明　器　具　特　記　仕　様

6 のそ

5 常非

他

灯

及

4 用 ラ使

水銀灯

非常電源

非常灯

点灯ランプ

HID

白熱灯

FHT

メタルハライド

ン プ

3 定安

FLR

FHF

FLR

FDL

FPL

蛍光灯

FHF32W

器

方2 灯点

1 波周

蛍光灯（FL）

HID

式

数

公共施設用照明器具

設計図中に記入の器具寸法・メーカー名

光色及び参考型番は基準を示すものであっ

て、実施に際しては、係員の指示により決

・Se　JD    50W×1

定する。

Sa　JＥ   30W×1

以上

Sb　JＥ   13W×1

・Sd　JD    85W×1

別置

25 ％

（定格電圧　110V）

SF　蛍光灯点灯

内蔵

Ｈｆ形

（＿：器具の種類）

電子回路式安定器   定格出力   固定形

電子回路式安定器　段調光形

32 ＿C：

電子回路式安定器

32 ＿N：

32 ＿M：

50

ラピットスタート

グロースタート

40W以上

定電力型

低始動電流型

～20W

一般型 (高力率)

60Hz

(高力率)

(高力率)

Hz

インバータ安定器   調光可能形

白色塗装ランプ

高演色形

水銀灯

ミニハロゲンランプ

％以上50

び 光 色

Ｓ５

（両面型）

（直付型）

（埋込型）

器具記号1.

非常灯組込器具（仕様　参照）

器具形式の補足

器具の形式

使用ランプ本数（直管型）

使用ランプ　数

SbD23

W

5

Ｓ６
Ｓ７
Ｓ８

Ｓ８T

Ｓ５T
Ｓ６T
Ｓ７T

Ｓ６D

Ｓ８D
Ｓ７D

Ｓ５D

Ｓ２T

Ｓ4D
Ｓ３D
Ｓ２D
Ｓ１D

Ｓ４T
Ｓ３T

Ｓ４

Ｓ１T

Ｓ１
Ｓ２
Ｓ３

：埋込下面開放 ：直付下面開放

：反射笠付

器具形式（大文字）

R

D C

3.

BR

B

A

V

L

：片反射

：ルーバー

：ブラケット

：アクリル

：逆富士

31BA

ガラスパネル
鋼鈑

（熱線センサー）

（直付型）

（両面型）

（埋込型）

枠指定色 市販品ニヨル

：笠なしT

器具形式の補足（小文字）

df：蛍光灯ダウンライト

：ウォールウオッシャー

：調光付

：HIDダウンライト

t

k

dh

：白熱灯ダウンライト

4.

d

cf：天井直付蛍光灯

：電動昇降装置付

：天井直付HID

m

ch

：センサー付e

：パイプ吊p x ：防爆型

：防湿・防雨型w

特殊器具は、No. ＿表記する。5.

：投光器SP

本体指定色 市販品ニヨル本体指定色 市販品ニヨル 市販品ニヨル枠指定色

市販品ニヨル枠指定色

プリズム

プラスチック アルミ（鏡面）

乳白DA:アクリル

DL:ルーバー

枠指定色 市販品ニヨル

：音声（誘導灯）V

：フラッシャー（誘導灯）F

シリカ電球

（定格電圧　110V）前面ガラス付ランプダイクロイック電球

乳白ガラスグローブ

G ：ガード付

パネル：乳白

本体：ABS樹脂

連結時：ソケットカバー付

パネル式内照式

CLASS Ⅰ Ⅱ Ⅲ

（

鋼鈑

三波長域発光形

三波長域発光形

三波長域発光形

三波長域発光形

）

バッテリー

アルミ銀色鏡面仕上

外灯の形式

L ：庭園灯（屋外型）

外灯の形式2.

H ：ポール灯（屋外型）

32 ＿     ：電子回路式安定器   高出力   固定形

 3,500K,  4,200K（ ）

 3,000K,  5,000K（ ）

 3,500K,  4,200K（ ）

）（  3,500K,  4,200K

 3,900K,  5,800K

 3,500K,  4,300K

（

（

）

）

Ｘ型（直付） Ｙ型（埋込）

遮光角 15度 30度 市販品ニヨル 3,000K,  3,500K,  4,200K

パネル：透明アクリル

Z ：システム天井用

P ：設備プレート

：防犯灯（屋外型）M

アルミダイキャスト
本体

赤色ガラスグローブ

Ｗ

ＢＷ

ｄ ｄf

：ミラーライトBM

BCB

E 18

32DZL ＦＨＦ－３２Ｗ×２

ＦＲＳ１７－３２２－ＰＨＨ－Ｌ５

21BM ＦＬ―２０Ｗ×１

21Bw ＦＬ―２０Ｗ×１

21BC ＦＬ　－２０Ｗ×１

ＦＢＳ２－２０１－ＧＬ

31BA2SF ＦＨＦ－３２Ｗ×１

ＳＫ１－ＦＳＴ－１５－３２１－ＰＨＨ

ＩＬ　－４０Ｗ×１41w

18Bw ＦＰＬ－１８Ｗ×１

ＦＤＬ－２７Ｗ×１27dfw

ＦＤＬ－１８Ｗ×１

ＦＤＬ－２７Ｗ×１

18df

27df

ＦＲＳ１１－Ｄ  １８１－ＧＬ

ＦＲＳ１１－Ｄ  ２７１－ＧＬ

DL4
アクリル ルーバー

DA4

市販品ニヨル

DA:アクリル

DL:ルーバー

枠指定色

プラスチック

プリズム 乳白

アルミ（鏡面） 鋼鈑

CLASS Ⅰ Ⅱ Ⅲ

DL4
ルーバーアクリル

DA4

24DA4 ＦＬ－２０Ｗ×４

ＦＰＬ－２８Ｗ×２24DL4

ＦＲＦ４－２０４－ＧＨ

市販品ニヨル

T

BR

T2

ＦＨＦ－３２Ｗ×１31T

11T ＦＨＦ－１６Ｗ×１

ＦＳＳ８－３２１－ＰＨＨ

市販品ニヨル

32V

31V

ＦＨＦ－３２Ｗ×２

ＦＨＦ－３２Ｗ×１

ＦＨＦ－３２Ｗ×１31Vw

41B ＬＥＤ－０．４Ｗ×１

設備プレート

1P Ｗ２４０×Ｌ６００

Ｗ２４０×Ｌ１３００2P

M21w ＦＬ　－１５Ｗ×１

市販品ニヨル本体指定色

150

タイプS2

100

鋼管

鋼管

H
=
4
,
5
0
0

透明強化ガラス

本体アルミ鋳物

照明環境類 Ⅰ ⅢⅡ Ⅳ

H21S2 ＭＦ－２５０Ｗ×１

　 衣 浦 東 部 広 域 連 合

YSb ＪＥ－１３Ｗ×１　(ﾐﾆﾊﾛｹﾞﾝ)

32DSb ＦＨＦ－３２Ｗ×２ (非常照明)

改修前　　照明器具　形状図

11V ＦＨＦ－１６Ｗ×１32T ＦＨＦ－３２Ｗ×2

　衣浦東部広域連合事務所非常用発電機等改修工事 (週休２日)

R8.02



事務室

PS

浴室

冷

脱衣

仮眠室
便所
女子 男子

便所

多目的
便所

玄関ホール

会議室

更衣室
女子

男子更衣室

仮眠室

機械室

サーバー

食堂 通信事務室 指令室

湯沸

書庫

兼
消防長室

 応接室

縮尺図面No図 面 名

工 事 名

A3:A2×70.7%

備
 
 
 
考 1/150

E 19改修後　　電灯設備　１･２階平面図

SP-01

 参考型番

 仕　　様

 光束･消費電力

 色温度･演色性

 参考型番

 仕　　様

 光束･消費電力

 色温度･演色性

 参考型番

 仕　　様

 光束･消費電力

 色温度･演色性

 参考型番

 仕　　様

 光束･消費電力

 色温度･演色性

 参考型番

 仕　　様

 光束･消費電力

 色温度･演色性

 参考型番

 仕　　様

 光束･消費電力

 色温度･演色性

SP-02

SP-03

SP-04

SP-05

  250Lm ・ 7.2W／34.7Lm/W

  2700K ・ｶﾞﾗｽ内面 赤色塗装

  3500K ・ Ra83

  447Lm ・ 4.5W

  5000K ・ Ra93

 1420Lm ・11.2W

 LGB85000K LE1

 ｶﾞﾗｽｸﾞﾛｰﾌﾞ：100×100×110～120

  515Lm ・ 6.1W

  2700K ・ Ra83

 LGW80360 LE1 (防雨形)

  5000K ・ Ra83

  980Lm ・12.0W

 ｶﾊﾞｰ：乳白ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ　ｽｲｯﾁ･ｺﾝｾﾝﾄ付

 LGB52094 LE1 (壁･棚下直付型)

 ｶﾊﾞｰ：乳白ｱｸﾘﾙ

 ｶﾊﾞｰ：乳白ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ

 ｶﾊﾞｰ：乳白ｱｸﾘﾙ

 LGB81701 LE1　　(浴室用)

 AD-2609-L　　　(赤色灯)

　 衣 浦 東 部 広 域 連 合　衣浦東部広域連合事務所非常用発電機等改修工事 (週休２日)

5800 5800

X6 X7 X8

58005800

2 X3 4X X5

5800

1X X

40600

5800 5800

5800 5800

X6 X7 X8

58005800

2 X3 4X X5

5800

1X X

40600

5800 5800

浴室・脱衣 女子便所廊 下

通信事務室書庫 サーバー機械室指令室

台数 台数 台数 台数 台数 台数男子便所台数 身障者用便所 台数台数

台数 台数 台数 台数 台数 台数

  4 10   1

  1

  2

  1   1   1   9

  1   1  2

  2   2

  2

食堂

 LRS3SA20-4-66

  1

  6

  2

  1

  8   8

Ｌ－１
EM-EEF 1.6-3C (既設位置ﾎﾞｯｸｽより分岐)

  1

(既設感知器用流用)

(既設ｽﾋﾟｰｶ用流用) 2P

 2P

 1P (既設流用)

 2P (既設流用)

 LSS9-4-37

 SP-01

 LRS3-4-65

 K1-LRS11-2

  8 16

  8

  9

  1

  2

 LSS9-4-48

 LRS15-3-41

 SP-03

 SP-04

 LSS9-4-37

 LRS1-08

 LSS1-4-30

 LSS9-4-37

 LRS1-08

 LSS1-4-30

 LSS9-4-37
 SP-03

 LRS15-3-41

玄関ホール

　　外壁面 台数

  1 SP-02

 K1-LRS11-2

 K1-LRS11-2

 K1-LRS11-2

  1  LSS9MP/RP-4-30  LRS15-4-58

 LRS9-6-84

 LRS15-3-41

3Y

2Y

1Y

1
0
0
0
0

5
8
0
0

1
5
8
0
0

3Y

2Y

1Y

1
0
0
0
0

5
8
0
0

1
5
8
0
0

出入口

 SP-02

Ｌ－２

Ｓ

Ｓ

Ｓ

指揮車車庫

１階平面図

２階平面図

 12

 12

 12

 SP-06

指揮車車庫

 LSS1-4-65

 LBF2RP-10

LSS1-4-65(線ぴ)

台数

  2

  6

  1

  1

 LBF3MP/RP-2-06

 LRS3-4-37

  3

 K1-LRS11-2   1
台数

男子更衣室

女子更衣室

 LSS9-2-30   1

会議室

 LSS9-4-48

Ｌ－１

台数庇

 SP-05

 LRS1RP-17

  1

  2

S

S
S

S

S

NS

S

NS

S

S NK

NKNK

S

ｲ
･
ﾛ
･
ﾆ

イ

ロ

ロ

ニ

既設1.6×5 ⇒ 1.6×4 に更新

NW

SS NS N

NS

S

NS

N8

SL2

SL

N8

N3

K
N3

N3

N3

　　　           人感ｾﾝｻ　親器 8Aﾀｲﾌﾟ(明るさｾﾝｻ機能)

　　　           既設配線流用箇所を示す。

　　　           人感ｾﾝｻ　子器 換気扇連動用

　　　           人感ｾﾝｻ　親器 3Aﾀｲﾌﾟ(明るさｾﾝｻ機能)

　　　           人感ｾﾝｻ　子器 

　　　           人感ｾﾝｻ　換気扇連動用(明るさｾﾝｻ機能)

WTK24818相当品

　　　           人感ｾﾝｻ　軒下天井用(明るさｾﾝｻ機能) WTK44819相当品

WTK2604 相当品

WTK2910K相当品

WTK29318相当品

WTK2401K相当品

　　　           操作ﾕﾆｯﾄ　１回路用

　　　           操作ﾕﾆｯﾄ　２回路用

WTA5820WK相当品

WTA5822WK相当品

S

S

S NK

S

S

S

N8

N3

N

NW

K

SL2

SL

N3

N

N

  常時点灯時：0.5W・充電時：0.3W

　保安灯専用埋込ｺﾝｾﾝﾄ　15A 125V

  明るさｾﾝｻ付ﾊﾝﾃﾞｨﾎｰﾑ保安灯(ﾌｯﾄﾗｲﾄ)

 WTF4088CWK・WTL40944W

68
.2

24.9 25.246.0

11
0

24.562.0

既設 102

既設 103

既設 101

台数

  3

  1

 LRS15-3-41
 LDS2-SK1-LBF11

書庫・階段便所 台数

 LRS1-17

 LRS1-08

 LSS1-2-15   1

  1

  1

便所 台数

  1

  1

事務室 台数

 LRS3-4-65

台数

  4 LRS15-6-58

 LSS9-4-30

 SP-01

孔開け補修

323

　　　   清掃を行い、再取付とする。

　　　4) 既設器具流用の際は事前に取外し、器具の損傷を確認した後

　　　   本工事にて対応とする。

　　　3) 天井埋込器具を取付ける際に、既設開口の修正が必要な場合は

　　　2) 電源配線・位置ﾎﾞｯｸｽ及び器具支持ﾎﾞﾙﾄは、既設品流用とする。

註記　1) 図示の照明器具は全て新設とする。

　　　5) 新設配線ｻｲｽﾞ及び配線器具は下記による。

2F3

2F3

　　　           EM-EEF 1.6-3C 　天井内

　　　　　　　　 EM-EEF 1.6-2C 　天井内

　　　           EM-EEF 2.0-3C 　天井内

　　　　　　　　 EM-EEF 2.0-3C 　OAﾌﾛｱｰ内

2F3 2F3

EM-EEF 1.6-3C (G 22) 床上露出配管

点検歩廊 台数

  2

SP-06

 LBF2RP-10

 ﾍﾞｰｽ式鋼管ﾎﾟｰﾙ共
 φ89.1　 L=3.5m

消防長室兼応接室

SL

SL
SL

SL

2F3SL

2F3

仮眠室×１２

 17

年・月

R8.02



ヨビ⇒今回工事にて使用

縮尺図面No 年・月図 面 名

工 事 名

A3:A2×70.7%

備
 
 
 
考 ＮＳ

901 消防等用電源AC100V

801 コンセント回路GAC200V

701 コンセント回路GAC100V

601 電灯回路GAC200V

耐熱形分電盤
一種又は二種

分電盤結線図

901

201

203

101

103

301

303

401

403

202

102

302

402

90n

20n

10n

30n

40n

NT

MCB

必要時取付

1

3

2

n

分電盤姿図

現場係員の指示による

半埋込型 露出型

凡例

図記号 名称 備考

AC100V

AC100V

GAC100V

DC100V

電灯回路

電灯回路

コンセント回路

コンセント回路

電灯回路

非常用照明回路

リモコンスイッチ回路

タイマー回路

漏電ブレーカ回路

1

R

T

E

AC200V

AC200V

101

201

301

401

501

WHM

B

COS

※ 停電の検出は廊下等避難経路の
分岐回路の2次側とする。

※

盤名称 主開閉器

(結線記号) (幹線番号)
回路番号 容量 備　考(VA)

C

A

901

201

203

101

103

301

303

401

403

202

102

302

402

90n

20n

10n

30n

40n

NT

WHM

MCB必要時取付

ＡＣ １Φ３Ｗ ２１０Ｖ／１０５Ｖ

NT

一種又は二種
耐熱形分電盤

901

601

603

501

503

701

703

801

803

602

502

702

802

90n

60n

50n

70n

80n

MCB

必要時取付

1

3

2

n

WHM

DC-GAC

COS

※ 停電の検出は廊下等避難経路の
分岐回路の2次側とする。

※

201

203

101

103

301

303

401

403

202

102

302

402

20n

10n

30n

40n

NT

MCB

必要時取付
WHM

COS

※

F1 Fn

MCB1P   50AF／20AT

MCB2P   50AF／20AT

MCB1P   50AF／20AT

MCB2P   50AF／20AT

MCB1P   50AF／20AT

MCB2P   50AF／20AT

MCB1P   50AF／20AT

MCB2P   50AF／20AT

MCB2P   50AF／20AT

MCB2P   50AF／20AT

ELB2P   30AF20AT

DC-GAC ２Ｗ １００Ｖ

U<

U<U<

(VA)
(結線記号)

盤名称

(幹線番号)

主開閉器
回路番号 容量 備　考

７０８

７０９

１０１

１０２

１０３

１０４

１０５

１０６

１０７

１０８

２０１

２０２

２０３

２０４

３０１

３０２

３０３

３０４

３０５

３０６

３０７

３０８

３０９

３１０

３１１

３１２

３１３

３１４

３１５

３１６

３１７

３１８

３１９

３２０

３２１

３２２

３２３

３２４

３２５

３２６

３２７

３２８

３２９

３３０

３３１

３３２

３３３

３３４

３３５

３３６

１０００

１０００

１０００

１０００

１０００

１０００

１０００

１０００

１０００

１０００

１０００

　３００

１４４０

　５２０

１２００

　９９０

１０８０

１６００

　８５０

　６００

　６００

　４５０

１２００

１２００

１２００

　４５０

　３００

　６００

　４５０

１０００

　９００

　８００

　８００

　８００

　６００

　２００

　２００

　２００

ヨビ

ヨビ

ヨビ

ヨビ

ヨビ

火災受信機

ＭＣＢ　３Ｐ
２２５／２２５Ａ

玄関ホール

男女便所・浴室

廊下

食堂

仮眠室

通信事務室・司令室・機械室

書庫・更衣室他

仮眠室

仮眠室

食堂

自動販売機

冷蔵庫

更衣室他

コピー機

コピー機

通信事務室

通信事務室

司令室

司令室

通信事務室

通信事務室

司令室

司令室

司令室

司令室

司令室

司令室

サーバー機械室

サーバー機械室

サーバー機械室

廊下・書庫

男子便所

女子便所

身障者便所

自動ドア

警報盤（Ｋ－１）

トイレ呼出

交換機

Ｌ－１

Ａ Ａ

ＭＣＢ　３Ｐ

Ｌ－２

１０１

１０２

２０１

２０２

３０１

３０２

３０３

３０４

３０５

３０６

３０７

３０８

３０９

３１０

３１１

３１２

３１３

３１４

３１５

３１６

３１７

３１８

３１９

３２０

３２１

３２２

ヨビ

ヨビ

１０００

１０００

１０００

１０００

１０００

１０００

１０００

１０００

１０００

１０００

１０００

１２８０

　９５０

　４５０

　４５０

　４５０

　３００

　８００

　８００

所長室兼応接室他

事務室

事務室

事務室

事務室

事務室

事務室

事務室

事務室

事務室

事務室

事務室

事務室

事務室

所長室兼応接室

所長室兼応接室

所長室兼応接室

喫煙コーナー

冷蔵庫

便所

ＭＣＢ　３Ｐ

６０１

６０２

７０１

７０２

７０３

７０５

７０６

１０００

１０００

１０００

　９００

ヨビ

事務室

事務室

事務室

事務室

Ｌ
２

Ｌ
１

ＬＧ
２

　６３０

３３７

３３８

３３９

３４０

ヨビ

ヨビ

ヨビ

ヨビ

１０００

１０００

１０００

１０００

インターホン

脱衣室ドライヤー

食堂

ジェットタオル

ジェットタオル

４０１

４０２

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ １７００

空調換気扇

空調室内機

４１，６８２

ＭＣＢ　３Ｐ

６０１

６０２

７０１

７０２

７０３

７０４

７０５

７０６

７０７

７１０

７１１

７１２

８０１

８０２

ヨビ

食堂

１６００

１０００

１０００

１０００

１０００

１０００

　１００

　８００

通信事務室・司令室・機械室

通信事務室

通信事務室

司令室

司令室

サーバー機械室

電気錠

アンプ

１
ＬＧ

１００／　６０Ａ

空調室内機Ｅ

Ｅ

　７４０

ヨビ

２２５／１２５Ａ

　６６５

４０１

４０２

３２３

３２４

ヨビ

空調換気扇

　６４０ 空調換気扇

　６４０ 空調換気扇

　６４０ 空調換気扇

空調室内機　７１０Ｅ

Ｅ

　５０／　５０Ａ

ＡＣ １Φ３Ｗ ２１０Ｖ／１０５Ｖ

ＡＣ １Φ３Ｗ ２１０Ｖ／１０５Ｖ ＡＣ １Φ３Ｗ ２１０Ｖ／１０５Ｖ

２Ｗ １００Ｖ

Ｗｈ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

　１００

　１７２

空調換気扇　６４０４０３

４０４

４０５

ヨビ

ヨビ

ヨビ

４０８

４０７

４０６

Ａ

T

T

食堂　１２０５０１

２０２

２０１T

T

外灯

外灯（常夜灯）  ３７５

  ３７５

１０００

×Ｄ２５０
Ｗ１０００×Ｈ３０００

端子盤２Ｔ－１
組込一体型

上下ダクト付

１９２０
４０３

ヨビ４０４

ヨビ４０５

ヨビ４０６

所長室兼応接室　２４０５０１

ヨビ

ヨビ

ヨビ

動力リスト内に於いて　印は該当機器の取付及び動作を示す

盤 名 称
電源部

電圧,幹線渡り
動力番号 機　器　名　称 動力容量結線記号

操作 運表示故表示 計測

警　報　盤 動力2次

配線,配管サイズ
備 考

警報

非常 発電

運転停止

） ）

） ）

） ）

Ｐ－１

屋外防水型

（ＳＵＳ）

Ｐ

ＭＣＢ　３Ｐ
２２５／２２５Ａ

ＡＣＰ－１－２００ 食堂，通信事務室，仮眠室エアコン

１

TR

MCBＥＬＢ

R S T

CT

以下同様
不要
30A迄
CT

A

MCB

TSR

WVU

φ電源送り1φ C結線電源送り3B結線φ電源送り3　（A付）A結線

動　力　結　線　図

２Ｐ５０／２０ＡＴ

ＭＣＢ

ＯＬＯＬ
ｎ
Ｘ

３

２８ＸＢＺ１
Ｘ

ｎ
Ｘ

１
Ｘ

２８Ｘ

ｎ
Ｘ

１
Ｘ

Ｋ－１ 警報盤

Ｗ

（ＫＷ）

２０．１ Ｂ ＣＶＴ３８ﾟＥ８ﾟ Ｇ５４

印刷・書庫エアコンＡＣＰ－１－３００ Ｂ　５．４３ ＣＶ８ﾟ－３Ｃ Ｅ５．５ﾟ Ｇ３６

２Ｆ事務室エアコンＡＣＰ－２－１００ Ｂ１６．０ ＣＶＴ３８ﾟＥ８ﾟ Ｇ５４

４１．５３

１Ｆ指令，サーバー機械室エアコンＡＣＰ－１－１００ Ｂ２０．０

Ｗ

３
ＰＧ

Ｇ５４ＣＶＴ３８ﾟＥ８ﾟ ））

１）リモコン回路は多重伝送フル2線式リモコン（レイアウトフリー）とする。
注記）

２）分電器内にはリモコントランス、リレー制御用T /u（4回路用）を必要個数組込もこと。
３）分電盤内の内扉開表面に盤内のリモコンスイッチを（光アドレス設定式）を取付のこと。
４）リモコンスイッチの負荷アドレス設定用ワイヤレスアドレス設定器を1台、納品のこと。

E 20

4.
3.
2.

1.

発電運転回路には遅延タイマーを取付ける。
15Aをこえる電流計にはCTを取付ける。
動力操作盤には各幹線の電源表示（LED）を取付ける。

（注記）

動力操作盤はユニット型簡易コントロールパネル型式とする。

３

２

１

４

５

６

９

８

７

１０

発電機 故障

故障浄化槽

ヨビ

ヨビ

ヨビ

ＣＶＣＦ 故障

直流電源装置（４８Ｖ） 故障

故障直流電源装置（１３．８Ｖ）

キュービクル 動力 故障

燃料小出槽 減油

発電機 故障

故障浄化槽３

２

１ 故障

４

５

６

９

８

７ ヨビ

ヨビ

ヨビ

ＣＶＣＦ 故障

直流電源装置（４８Ｖ） 故障

故障直流電源装置（１３．８Ｖ）

１０

キュービクル電灯

ヨビ

（改修後 警報内容）

（改修前 警報内容）

既設 分電盤リスト 既設 分電盤リスト 既設 動力盤リスト

　 衣 浦 東 部 広 域 連 合

← 名称変更

←  新 設

警報内容　　銘板 名称変更･追加

　衣浦東部広域連合事務所非常用発電機等改修工事 (週休２日)

７０７

１０００

１０００

１０００

ヨビ⇒今回工事にて使用

ヨビ⇒今回工事にて使用

１０００

１０００

ヨビ⇒今回工事にて使用

ヨビ⇒今回工事にて使用

ヨビ

１１，５４０

　６，９４０

 (３，９４０)

 (９，５４０)

ヨビ⇒今回工事にて使用　６６０

(２２，５３５)

ヨビ⇒今回工事にて使用　　２０

２３，０５５

1.

（注記）

：既設警報盤及び電灯分電盤　改修･新設配線接続箇所を示す。

R8.02分電盤・動力制御盤・警報盤リスト



縮尺図面No 年・月図 面 名

工 事 名

A3:A2×70.7%

備
 
 
 
考

Ｍ－１
Ｎ/Ｓ

▽1F

送油ポンプ
0.4kW 2台

FJ

燃料小出槽

25A SGP

ウイングポンプ

FJ

先端 引火防止金網(40メッシュ)付
通気口 32A

先端 周囲1m以内 開口部なし

FJ FJ

25A SGP
返油ポンプ

FJ

ディーゼル発電機

FJ

15A SGP

15A SGP

25A SGP 40A SGP
送油管 返油管

燃料入口管

燃料戻り管

排気消音器

排気管

ドレン管
0.75kW 1台

送油管

▽2F

FJ

FJ

送油管 25A SGP
返油管 40A SGP

▽GL

凡 例

　  記　　　号　　 　  名　　　称　　 　  材　　　質　　 　  備　　　考　　

（一般）ＯＳ

ＯＲ
油　　　配　　　管

（土中）
配管用炭素鋼鋼管（黒）

VP
屋 外 排 水 管

（一般）
通気管（油管系統）

配管用炭素鋼鋼管（白）

汚 水 ・ 雑 排 水 桝

系統図

（注記）ポンプの発停は下記による。

・送油ポンプ及び返油ポンプの制御回路は発電機制御盤に組み込むものとする。

　返油ポンプは燃料小出槽がオーバーする場合に起動する。
　送油ポンプは燃料小出槽が減油となった場合に起動し満油になると停止する。

FJ

ローリーアース
給油口 65A 液面指示計
給油口ボックス

給油管 65A SGP

（土中）配管用炭素鋼鋼管（白）

硬　質　塩　ビ　管 （土中）

小 口 径 塩 ビ 桝

備　　　　考設　置　場　所記　号 機　　器　　名

電源（６０ ＨＺ）

仕　　　　　　　　　　　様 台数

電圧相 kW 始動

型　　式：

容　　量：

ＴＯ－１ オ イ ル タ ン ク

付 属 品：

ＳＳ　地上置き縦型オイルタンク

外部タラップ、さび止め塗装塗り

１

５，０００Ｌ

ＴＯＳ－１ オイルサービスタンク 型　　式：

容　　量：

１ ２階　屋外油庫オイルサービスタンクユニット（返油ポンプ付）

付 属 品：鉄骨架台、他一式共

LSＰ Ｏ － １ オ イ ル ポ ン プ 型　　式：歯車ポンプ（送油） 3 200 0.4

吐 出 量：

付 属 品：

２

ストレーナー・災害対策用ポンプエアシェルター

（参考型番　ＤＧ３－１５－ＭＮ０．４）

２．４Ｌ/ｍｉｎ×８．８ｍ

屋 外

屋 外

（参考型番　ＫＴＹ－９５）

９５０Ｌ

（参考型番　ＨＳＯＴ－５）

他一式共

１

Ｂ Ｏ － １ オイルポンプ制御盤 型　　式：屋外・自立型(架台共)

オイルポンプ制御盤 型　　式：

１ 屋 外 （参考型番　Ｂ－３－２）

（参考型番　Ｂ－３－１）Ｂ Ｏ － ２ ２階　屋外油庫屋外・壁掛型

改修後　　燃料配管設備　機器表・系統図

送油ポンプ(0.4KW)×２台　自動交互運転

返油ポンプ(0.4KW)×１台

　 衣 浦 東 部 広 域 連 合　衣浦東部広域連合事務所非常用発電機等改修工事（週休２日）

950L

R8.02



小口径桝（鋳鉄製蓋）

年・月

備
 
 
 
考 縮尺図面No図 面 名

工 事 名

A3:A2×70.7%

Ｏ
Ｓ

Ｏ
Ｒ

２５ ４０

以降平面詳細図参照

ＯＳ
ＯＲ

ＯＳ
ＯＲ

ＯＳ
ＯＲ

Ｏ
Ｓ

Ｏ
Ｒ

Ｏ
Ｓ

Ｏ
Ｒ

２５，４０ ２５，４０

２５，４０

1/150　

ＦＪ×２

改修後　　燃料配管設備　外構図 M-02

側溝(W300)内配管

　 衣 浦 東 部 広 域 連 合　衣浦東部広域連合事務所非常用発電機等改修工事 (週休２日)

1050040600

58005800

X8X7X6X5X4X3X2X1

15
80

0

10
00

0
58

00

Ｙ３

Ｙ２

Ｙ１

32
00

2600

60
00

6000
1900

60
00

45000

5800580058005800 5800

スロープ

百葉箱

看板

既設ポスト

車止めＣＢ

無線鉄塔

既設浄化槽 身障者駐車場

6800

消防通信施設

自転車置場

外構平面図 　改修後　 　 　1：150

既設浄化槽

150

150

GL-540

駐車場ライン塗料【新設】

油水分離槽

掲示板

既設排水桝に接続

150

１００１００小口径桝（鋳鉄製蓋）
（90L，-520） （90L，-410）

　側溝(Ｕ形 360A)内配管

１００

小口径桝（鋳鉄製蓋）
（90L，-300）

R8・02



掲示板

縮尺図面No 年・月図 面 名

工 事 名

A3:A2×70.7%

備
 
 
 
考 1/50　

４０，２５

1階平面詳細図(改修後)　1/50

１

×２

ＰＯ

１

ＴＯ

Ｏ
Ｒ

２５，４０

ＭＶ４０

災害対策用ポンプカバー
×２台用

以降１階平面図参照

Ｏ
Ｓ

油
２５ＦＪ

ＭＶ

ＰＯ－１

複式ストレ－ナ－ ２５

ＣＶ ２５

×２セット

２

２

１

１

２５

改修後　　燃料配管設備　１階平面図・平面詳細図 M-03

ポンプ制御盤(屋外･自立型 架台共)

１

ＢＯ

　 衣 浦 東 部 広 域 連 合　衣浦東部広域連合事務所非常用発電機等改修工事 (週休２日)

ＭＶ２５

ＯＳ
６５

１００

溜桝

20
0

20
0

50
10

0

▽ＧＬ

基礎35
0

▽ＧＬ
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縮尺図面No 年・月図 面 名

工 事 名

A3:A2×70.7%
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2階平面図(改修後) 　1/100 2階平面詳細図(改修後)　1/50
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1/100,1/50
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改修後　　燃料配管設備　２階平面図・平面詳細図 M-04

　 衣 浦 東 部 広 域 連 合　衣浦東部広域連合事務所非常用発電機等改修工事 (週休２日)
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昇降用架台(３段ｽﾃｯﾌﾟ)

危険物表示版
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(ABC10型×2収容)
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無線鉄塔

縮尺図面No 年・月図 面 名

工 事 名

A3:A2×70.7%

備
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床：モルタル金コテ

百葉箱

看板

掲示板

消防通信施設

１ＦＬ＝＋５００

キュービクル基礎(残置)

発電機基礎【撤去】

タンク基礎【撤去】

三槽式油分離槽【撤去】

ポスト【仮撤去】

駐輪場
【撤去】

フェンス【撤去】

フェンス【撤去】

外構図(改修前) 　1/150

駐車場ライン塗料・車止めＣＢ【撤去】

駐車場ライン塗料【撤去】

車止めＣＢ【撤去】

B

A
1

2

3

4

5

:縁石、花壇、樹木類撤去範囲を示す

:樹木類撤去範囲を示す

外構図 凡例

1

2

3

4

5

:撤去樹木(レッドロビン 幹周200 樹高2,000程度 6本)

:撤去樹木(レッドロビン 幹回周 樹高2,000程度 8本)

:撤去樹木(レッドロビン 幹周200 樹高2,000程度 17本)

:撤去樹木(ツツジ 幹周100 樹高300程度 24本)

:撤去樹木(ツツジ 幹周100 樹高400程度 50本)

　衣浦東部広域連合事務所非常用発電機等改修工事(週休2日)
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改修前　外構図 R8.02



縮尺図面No 年・月図 面 名

工 事 名

A3:A2×70.7%

備
 
  
考

　衣浦東部広域連合非常用発電機改修工事
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返油管･送油管(U字溝内)
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外構図(改修後)

外構図(改修後) 　1/150

車止めＣＢ【新設】

駐車場ライン塗料【新設】

ポスト【再設置】

フェンス【新設】

外構図 凡例

:新設アスファルト舗装範囲を示す

燃料槽 H=2,700 (5,000L 軽油)

フェンス【新設】

キュービクル基礎

衣浦東部広域連合

A 02

給油口ﾎﾞｯｸｽ基礎

防油堤(ﾀﾝｸ基礎床面+700)

送油ﾎﾟﾝﾌﾟ×2 (ﾎﾟﾝﾌﾟｴｱｼｪﾙﾀｰ収容)基礎

油水分離槽

駐輪場【新設】
縁石【新設】

溜桝
消火器収納ﾎﾞｯｸｽ基礎

危険物表示板基礎
保有空地ﾗｲﾝ(3.0m)

R8.02



縮尺図面No 年・月図 面 名

工 事 名

A3:A2×70.7%
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 考 1/100　

断面図(改修前) 　1/100

2階平面図(改修前) 　1/100
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サーバー

事務室

事務室

書庫

兼

応接室

消防長室

　衣浦東部広域連合事務所非常用発電機等改修工事(週休2日)
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衣浦東部広域連合

改修前　２階平面図・断面図 R8.02



縮尺図面No 年・月図 面 名

工 事 名

A3:A2×70.7%
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　衣浦東部広域連合事務所非常用発電機等改修工事(週休2日)
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縮尺図面No 年・月図 面 名

工 事 名

A3:A2×70.7%

備
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　衣浦東部広域連合事務所非常用発電機等改修工事(週休2日) 衣浦東部広域連合
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縮尺図面No 年・月図 面 名

工 事 名

A3:A2×70.7%
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　衣浦東部広域連合事務所非常用発電機等改修工事(週休2日) 衣浦東部広域連合
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PL-6

縮尺 年・月図 面 名

工 事 名

A3:A2×70.7%

備
 
  
考 点検用歩廊構造図

1/100、1/30

衣浦東部広域連合

図面No

A 07
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　衣浦東部広域連合事務所非常用発電機等改修工事(週休2日)
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2-M163-M16

4
0
2
5

2
5

2
5
06
0

4
06
0

4
0

6
0

4
06
0

2
2

2
2

2
4
4

3-M16

10

40

80

40

10

40

80

40

10

40

80

40

2
0
0

6
040

4
0

3
0

30

GPL

PL-9 PL-9 PL-6

符号

ブレースリスト　1/30

部材

HTB

備考
ターンバックル使用

15
9

59
55

45

45
14

50

1-M16(SNR400B)

床面ブレース

BR1

GPL

1-M16

ベースプレートリスト　1/30

アンカーボルト

ベースプレート

コンクリート柱-
鉄骨梁接合部

4040 250

410

40 40

Sb1

40
4
0

2
5
0

4
1
0

4
0

4
0 Sb1Sb1

4-D16(ケミカルアンカー)

BPL-22

符号

部材

継手リスト　1/30

継
手

HTB

外PL

内PL

HTB

PL

フ
ラ
ン
ジ

ウ
ェ
ブ

Sb1

H-250x250x9x14(SS400)

4x2-M20

2x2-M20

2
5
04
0

4
060 1
4
0

5
5

5
5

2
5
0

5
0

1
5
0

5
0

530

40

1060

60 260

290

40

60

140

10

40

40

60

Sb4

H-150x75x5x7(SS400)

1
5
04
0
3
5

3
5

4
0

10

40

140

60

40

2-M16

R8.02

H-200x100x5.5x8(SS400)

GPL-9(SS400) 22x410x410(SS400)

GPL-6(SS400)GPL-6(SS400)GPL-9(SS400)GPL-9(SS400)

PL-12x250x530(SS400)

PL-12x100x530(SS400)

2PL-9x140x290(SS400)

特記なき限り下記とする。

1.　基準梁天端=2SL+1,402とする。

3.　　　　は小梁の溶接接合部を示す。

　　(株)全国鉄骨評価機構の「鉄骨製作工場の性能評価基準」に定める「グレードＲ」として国土交通大臣から認定を受けた工場又は同等以上の能力のある工場

4.　鉄骨製作工場は、建築基準法第77条の56に基づき国土交通大臣から性能評価機関として認可を受けた、㈱日本鉄骨評価センター又は

2.　鉄骨部材は溶融亜鉛メッキ処理とする。
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　 衣 浦 東 部 広 域 連 合　衣浦東部広域連合事務所非常用発電機等改修工事 (週休２日)

A 08仮設計画図(1) 　(参考図)

仮設 低圧CVｹｰﾌﾞﾙ (GL面 ｺﾛｶﾞｼ配線)

既設 構内柱

1,
20

0
1,

20
0

2,
00

0
2,

20
0

仮設 発電機

仮設 キュービクル

4,000

3,5001,000以上

1,
00

0以
上 仮囲い

仮設計画図(2)に示す負荷へのｹｰﾌﾞﾙは撤去とする

既設CR上にて既設幹線ｹｰﾌﾞﾙと接続 (ﾚｼﾞﾝ注入形)

ｹｰﾌﾞﾙｻｲｽﾞ及び行先は、註記５を参照

仮設引込 6kvCVT 38°(FEP 80) ｺﾛｶﾞｼ配線

　　　   施設の稼働に支障なきよう施設管理者と協議の上、決定とする

　　　4) 仮囲い：成型鋼板(H=3.0m)・防音ｼｰﾄ張り、ｷｬｽﾀｰｹﾞｰﾄ(W=3.0m)とする

註記　1) 仮設発電機：屋外形非常用発電機130～150KVA・低騒音ﾀｲﾌﾟ(搭載燃料容量 900L以上)

　　　2) 仮設受変電設備(屋外ｷｭｰﾋﾞｸﾙ)：主要機器･遮断器等は既設単線結線図(E13図)参照とする

　　　3) 仮設受変電設備･発電機の使用期間は60日程度を見込み、設置場所及び接地極については

　　　5) 仮設ｹｰﾌﾞﾙ：CVT 150°E38° (L-1)

　　　　　　　　　：CVT 100°E38° (L-2)

　　　　　　　　　：CVT  38°E38° (P-1 G回路)

　　　　　　　　　：CVT 100°E38° (P-1)

R8.02
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　衣浦東部広域連合事務所非常用発電機等改修工事 (週休２日)

Ｙ３

Ｙ２

A 09

L-1

L-2

CVCF

直流電源装置(13.8V)

直流電源装置(48.0V)

窓 一部開放

CVT 14°

CVT 22°

CVT 60°

CVT 14°

CVT 14°

仮
00

　但し、GLより立上り箇所(外壁面)のｹｰﾌﾞﾙは壁面に仮留めを行う

②仮設ｷｭｰﾋﾞｸﾙ発電機盤より、図示の各盤及び機器の近接への仮設配線を敷設する

仮設工事前の準備工事として、停電時間短縮措置として下記の工事を行う

　また、事前に仮設発電機を始動し電圧確立していることを確認し④に示すｹｰﾌﾞﾙ接続替え中は稼働とする

仮
00 CVT 22°

CVT 14°

CVT 14°

CVT 14°

CVT 60°

1φ3W　直流電源装置(13.8V)

3φ3W　CVCF

3φ3W　直流電源装置(48.0V)

※屋内･屋外共　露出ころがし配線とする

③一時的に対象負荷(L-2を除く)を停電状態(既設受変電設備の低圧側遮断器をOFF)とし、既設ｹｰﾌﾞﾙ取外し

仮設計画図(2) 　(参考図)

　但し、停電時間は最大20分間とする(施設側UPSは100%負荷状態の停電保障時間10分間)

①仮設ｷｭｰﾋﾞｸﾙ･仮設発電機(搭載燃料ﾀﾝｸ 900L程度)を設置する

※仮設及び準備工事に係る時間として24時間を想定している為、搭載燃料ﾀﾝｸ(900L)にて仮設発電機稼働時間を保証する

　仮設ｹｰﾌﾞﾙの接続を行い、接続状態の確認後、仮設ｷｭｰﾋﾞｸﾙ発電機盤内低圧遮断器を投入とする

⑥その他

・③～④項間は、施設側UPSの充電時間を考慮して４時間程度は停電状態を造りださないよう仮設発電機を稼働する

　施設管理者と協議の上、仮設工事にて作業時間に見合う定格のUPSを設置としてもよい

⑤上記作業完了後に、発電機電源から常用電源に切替とする

④仮設計画図(1)に示す既設ｹｰﾌﾞﾙ接続替え及び L-2 の配線切替を行う

・③項の作業時間が20分以内(施設UPSの稼働率を40%以下と想定)に終了することが困難な場合は、

・⑤項の切替に支障なきよう、④項の作業開始前に既設高圧引込から仮設高圧引込への切替えを行う

　仮設配線の為、CVｹｰﾌﾞﾙをころがし配線(室内は業務に支障ない位置に配線)とする

２階平面図(改修前 仮設準備)　1/150

１階平面図(改修前 仮設準備)　1/150

消防通信施設

三槽式油分離槽

無線鉄塔

１ＦＬ＝＋５００

タンク基礎 発電機基礎

キュービクル基礎

1φ3W　L-1　(G回路)

1φ3W　L-2　(G回路)
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